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項

１

一

般

共

通

事

項

８ ． 建 築 材 料 等
本 工 事 に 使 用 す る 材 料 は ， 設 計 図 書 に 定 め る 品 質 及 び 性 能 を 有 す る も の

と し ， そ の 材 料 に J I S 又 は J A S の マ ー ク の 表 示 の あ る 場 合 を 除 い て 監 督 職 員

の 承 諾 を 受 け る 。

特 定 の も の が 特 記 さ れ た 場 合 は ， 設 計 図 書 に 規 定 す る も の 又 は ， こ れ ら

と 同 等 の も の と す る 。 た だ し ， 同 等 の も の と す る 場 合 は ， 監 督 職 員 の 承 諾

を 受 け る 。特 記 仕 様 書

材 料 の 品 質 等

盛 土 の 種 別

１ ． 埋 戻 し 及 び

( 2 . 2 . 4 )

仕 様 書 」 と い う 。 ） に よ る 。 な お 、 施 工 条 件 明 示 書 は 、 特 記 仕 様 書 に 含 め る 。

２ ． 特 記 仕 様

１ ） 項 目 は 、 番 号 に ○ 印 の つ い た も の を 適 用 す る 。

２ ） 特 記 事 項 は 、 ・ 印 の つ い た も の を 適 用 す る 。 ・ 印 の つ か な い 場 合 は ※ 印 の つ い た も の を 適

用 す る 。 ・ 印 と ※ 印 の つ い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。

３ ） 特 記 事 項 に 記 載 の （ ） 、 ＜ ＞ 及 び ［ ］ 内 の 表 示 番 号 は 、 そ れ ぞ れ 「 標 準 仕 様 書 」 、

「 改 修 標 準 仕 様 書 」 及 び 「 解 体 共 通 仕 様 書 」 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

３

土

工

事

1 4 ． 完 成 図 等

営 繕 工 事 に お け る 工 事 及 び コ ス ト 表 示 要 領 に よ る 。

・ 設 け る （ 規 模 ㎡ 程 度 請 負 者 事 務 所 と 同 棟 ・ 可 ・ 否 ）

備 品 （ ）

※ 設 け な い （ 請 負 者 事 務 所 に 打 合 せ 会 議 室 を 確 保 す る ）

※ 設 置 す る （ 設 置 枚 数 １ 枚 ） ・ 設 置 し な い

営 繕 工 事 に お け る 工 事 及 び コ ス ト 表 示 要 領 に よ る 。表 示 板

・ 設 置 す る （ 設 置 枚 数 ※ １ 枚 ・ 枚 ）

構 内 既 存 の 施 設 ・ 利 用 で き る （ ※ 有 償 ・ 無 償 ） ※ 利 用 で き な い

構 内 既 存 の 施 設 ・ 利 用 で き る （ ※ 有 償 ・ 無 償 ） ※ 利 用 で き な い

※ 指 定 し な い ・ 指 定 す る （ 図 示 ）

※ 設 置 し な い

３ . 交 通 誘 導 員 ・ 配 置 す る （ 日 × 人 ＝ 人 日 ） ※ 配 置 し な い

１ . 仮 囲 い

仮 囲 い の 位 置 及 び 延 長 は 図 示 に よ る 。

※ 設 け る

・ シ ー ト ゲ ー ト （ H = ， W = ） × 箇 所

・ 設 け な い

２ . 危 害 防 止 ※ シ ー ト 張 り ・ 金 網 養 生

４ . 揚 重 機 械 器 具 ・ ト ラ ッ ク ク レ ー ン （ ｔ 吊 り ） × 日

・ （ ｔ 吊 り ） × 日

５ . 監 督 職 員 事 務 所

６ . 工 事 表 示 板

７ ． 事 業 コ ス ト

８ . 工 事 用 水

９ . 工 事 用 電 力

1 0 . 工 事 用 通 路

２

仮

設

工

事

１

一

般

共

通

事

項

３ ． 概 成 工 期

４ ． 工 事 実 績 情 報

・ 適 用 し な い

工 事 工 期 よ り 日 前

( 1 . 1 . 4 )

登 録

( C O R I N S ) の

処 理 等

発 生 材 の 処 理

・ 引 渡 し を 要 す る も の （

・ 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 （

受 入 れ 施 設 名 ・ 所 在 地 ( k m )

・ 再 生 資 源 化 を 図 る も の

種 類

）

）

受 入 施 設 名 所 在 地 ( K m ) 備 考

( 1 . 3 . 8 )

・ 建 設 汚 泥

・ 建 設 発 生 木 材

・ ア ス フ ァ ル ト

コ ン ク リ ー ト 塊

・ セ メ ン ト

コ ン ク リ ー ト 塊

５ ． 発 生 材 の

・ 現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の （ 発 生 土

・ そ の 他 の 廃 棄 物 （ 安 定 型 ) (

受 入 れ 施 設 名 ・ 所 在 地 ( k m )

・ そ の 他 の 廃 棄 物 （ 管 理 型 ) (

受 入 れ 施 設 名 ・ 所 在 地 ( k m )

）

）

）

上 記 の 処 理 、 処 分 は 設 計 積 算 上 の 条 件 明 示 で あ り 、 処 理 施 設 を 指 定 す る

も の で は な い 。 な お 、 上 記 に よ ら な い 場 合 は 、 監 督 職 員 と 協 議 す る こ と 。

( 1 . 2 . 1 )

ま た 、 処 理 、 処 分 に 先 立 ち 処 分 場 等 の 受 入 の 可 否 を 確 認 す る こ と

・ 適 用 す る ※ 適 用 し な い
( 1 . 3 . 3 )

ま た 、 処 理 、 処 分 に 先 立 ち 処 分 場 等 の 受 入 の 可 否 を 確 認 す る こ と 。

受 注 時 、 変 更 時 及 び 工 事 完 成 時 に あ ら か じ め 監 督 職 員 の 確 認 を 受 け 、

の 受 領 書 を 、 監 督 職 員 に 提 出 す る こ と 。

６ ． 電 気 保 安

技 術 者

特 記 事 項項 目章

１ ． 一 般 事 項

工 事 の 円 滑 な 進 捗 を は か る こ と 。

指 示 に 従 う こ と 。

・ 工 事 施 工 中 に 予 期 せ ぬ 事 態 や 疑 義 が 生 じ た 場 合 は 、 監 督 職 員 に 報 告 の 上 ，

状 況 （ 地 盤 ， 擁 壁 ， 内 外 壁 ， 床 ， 建 具 等 ） を 調 査 ・ 記 録 し ， 報 告 書 を 監 督

・ 工 事 着 手 前 及 び 完 成 時 に ， 以 下 に 示 す 調 査 範 囲 の 近 隣 家 屋 等 の 内 外 の

職 員 に 提 出 す る こ と 。

調 査 範 囲 ※ 図 示

２ ． 適 用 基 準 等

・ 請 負 業 者 は 、 監 督 職 員 と 随 時 打 合 せ を 行 い 、 工 程 の 確 認 ・ 調 整 及 び

・ 施 工 体 系 図 を 現 場 に 掲 示 す る こ と 。

契 約 締 結 後 及 び 工 事 完 成 後 の 1 0 日 以 内 に 登 録 手 続 き を 行 い 、 工 事 カ ル テ

に ， 別 に 指 示 す る 「 事 故 報 告 書 」 を 指 示 す る 期 日 ま で に 監 督 職 員 に 提 出 す る 。

工 事 の 施 工 中 に 事 故 が 発 生 し た 場 合 は ， 直 ち に 監 督 職 員 に 通 報 す る と と も

７ ． 事 故 報 告

( 1 . 4 . 2 )

( 1 . 4 . 1 )
本 工 事 に 使 用 す る 材 料 の 選 定 及 び 施 工 に 当 た っ て は ， 「 県 有 施 設 の シ ッ

環 境 へ の 配 慮

ク ハ ウ ス マ ニ ュ ア ル 」 に 留 意 し ， 揮 発 性 有 機 化 合 物 の 放 散 に よ る 健 康 へ の

影 響 に 配 慮 す る 。

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 仕 様

使 用 す る 材 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 は 、 次 の と お り と す る 。

ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 規 制 対 象 外 の 場 合 の 該 当 す る 建 築 材 料

１ ） Ｊ Ｉ Ｓ 及 び Ｊ Ａ Ｓ の Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆ 品

２ ） 建 築 基 準 法 施 行 令 第 ２ ０ 条 の ７ 第 ４ 項 に よ る 国 土 交 通 大 臣 認 定 品

３ ） 次 の 表 示 の あ る Ｊ Ａ Ｓ 適 合 品

ａ ． 非 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 系 接 着 剤 使 用

ｂ ． 接 着 剤 等 不 使 用

ｄ ． ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 放 散 さ せ な い 塗 料 等 使 用

ｃ ． 非 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 系 接 着 剤 及 び ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 放 散 さ せ

な い 材 料 使 用

な い 塗 料 使 用

ｅ ． 非 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 系 接 着 剤 及 び ホ ル ム ア ル デ ヒ ド を 放 散 さ せ

・ 長 尺 金 属 板 葺

試 料 採 取 及 び 測 定 は ， 厚 生 労 働 省 の 「 室 内 空 気 中 化 学 物 質 の 採 取 方 法

と 測 定 方 法 」 の 新 築 住 宅 の 例 に 準 拠 す る ほ か ， 拡 散 方 式 で は サ ン プ ラ ー 製

造 所 の 定 め る 仕 様 に よ り 行 う 。

定 め る 総 揮 発 性 有 機 化 合 物 測 定 仕 様 書 に よ る 。

測 定 方 法 ， 測 定 物 質 及 び 測 定 か 所 等 に つ い て は ， こ の 仕 様 書 の 末 尾 に

※ 室 内 Ｖ Ｏ Ｃ 濃 度 の 測 定 結 果 に 関 す る 書 面 の 当 該 施 設 へ の 掲 示 に つ い て は ，

・ 総 揮 発 性 有 機 化 合 物 の 測 定

・ 押 出 成 形 セ メ ン ト 板 外 壁 パ ネ ル

・ Ａ Ｌ Ｃ 外 壁 パ ネ ル

適 用 工 事

・

多 雪 地 域 の 指 定 ・ 有 ・ 無

風 速 ( Ｖ O ) ※ ３ ４

地 表 面 粗 度 区 分 ・ Ⅱ ・ Ⅲ・ ア ル ミ ニ ウ ム 笠 木

・ 折 板 葺

・ 粘 土 瓦 葺

・ ガ ラ ス ブ ロ ッ ク

1 1 ． 建 築 基 準 法 に

の 指 定

よ る 風 圧 力 等

工 法 法 は 、 当 該 製 品 の 指 定 工 法 と す る 。

「 標 準 仕 様 書 」 及 び 「 改 修 標 準 仕 様 書 」 に 記 載 さ れ て い な い 特 別 な 材 料 の 工1 0 ． 特 別 な 材 料 の

施 設 管 理 者 に 依 頼 す る 。

測 定 対 象 物 質 が 指 針 値 を 超 え る 濃 度 で 検 出 さ れ た 場 合 は ， 引 渡 は 受 け な い 。

ｃ 試 料 採 取 方 法 ， 測 定 方 法 ， 使 用 し た 測 定 機 器

完 成 時 か ら 測 定 日 ま で の 日 数 ）

日 射 進 入 状 況 ， 測 定 年 月 日 ・ 時 間 ， 窓 の 開 閉 状 況 ， 機 械 換 気 量 ， 工 事

ｂ 試 料 採 取 時 の 状 況 （ 気 温 ・ 湿 度 （ 室 外 ・ 室 内 ） ， 天 候 ， 風 の 状 況 ，

ａ 測 定 結 果

次 の 事 項 を 記 載 し た 報 告 書 を ２ 部 提 出 す る 。

測 定 結 果 等 報 告 書 の 提 出

採 取 方 法 ： 吸 引 方 式 又 は 拡 散 方 式 と し ， 拡 散 方 式 で は ８ 時 間 採 取 す る 。

測 定 す る 室 等 ： （ ）

※ ｴ ﾁ ﾙ ﾍ ﾞ ﾝ ｾ ﾞ ﾝ （ 濃 度 指 針 値 3 , 8 0 0 μ g / m 3 ・ 0 . 8 8 p p m ）

※ ﾄ ﾙ ｴ ﾝ （ 濃 度 指 針 値 2 6 0 μ g / m 3 ・ 0 . 0 7 p p m ）

※ ｽ ﾁ ﾚ ﾝ （ 濃 度 指 針 値 2 2 0 μ g / m 3 ・ 0 . 0 5 p p m ）

※ ﾎ ﾙ ﾑ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ （ 濃 度 指 針 値 1 0 0 μ g / m 3 ・ 0 . 0 8 p p m ）測 定 対 象 物 質

※ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 及 び 揮 発 性 有 機 化 合 物 の 測 定

度 の 測 定

の 化 学 物 質 濃

( 1 . 5 . 9 )

仮 設 工 事 ・ と び （ と び 作 業 ）

・ 下 表 で 技 能 士 を 適 用 す る こ と と し た 職 種 に 、 １ 級 又 は 単 一 級 技 能 士 を 配

・ 型 枠 施 工 （ 型 枠 工 事 作 業 ）

・ 鉄 筋 施 工 （ 鉄 筋 組 立 作 業 ）

・ 該 当 す る 作 業 が あ る 以 下 の 職 種 （ 作 業 ） の 全 て

技 能 検 定 職 種 （ 技 能 検 定 作 業 ）

コ ン ク リ ー ト 工 事

鉄 筋 工 事

以 下 の 該 当 工 事

工 事 種 目

※ 下 表 で 技 能 士 を 適 用 す る こ と と し た 職 種 に 、 １ 級 、 ２ 級 又 は 単 一 級 技 能

置 す る 。

※ 図 示

1 3 ． 技 能 士 ( 1 . 5 . 2 )

1 2 ． 設 計 G . L . ・ 現 状 平 均 地 盤 高

・ 重 量 シ ャ ッ タ ー ・ 軽 量 シ ャ ッ タ ー

・ オ ー バ ー ヘ ッ ド ド ア

士 を 配 置 す る 。

・ 下 表 で 技 能 士 を 適 用 し な い と し た 職 種 で も 、 技 能 士 の 配 置 に 努 め る こ と 。

・ コ ン ク リ ー ト 圧 送 施 工 （ コ ン ク リ ー ト 圧 送 工 事 作 業 ）

・ 建 築 大 工 （ 大 工 工 事 作 業 ）木 工 事
・ タ イ ル 張 り （ タ イ ル 張 り 作 業 ）タ イ ル 工 事

石 工 事 ・ 石 材 施 工 （ 石 張 り 作 業 ）

防 水 工 事

・ 合 成 ゴ ム 系 シ ー ト 防 水 工 事 作 業

・ 防 水 施 工 （ ・ ア ス フ ァ ル ト 防 水 工 事 作 業

・ ウ レ タ ン ゴ ム 系 塗 膜 防 水 工 事 作 業

・ ア ク リ ル ゴ ム 系 塗 膜 防 水 工 事 作 業

・ 塩 化 ビ ニ ル 系 シ ー ト 防 水 工 事 作 業

・ シ ー リ ン グ 防 水 工 事 作 業

・ セ メ ン ト 系 防 水 工 事 作 業

・ 改 質 ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ ｼ ｰ ﾄ ﾄ ｰ ﾁ 防 水 工 事 作 業

・ Ｆ Ｒ Ｐ 防 水 工 事 作 業 ）

・ Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 施 工 （ Ａ Ｌ Ｃ パ ネ ル 工 事 作 業 ）

・ ブ ロ ッ ク 建 築 （ コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 工 事 作 業 ）

鉄 骨 工 事 ・ と び （ と び 作 業 ）

・ 鉄 工 （ 構 造 物 鉄 工 作 業 ）

1 5 ． 完 成 写 真

※ 完 成 図 面 電 子 デ ー タ S F C 形 式 又 は D X F 形 式 又 は J W W 形 式

※ 青 焼 Ａ ４ 版 折 製 本 （ 黒 表 紙 金 文 字 入 ） １ 部

※ 青 焼 ２ つ 折 製 本 １ 部

・ 作 成 し な い※ 作 成 す る

建 築 工 事 写 真 撮 影 要 領 に よ り ， 完 成 届 に 添 付 す る 完 成 写 真 と は

※ カ ラ ー

・ 白 黒

※ Ｌ

サ イ ズ

・ ２ Ｌ

・ 六 切 り

※ 写 真 撮 影 要 領 の

撮 影 箇 所 数

完 成 写 真 程 度

・ 箇 所 枚

（ 台 紙 寸 法 3 2 3 × 2 7 0 程 度 ）

・ フ リ ー ア ル バ ム

ポ ケ ッ ト 式 程 度

※ 工 事 用 ア ル バ ム A 4 版

・

提 出 様 式部 数

※ １ 部

・ 部

保 険 期 間 ※ 工 事 着 手 か ら 工 事 目 的 物 引 き 渡 し ま で

保 険 の 種 類 ※ 火 災 保 険 ※ 建 設 工 事 保 険

工 事 目 的 物 及 び 工 事 材 料 等 に つ い て ， 次 に よ り 保 険 に 付 す 。1 7 ． 火 災 保 険 等

施 工 範 囲 各 工 事 の 区 分 表 に よ る 。

施 工 図 設 備 機 器 の 位 置 ， 取 り 合 い 等 が 検 討 で き る 施 工 図 を 提 出 し て

監 督 職 員 の 承 諾 を 受 け る 。

取 合 い

1 6 ． 設 備 工 事 と の

1 8 ． 住 宅 瑕 疵 担 保

責 任

住 宅 瑕 疵 担 保 履 行 法 に 基 づ く 保 険 の 加 入 又 は 保 証 金 の 供 託 の 義 務 付 け

・ あ り （ 新 築 住 宅 の 場 合 ） ・ な し （ 新 築 住 宅 以 外 の 場 合 ）

分 類

別 に 次 の も の を 原 版 （ ネ ガ 又 は 電 子 媒 体 ） と と も に 監 督 職 員 に 提 出 す る 。

な お ， 原 版 を 電 子 媒 体 と す る 場 合 は ， C D 等 で 提 出 す る こ と 。

１ 工 事 番 号 ・ 名 称

２ 工 事 場 所

３ 主 要 用 途

４ 工 事 の 概 要

５ 別 途 工 事

６ そ の 他

1 0 特 記 仕 様 書 の 範 囲

特 記 仕 様 書 は 、 本 特 記 仕 様 書 の ほ か 以 下 の ○ 印 も の で 構 成 す る 。

・ 構 造 特 記 仕 様 書 ・ 外 構 工 事 特 記 仕 様 書 ・ 植 栽 工 事 特 記 仕 様 書

・ 解 体 工 事 特 記 仕 様 書 ・ 電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書 ・ 機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

Ⅰ 工 事 概 要

Ⅱ 建 築 工 事 仕 様

１ ． 共 通 仕 様

図 面 及 び 特 記 仕 様 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 す べ て 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 の

４

地

業

工

事

1 1 ． 足 場 等

足 場 を 設 け る 場 合 は 、 「 手 す り 先 行 工 法 等 に 関 す る ガ イ ド ラ イ ン （ 厚 生 労

働 省 平 成 2 1 年 4 月 策 定 ） 」 に よ る も の と し 、 設 置 に つ い て は 「 手 す り 先 行 工

法 に よ る 足 場 の 組 立 て 等 に 関 す る 基 準 」 及 び 「 働 き や す い 安 心 感 の あ る 足 場

に 関 す る 基 準 」 に よ る こ と 。

・
1 2 ． そ の 他 の 仮 設

９ ． 室 内 の 空 気 中

３ ． 山 留 め

・ 構 外 に 搬 出 し 適 切 に 処 理 す る 。２ ． 建 設 発 生 土 の

処 理 ・ 構 外 指 示 の 場 所 に 搬 出 す る 。

・ 構 内 指 示 の 場 所 に 敷 き な ら す 。

・ 構 内 指 示 の 場 所 に た い 積 す る 。

・ 設 置 す る ・ 設 置 し な い

・ 存 置 す る ・ 存 置 し な い

受 入 れ 施 設 名 ・ 所 在 地 （ k m ）

種 別 ・ Ａ 種 ※ Ｂ 種 ・ Ｃ 種 ・ Ｄ 種

発 生 場 所

( 3 . 2 . 3 ) ( 表 3 . 2 . 1 )

Ｃ 種 の 場 合 建 設 発 生 土 受 入 数 量 ㎡

( 3 . 2 . 5 )

( 3 . 3 . 1 )

( 3 . 3 . 3 )

( 4 . 3 . 3 ) ( 4 . 4 . 3 )杭 の 種 類

・ プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 杭 （ J I S 表 示 承 認 製 品 ）

・ Ａ 種 ・ Ｂ 種 ・ Ｃ 種

・ 鋼 杭 （ J I S 表 示 承 認 製 品 ）

（ 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 平 成 3 0 年 度 版 ）

「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕 様 書 ( 令 和 4 年 版 ） 」 （ 以 下 、 「 標 準 仕 様 書 」 と い う 。 ） に よ る 。 た だ し ，

１ ． 既 製 コ ン ク

リ ー ト 杭 ・

鋼 杭 地 業

※ 適 用 す る （ 請 負 精 算 額 が 5 0 0 万 円 以 上 の 場 合 ）

・ 建 築 構 造 設 計 基 準 （ 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 平 成 3 0 年 版 ）

※ ｷ ｼ ﾚ ﾝ （ 濃 度 指 針 値 2 0 0 μ g / m 3 ・ 0 . 2 0 p p m ）

( 1 . 3 . 9 )

建 築 基 準 法 の 指 定
( 8 . 4 . 3 ) ( 8 . 5 . 3 ) ( 1 3 . 2 . 3 ) ( 1 3 . 3 . 3 ) ( 1 3 . 4 . 3 ) ( 1 4 . 7 . 3 ) ( 1 6 . 1 1 . 2～ 1 3 . 2 ) ( 1 6 . 1 4 . 5 )

・ ボ ー ド 仕 上 工 事 作 業 ）

植 栽 工 事 ・ 造 園 （ 造 園 工 事 作 業 ）

排 水 工 事

・ 表 装 （ 壁 装 作 業 ）

・ 配 管 （ 建 築 配 管 作 業 ）

・ 路 面 表 示 施 工 （ ・ 溶 融 ﾍ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ ﾊ ﾝ ﾄ ﾞ ﾏ ｰ ｶ ｰ 工 事 作 業

・ 加 熱 ﾍ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ ﾏ ｼ ﾝ ﾏ ｰ ｶ ｰ 作 業 ）

舗 装 工 事

※ 完 成 原 図 （ ケ ー ス 収 納 ） １ 部

※ 青 焼 ・ 白 焼 縮 小 （ Ａ ３ 版 ） ２ つ 折 製 本 １ 部

( 4 . 3 . 3 )

試 験 杭

記 号 杭 径 （ m m ） 長 さ ( m ) 及 び 種 別 設 計 支 持 力 セ ッ ト 数 備 考

本 杭

継 手 ※ ア ー ク 溶 接 継 手 又 は 建 築 基 準 法 の

規 定 に 基 づ き 認 定 さ れ た 無 溶 接 継 手

( 4 . 3 . 6 ) ( 4 . 4 . 5 )

・

( 4 . 3 . 3 ) ( 4 . 4 . 3 )
先 端 部 形 状 ・ 閉 塞 平 坦 型 ・ 開 放 型

( 4 . 3 . 5 ) ( 4 . 4 . 4 )

( 4 . 3 . 4 )

杭 の 施 工 法

・ セ メ ン ト ミ ル ク 工 法

（ 旧 建 築 基 準 法 第 ３ ８ 条 の 規 定 に 基 づ き 認 定 さ れ た 工 法 ）

・ 特 定 埋 込 杭 工 法

杭 打 機 の 種 類

ハ ン マ ー の 種 別 ※ 油 圧 パ イ ル ハ ン マ ー ・ ド ロ ッ プ ハ ン マ ー

パ イ ル ド ラ イ バ ー ※ 三 点 支 持 式 ク ロ ー ラ ー ク レ ー ン

騒 音 ・ 振 動 の 測 定 ・ 行 う ※ 行 わ な い

( 4 . 5 . 4 ) ( 表 4 . 5 . 1 )

掘 削 工 法 ・ ア ー ス ド リ ル 工 法 ※ 安 定 液 使 用

コ ン ク リ ー ト の 種 別 ・ Ａ 種 ・ Ｂ 種

・ リ バ ー ス 工 法

・ オ ー ル ケ ー シ ン グ 工 法

孔 内 の 水 張 り ※ 行 う ・ 行 わ な い

( 4 . 5 . 5 )

）工 法 （ ・

ク リ ー ト 杭

地 業

２ ． 場 所 打 ち コ ン

３ ． 地 盤 改 良

４ ． 床 下 防 湿 層 ※ 設 け る 地 中 梁 が あ る 場 合 は 、 2 5 0 ㎜ 折 り 下 が り と す る 。 ( 4 . 6 . 5 )

１ ． 鉄 筋 の 種 別

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 用 棒 鋼

規 格 名 称 径 ( ㎜ )

※ Ｄ １ ９ 以 上

※ Ｄ １ ６ 以 下

※ Ｓ Ｄ ３ ４ ５

※ Ｓ Ｄ ２ ９ ５ Ａ

種 類 の 記 号

( 5 . 2 . 1 ) ( 表 5 . 2 . 1 )

５

鉄

筋

工

事

６

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

※ J I S G 3 5 5 1 の J I S 表 示 認 証 製 品

使 用 箇 所 （ 物 置 （ 土 間 ）

線 径 ( ㎜ ) 6 . 0 × 網 目 ( ㎜ ) 1 5 0

）

( 5 . 3 . 4 )

※ ガ ス 圧 接

施 工 箇 所

は り 柱 の 主 筋

径 ( ㎜ )

Ｄ １ ９ 以 上

Ｄ １ ６ 以 下※ 重 ね 継 手

接 合 方 法

表 5 . 3 . 6 の 値 に 加 え る 寸 法 ( ㎜ )施 工 箇 所 等 ( 5 . 3 . 5 )

各 部 の 配 筋 は ， 図 示 に よ る 。 図 示 が な け れ ば ， 標 準 仕 様 書 末 尾

資 料 の ｢ 各 部 配 筋 参 考 図 」 に よ る 。

( 5 . 3 . 7 )

※ Ｈ 形 ・ Ｗ － Ｉ 形 ・ Ｓ Ｐ 形 ( 参 考 図 図 2 . 2 )

・ Ａ 形 ※ Ｂ 形 ( 参 考 図 表 4 . 3 ～ 4 . 4 )

補 強

補 強 形 式 ※ Ｈ ３ 形 以 上 ・ Ｍ 型 ・ Ｍ Ｈ 型 ( 参 考 図 表 7 . 1 ～ 7 . 3 )

( 5 . 4 . 1 0 )

２ ． 溶 接 金 網

３ ． 鉄 筋 の 継 手

４ ． 耐 久 上 不 利 な

箇 所 の 鉄 筋 の

か ぶ り 厚 さ

５ ． 各 部 配 筋

６ ． 柱 の 帯 筋

７ ． 耐 震 壁 を 除 く

壁 の 開 口 部 補 強

８ ． は り 貫 通 孔 の

試 験 方 法 ※ 超 音 波 探 傷 試 験 ・ 引 張 試 験９ ． 圧 接 完 了 後 の

圧 接 部 の 試 験

ス ト コ ン ク

リ ー ト

( 6 . 2 . 1 ) ( 表 6 . 2 . 1 )

・ コ ン ク リ ー ト 用 骨 材 の 品 質 試 験 を 実 施 す る 。 ( 構 造 体 コ ン ク リ ー ト の み ）

( ア ル カ リ シ リ カ 反 応 試 験 ( 化 学 法 ) 、 密 度 試 験 、 吸 水 率 試 験 ）

種 別 ※ Ⅰ 類 ・ Ⅱ 類

・ コ ン ク リ ー ト 単 位 水 量 測 定 を 実 施 す る 。

普 通 コ ン ク リ ー ト （ J I S A 5 3 0 8 の J I S 表 示 認 証 製 品 ) ( 6 . 2 . 2 )

適 用 箇 所

・ １ ８

※ ２ １

・ ２ ４

Ｆ ｃ ( Ｎ / m m ２ )

基 礎 ， 基 礎 梁 ， 土 間 ス ラ ブ ※ １ ５ c m ・ １ ８ c m

柱 ， 梁 ， ス ラ ブ ， 壁 ※ １ ８ c m

( 6 . 2 . 4 ) ( 表 6 . 2 . 2 )

の 種 類
( 6 . 2 . 5 ) ( 表 6 . 2 . 4 )

施 工 箇 所種 別

・ Ｃ 種

※ Ｂ 種

・ Ａ 種

１ ． レ デ ィ ー ミ ク

２ ． 設 計 基 準 強 度

３ ． ス ラ ン プ

４ ． 打 放 し 仕 上 げ

( 6 . 3 . 1 )

適 用 箇 所

※ 普 通 ﾎ ﾟ ﾙ ﾄ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ ｾ ﾒ ﾝ ﾄ 、 高 炉 ｾ ﾒ ﾝ ﾄ A 種 、

・ 高 炉 ｾ ﾒ ﾝ ﾄ B 種

・ ﾌ ﾗ ｲ ｱ ｯ ｼ ｭ ｾ ﾒ ﾝ ﾄ B 種

ｼ ﾘ ｶ ｾ ﾒ ﾝ ﾄ A 種 又 は ﾌ ﾗ ｲ ｱ ｯ ｼ ｭ ｾ ﾒ ﾝ ﾄ A 種

建 物 躯 体 （ 下 記 以 外 ）

種 類

基 礎 、 地 中 梁

基 礎 、 地 中 梁

５ . セ メ ン ト の

セ メ ン ト の 種 類

営 繕 工 事 に お け る 工 事 関 係 図 書 等 に 関 す る 効 率 化 実 施 要 領 に よ り 作 成 す る 。

詳 細 に つ い て は 以 下 を 参 考 に 協 議 に よ り 決 定 す る 。

( 5 . 2 . 2 )

・ 設 け な い

５ ． 土 間 ス ラ ブ

（ 土 間 コ ン ）

下 断 熱 材

※ 設 け る

厚 2 5 m m ＋ 砂 3 0 m m 敷 き 込 み と し 、 施 工 範 囲 は 建 築 工 事 標 準

詳 細 図 （ 図 7 - 0 1 - 1 ） に よ る 。

Ａ 種 押 出 法 ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム 保 温 版 ３ 種 b

・ 設 け な い

６ ． 砂 利 地 業 ※ 再 生 ク ラ ッ シ ャ ラ ン ・ （ ）( 4 . 6 . 2 ～ 3 )

屋 根 及 び と い 工 事
・ 建 築 板 金 （ 内 外 装 板 金 作 業 ）

・ か わ ら ぶ き （ か わ ら ぶ き 作 業 ）

・ 内 装 仕 上 施 工 （ 鋼 製 下 地 工 事 作 業 ）金 属 工 事

・ 建 築 板 金 （ 内 外 装 板 金 作 業 ）

左 官 工 事

建 具 工 事

ｶ ｰ ﾃ ﾝ ｳ ｫ ｰ ﾙ 工 事

塗 装 工 事

内 装 工 事

・ サ ッ シ 施 工 （ ビ ル 用 サ ッ シ 施 工 作 業 ）

・ カ ー テ ン ウ ォ ー ル 施 工 （ 金 属 製 ｶ ｰ ﾃ ﾝ ｳ ｫ ｰ ﾙ 工 事 作 業 ）

・ ガ ラ ス 施 工 （ ガ ラ ス 工 事 作 業 ）

・ 自 動 ド ア 施 工 （ 自 動 ド ア 施 工 作 業 ）

・ 塗 装 （ 建 築 塗 装 作 業 ）

・ 内 装 仕 上 施 工 （ ・ プ ラ ス チ ッ ク 系 床 仕 上 工 事 作 業

・ 左 官 （ 左 官 作 業 ）

・ サ ッ シ 施 工 （ ビ ル 用 サ ッ シ 施 工 作 業 ）

・ ガ ラ ス 施 工 （ ガ ラ ス 工 事 作 業 ）

・ カ ー ペ ッ ト 系 床 仕 上 作 業

・ バ ル コ ニ ー 施 工 （ 金 属 バ ル コ ニ ー 工 事 作 業 ）

・ 木 質 系 床 仕 上 げ 工 事 作 業

・ 鋼 管 ぐ い ・ H 形 鋼 ぐ い

若 し く は T I F F 形 式 （ 解 像 度 3 0 0 D P I 程 度 ） C D 2 枚

標 準 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は ， 「 公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 令 和 4 年 版 ） （ 以 下

「 改 修 標 準 仕 様 書 」 と い う 。 ） 「 公 共 建 築 木 造 工 事 標 準 仕 様 書 （ 令 和 ４ 年 版 ） 」 （ 以 下 「 木 造

標 準 仕 様 書 」 と い う 。 ） 及 び 「 建 築 物 解 体 工 事 共 通 仕 様 書 ( 令 和 4 年 版 ） 」 ( 以 下 「 解 体 共 通

・ 建 築 工 事 標 準 詳 細 図 （ 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 平 成 2 8 年 版 ）

コンクリートブロック・ALCパネル

・ 押 出 成 形 セ メ ン ト 板 工 事

パ ノ ラ マ 台 ト イ レ 駐 車 場 整 備 工 事

山 中 湖 村 平 野 地 内

ト イ レ 、 駐 車 場

ト イ レ R C 造 平 屋 建 て 2 5 . 4 2 ㎡

・ 工 事 写 真 撮 影 ガ イ ド ブ ッ ク ＜ 建 築 工 事 編 及 び 解 体 工 事 編 ＞

均 し コ ン

そ の 他 外 構 、 舗 装 、 電 気 設 備 、 給 排 水 設 備 、 既 存 ト イ レ 解 体 等



８

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

リー ト押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板
工
事

６

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

７

鉄

骨

工

事

( 6 . 8 . 1 )

( 6 . 8 . 2 )６ ．型 枠

備 考適用箇 所

・ 適 用する※ 適用 しな いＭＣ Ｒ工 法用 シート

※ １ ２ ・

板 厚 ( m m )

デ ッキプ レー ト

・ 床型 枠用鋼 製

せ き板の 種類

※ 合 板

８ ．寒 中コ ンク

種 別 所要 気乾 単位容 積質 量（ｔ ／ｍ 3 ）適 用 箇 所

７ ．軽 量コ ンク ( 6 . 1 0 . 1 ) ( 表 6 . 1 0 . 1 )

リ ート

リ ート

初 期養 生期間 コ ンク リート 圧縮 強度が ５Ｎ / m m ２ に達す るま で行 うこと 。

( 6 . 1 1 . 4 )

リ ート

９ ．無 筋コ ンク ( 6 . 1 4 . 1 )

適 用 範 囲コ ンク リート の種 類

※ 普通 コンク リー ト ※ ( 6 . 1 4 . 1 ) ( 4 ) ( ア ～カ ) に よ る

・ ・

1 0 ． 流動化 コン ク

リー ト 種 別

( 6 . 1 5 . 2 ) ( 表 6 . 1 5 . 1 )コ ンク リート のス ランプ

ベ ース コン クリー ト ( c m ) 流 動 化コ ンク リート ( c m )

普 通 コン クリー ト ・１０ ・１２ ・１ ５ ・１ ８ ・２ １

( 7 . 1 . 3 )

※ 指定 性能評 価機 関の性 能評 価を 受けて 、国 土交通 大臣 の認 定を受 けた 下

記の グレ ード 以上の 工場

１ ．鉄 骨の

製 作工 場

・ Ｓ ・ Ｈ ・ Ｍ ・ Ｒ ・ Ｊ

※ 施工 監理技 術者 （※配 置す る ・配置 しな い） ( 7 . 1 . 4 )

・ S S 4 0 0 ・ S S C 4 0 0 ・ S T K 4 0 0 ・ S T K R 4 0 0

・ S N 4 0 0 B , C ・ S N 4 9 0 B , C ・ S M 4 0 0 ・ S M 4 9 0

材 質 規 格

( 7 . 2 . 1 ) ( 表 7 . 2 . 1 )

J I S 表 示認 証製 品

( 7 . 2 . 2 )

・ 溶融 亜鉛め っき 高力ボ ルト ・

※ トル シア形 高力 ボルト

・ ＪＩ Ｓ形高 力ボ ルト ・

受 入検査 によ る

・抜 き取り 検査 ① ※抜 き取 り検査 ②

( 7 . 6 . 1 2 )

・ 「 突合わ せ継 手の食 い違 い仕 口のず れの 検査・ 補強 マニ ュアル 」 3 . 5 . 2

J A S S 6 付 則 6 ［ 鉄 骨 精 度 検 査 基 準 ］ の 付 表 3 「 溶 接 」 に 関 す る 試 験 方 法 等

・ J A S S 6 1 0 . 4 ［ 受 入 検 査 ］ e . 溶 接 部 の 外 観 検 査 ( 1 ) か ら ( 5 ) ま で に よ る 。

た だ し 、 完 全 溶 込 み 溶 接 部 の 外 観 検 査 の 抜 取 箇 所 は 、 超 音 波 探 傷 試 験 の

試 験 箇 所 と 同 一 と す る 。 外 観 試 験 の 不 合 格 箇 所 は 、 す べ て 標 準 仕 様 書

7 . 6 . 1 3 に よ る 補 修 を 行 い 、 再 試 験 す る 。

溶接 部の 外観試 験

平 1 2 建 告 第 1 4 6 4 号 第二 号に 関す る試験 方法 等

・ 本物 件と 同等 規模構 造の 施工実 績を 有し、 監督 職員 の承諾 する 工場

・ ひ び割れ 誘発 目地 の位置 ，形 状，寸 法 ※ 図示

・ 断熱 材兼用 型枠

・ 耐火 材巻付 け 受 けたも の

建築基 準法 に基づ き定 め

備 考種 別

※ 半乾式 ・湿式

・ ラス 張モル タル

・ 耐火 材吹付 け

・ 耐火 板張り られた もの 又は認 定を

・ 耐火 塗料

材料 及び工 法製 造所

標準仕 様書 1 5 章 3 節 によ る

( 7 . 9 . 4 ～ 8 )( 7 . 9 . 2 )

ボ ル トの 保持

及び 埋込 み工 法

( 7 . 2 . 4 ) ( 7 . 1 0 . 3 ) ( 表 7 . 1 0 . 1 )

・ Ｃ 種

※ Ｂ 種

適 用 箇 所

タル

( 7 . 2 . 9 ) ( 7 . 1 0 . 3 ) ( 表 7 . 1 0 . 2 )

※ 無収 縮モ ルタル

柱 底均し モル タル

※ 無収 縮モ ルタル

適 用 箇 所種 別

※ Ａ 種

・ Ｂ 種

めっ き

種 別

・ Ａ 種

適 用 箇 所

※ Ａ 種

種 別

( 1 4 . 2 . 3 ) ( 表 1 4 . 2 . 2 )( 7 . 1 2 . 4 )

１ ．補 強コ ンク

ブロ ック 造

ブロ ック の種類 ( 8 . 2 . 2 )

※ 空 洞ブロ ック C ( １ ６ ）

２ ．コ ンク リート

ブロ ック 帳壁

( 8 . 3 . 2 ) ( 表 8 . 3 . 1 )ブ ロ ック の種類

※ 空 洞ブロ ック C ( １ ６ ）

及び 塀

２ ．鋼 材の 種別

３ ．高 力ボ ルト

４ ．溶 接部 の試験

６． 耐火 被覆

７ . アン カー

８ ．柱 底均 しモル

９ ．溶 融亜 鉛

３ ．Ａ ＬＣ パネル

・ 外壁

パ ネル

種 類

厚さ 幅 施工 箇所

・ 間仕切 壁

耐 火性 能
（時間 ）

・Ａ 種

・Ｂ 種

・Ｅ 種

・Ｃ 種 ・ Ｄ種

・ １

・ １

パ ネル 構法 取 付構 法種 別

パ ネル 構法

パ ネル 構法

( 8 . 4 . 2 ) ( 8 . 4 . 3 ～ 5 ) ( 表 8 . 4 . 2 ～ 4 )

・ 屋根 ※Ｆ 種 屋根 ・ 0 . 5

パ ネルの 相互 の接合 部に 挿入 する耐 火目 地材

パネル 構法

パネル 構法

・ 床 ※Ｆ 種 床 ・１ ・２

・

４． 押出成 形

セメン ト板

・ 外壁

パネル 工法

パネル 工法

パ ネル

種 類

厚 さ工 法 幅

・Ｂ 種 ・Ｃ種

・Ａ 種 ・Ｂ種

施 工箇所

・ 間仕 切壁
施 行令 第 1 0 7 条
建 築基 準法

の 規定 に基づ
く 技術 基準

耐火 性能

( 8 . 5 . 2 ～ 4 ) ( 表 8 . 5 . 1 ～ 2 )

工 法種 別

１ . ア ス ファ ルト

種 別 施 工 箇 所 種 別

屋内 ( 便 所・ 浴室 )

・ Ａ －

・ Ｂ －

・ Ｄ －

・ Ａ I －

・ Ｂ I －

・ Ｄ I －

・ Ｅ －１

防水

・ 断 熱材 ※ Ａ 種押 出法 ﾎ ﾟ ﾘ ｽ ﾁ ﾚ ﾝ ﾌ ｫ ｰ ﾑ 断 熱 材３種 ｂＡ (ス キン 層付 き )

・ 溶 接金 網 （ 規格 ）

・ 伸 縮調 整目地 （ ※成 形伸縮 目地 ･ ） ( 表 9 . 2 . 1 )

施 工 箇 所

( 9 . 2 . 2 ) ( 9 . 2 . 3 ) ( 表 9 . 2 . 3 ～ 9 )

ル ト シー ト防水 種 別 シ ート の厚さ施 工 箇 所

( 表 9 . 3 . 1 ～ 3 ) に よる

ア スファ ルト の種類 J I S K 2 2 0 7 の J I S 表 示 認証 製品 ※ ３ 種

・ 押 さえ 金物 ( ※ ア ルミ製 Ｌ－ 3 0 × 1 5 × 2 . 0 ・ ）

改 質アス ファ ルトシ ート の種 類 J I S A 6 0 1 3 の J I S 表 示 認証 製品

・ 断 熱材 ※ Ａ種 硬質 ｳ ﾚ ﾀ ﾝ ﾌ ｫ ｰ ﾑ 保 温板 ２種１ 号又 は２号 ( 透湿 係数を

・ 脱 気装 置 （ 種類 ・数 量：改 質 ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ ｼ ｰ ﾄ 製 造 所の指 定と する ）

種 別

※ 1 . 2 ・

※ 1 . 5

※ 1 . 5

※ 1 . 2

※ 2 . 0 ・

・

・

・

※カ ラー ・シ ルバ ー

保護 塗料 （露出 ）厚さ ( ㎜ ) 施 工 箇 所

※カ ラー ・シ ルバ ー

・ Ｓ－Ｆ ２

・ Ｓ－Ｍ １

・ Ｓ－Ｍ ２

・ Ｓ－Ｍ ３

・ 絶 縁シ ート （※ 発泡 ポリエ チレ ンシー ト ）

・ そ の他 の材料 （ ）

２ . 改 質 アス ファ

３． 合成高 分子 系

ルーフ ィン グ

シート 防水

( 9 . 4 . 2 ) ( 9 . 4 . 3 ) ( 表 9 . 4 . 1 )

( 9 . 3 . 2 ) ( 9 . 3 . 3 ) ( 表 9 . 3 . 1 ～ 3 )

・ Ｓ－Ｆ １

・ A S － T

・ A S I － T １
・ A S － J １

・ A S I － J １

ル ーフィ ング シート の種 類 J I S A 6 0 0 8 の J I S 表 示認証 製品

・ 脱 気装 置 （種 類・ 数量： ﾙ ｰ ﾌ ｨ ﾝ ｸ ﾞ ｼ ｰ ﾄ 製 造所の 指定 とす る）

４ . 塗 膜 防水

・Ｘ －１

・Ｘ －２

・Ｙ －１

・Ｙ －２

種 別

バル コニー

ひさ し

地下 外壁

室内 （便所 ・浴 室）

施 工 箇 所

※カ ラー ・シ ルバ ー

※カ ラー ・シ ルバ ー

保護 塗料 （露出 ）

・ ウレタ ン

ゴム系

ファル ト系

・ 脱 気装 置（材 質： ステ ンレス 製又 はアル ミ製 ・ ）

（設 置数量 ： 箇所 ）
５ . ケ イ酸 質系

塗布 防水 種 別 施 工 箇 所

( 表 9 . 6 . 1 ) に よる

( 9 . 5 . 3 ) ( 表 9 . 5 . 1 ) ( 表 9 . 5 . 2 )

( 9 . 6 . 2 ) ( 9 . 6 . 3 ) ( 表 9 . 6 . 2 )

※ Ｃ－ ＵＩ

・Ｃ－ ＵＰ

・ ゴムア ス

６． シーリ ング

フ ィング シー ト防水 の保 証期 間は、 引渡 し日よ り１ ０年間 とし 、メ ーカー

・ 施工業 者と の連名 の上 、保 証書を 提出 する。

通 常定め てい る期間 とし 、保 証書を 作成 し提出 する 。

※ 被着 体と の組み 合わ せは （表 9 . 7 . 1 ） によ る。 ( 9 . 7 . 2 )

ア スフ ァル ト防水 、改 質ア スファ ルト シート 防水 及び合 成高 分子 系ルー

塗膜防 水及 びケイ 酸質 系塗 布防水 につ いては 、メ ーカー ・施 工業 者が

７． 防水保 証

石 材の 種類 品 質 施工 箇所 工法 産 地・ 名称 仕 上の 種類

( 1 0 . 2 . 1 ) ( 表 1 0 . 1 . 1 ) ( 表 1 0 . 2 . 1 ) ( 表 1 0 . 2 . 2 )

床 のワッ クス かけ ・ 行 う２． 清掃

１． 石 材

( 1 0 . 1 . 5 )

無 釉 施 釉 標 準 注文な しあり

役物 色うわ薬

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

( m m )

形 状 寸法施工 箇所

J I S A 5 2 0 9 の J I S 表 示認 証製品 ( 1 1 . 2 . 2 ) ( 1 1 . 3 . 2 )

タ イ ル の品 質

１． セラミ ック

タ イルの 見本 焼き

タ イルの 試験 張り

※ 行わな い

※ 行わな い

・ 行う

・ 行う

・

・ 行 わな い

除 く J I S A 9 5 2 1 規 格 に適合 する もの）

押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板
工
事

８

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

９

防

水

工

事

石

工

事

1 0

1 1

タ

イ

ル

工

事

・ 行う （下記 のい ずれ かとす る） ・ 行わな い

あと 張り 工法の 下地 コン クリー ト素 地面の 処理 ( 1 1 . 2 . 7 ) ( 1 1 . 3 . 7 )２ ． タイル 下地

コンク リー ト

Ｍ ＣＲ 工法は せき 板面に ＭＣ Ｒ工法 用シ ート 張りと し（ 6 . 8 . 2 ( 5 ) ） によ る。

目 荒し 工法の 高圧 水洗は （ 1 5 . 3 . 4 ( 3 ) ） に よる 。

ポ リマ ーセメ ント モルタ ルの 調合は （ 1 5 . 3 . 3 ( 4 ) ） に よる 。

Ｍ ＣＲ工 法

Ｍ ＣＲ工 法

目 荒し工 法（ 高圧水 洗）

ポリ マー セメン トモ ルタル

下 地モ ルタル素地表 面処 理の工 法 適 用 箇 所

目 荒し工 法（ 高圧水 洗）

ポリ マー セメン トモ ルタル

（ 1 5 . 3 . 5 ( 4 ) ） に よる

（ 1 5 . 3 . 5 ( 4 ) ） に よる

1 1

タ

イ

ル

工

事

( 1 1 . 1 . 3 )

）

）

）

（ 1 1 . 2 . 7 ） ( 表 1 1 . 2 . 3 )３ ． セメ ントモ ル

タ ルに よる
内 装タ イルの 工法

外 装タ イルの 工法

※ 改良積 上げ 張り

※ 密着張 り

・ 改良圧 着張 り 施工 箇所 （

施工 箇所 （

施工 箇所 （

ユ ニッ トタイ ルの 工法

※ マスク 張り

施工箇 所（ ）

４． 接着 剤によ る

・ 接着剤 張り

（ 1 1 . 3 . 7 ） ( 表 1 1 . 3 . 2 )

接 着剤 は J I S A 5 5 4 8 の J I S 表 示認 証製 品 ( 1 1 . 3 . 3 )

５ ． 伸縮 調整目 地

及び ひび割 れ

誘発 目地
( 1 1 . 1 . 3 )

６ ． 接着 力試験

※ ( 表 1 1 . 1 . 1 ) に よる ・図示

※ ( 表 9 . 7 . 3 ) に よる ・図 示目地 寸法

位置

※ (表 1 1 . 1 . 2 ) に よ る ( 1 1 . 1 . 5 )

内 装タ イルの 工法

タ イル 張り

タイ ル張り

1 2

木

工

事

下 地材 ※ Ａ種 ・ Ｂ 種

造 作材 ※ Ａ種 ・ Ｂ 種
( 1 2 . 2 . 1 ) ( 表 1 2 . 2 . 1 )

表 面 仕上げ の種 別

・Ａ 種

・Ｂ 種

・Ｃ 種

機械 加工

適用 箇所

・Ｈ －Ｃ 種

・Ｈ －Ａ 種

・Ｈ －Ｂ 種

( 1 2 . 1 . 4 )( 表 1 2 . 1 . 1 )

※ Ａ 種 ・ Ｂ種 ( 1 2 . 2 . 1 ) ( 表 1 2 . 2 . 2 )

含 水率

造 作材 の材面 の品 質

手加 工

１． 木 材 の

表面 仕上げ

２． 造作 用集成 材 ( 1 2 . 2 . 1 )

単 材 の樹種

単材 の厚さ ( m m )

等 級
見 付 け 材 面

・ ２等※ １等

１０ ～１５

Ｊ ＡＳに よる 集成材

※ Ｊ ＡＳ集 成材 １等同 等

１ ０～ １５

造 作用 集成材 1 2 . 2 . 1 . ( 3 ) に よ る

３． 造作 用単板

積層 材

そ の 他

( 1 2 . 2 . 1 )

Ｊ ＡＳに よる 集成材

造 作用 単板積 層材 1 2 . 2 . 1 . ( 4 ) に よる

表 面の 化粧加 工

単材 の厚さ ( m m )

・ 有（・ 天然 木化 粧加工

単材 の樹種

・有（ ・天 然木 化粧加 工

・塗 装加 工）

そ の 他

（Ｃ ＬＴ）
( 1 2 . 2 . 1 )４ ． 直行 集成板 造 作用 集成材 1 2 . 2 . 1 . ( 5 ) に よ る

施 工 箇 所 種 別 樹 種

・ 塗装 加工 ）

・ 無（ ） ・無（ ）

( 1 2 . 3 . 1 )

( 1 2 . 3 . 2 )

・ 防 虫処理

薬 剤の 加圧注 入に よる防 腐・ 防蟻 処理

薬剤 の加圧 注入 処理を 行っ たの ち、現 場に おける 加工 、切 断、孔 あけ 等を

適用 部位（ ） 保 存処理 性能 区分 ・Ｋ ２ ・Ｋ３ ・ Ｋ４

を行 った箇 所は 、現場 にて 薬剤 の塗布 等に よる防 腐・ 防蟻 処理を 行う 。

防 虫処 理

ラワ ン材 保存 処理性 能区 分 ※Ｋ１

５． 防腐 ・防蟻

1 3

屋

根

及

び

と

い

工

事

１ . 長 尺金属 板葺 ( 1 3 . 2 . 2 ) ( 表 1 3 . 2 . 1 )

A L 5 5 ％

A L 5 5 ％

備 考屋根 葺形 式

・

・

・

・

※瓦棒 葺

（心木 なし ）

・

・

※ 0 . 4

・

・

※ 0 . 4

※ 0 . 4

厚 さ ( m m )

・ ガルバ リウ ム鋼板

・ カラー 亜鉛 鉄板

( ※ 片面塗 装 ・両 面塗 装 )

( ※ 無塗装 )

( ※ カラー )

規 格材 種

※ カラー ガル バリウ ム鋼 板

J I S G

3 3 1 2

J I S G

3 3 2 1

J I S G

3 3 2 2

※ 監督 員の承 諾す る業者 とす る。

２． 折板 葺 J I S A 6 5 1 4 の J I S 表 示 認証製 品

・

・ 無

・有

・無

耐火 )

( 3 0 分

・ 有

山高及 び

・ 0 9 2 0

・ 1 7 3 0

・ 1 5 2 5

・

厚 さ

※ 0 . 8

規 格材 種

3 3 1 2

J I S G

J I S G

・ カラー 亜鉛 鉄板

3 3 2 2

・ カラー ガル バリウ ム鋼 板

（屋根 用規 格品）

（屋根 用規 格品）

J I S K

6 7 4 4

・ ポリ塩 化ビ ニル被 覆

（ S G の A 種 規格 品）

ピッ チの 区分
断熱 材

耐火

性能

m m )

(

・ 形 式 （ ・ 重 ね形 ・ はぜ 締め形 ）

・軒 先面戸 （ ）

( 1 3 . 3 . 2 ) ( 表 1 3 . 2 . 1 )

３ ． 粘土 瓦葺 ( 1 3 . 4 . 2 )J I S A 5 2 0 8 の 表 示認証 製品
役物 瓦の種 類産 地大 きさ種 類 凍害 試験

・ 行う

４． と い

防 露材 種

・ 配管用 鋼管 （ＳＧ Ｐ）

・ 硬質塩 化ビ ニル管 （Ｖ Ｐ）

と いの 材質

鋼 管製 といの 防露 巻き工 法

( 1 3 . 5 . 2 ) ( 1 3 . 5 . 3 ) ( 表 1 3 . 5 . 1 ) ( 表 1 3 . 5 . 2 ) ( 表 1 3 . 5 . 4 )

※ （ 表 1 3 . 5 . 3 ） によ り行う ・ 行 わな い

※ 第一桝 まで 接続 ・ 樋 受石 （材質 ・規 格 ）

５． ルー フドレ ン ※ 鋳 鉄製 ( ※ 縦 型 ・ 横型 ) ( 表 1 3 . 5 . 1 )

（ ※ ( 表 1 3 . 5 . 4 ) に よる ）

工
事

1 4

金
属

１． あと 施工

ア ンカ ー

引 抜き 耐力の 確認 試験 ・ 行う ( 1 4 . 1 . 3 )・ 行わな い

1 4

金

属

工

事
（室 名： ）

２ ．ス テン レス

表面 処理
※ Ｈ Ｌ ・ ( 1 4 . 2 . 1 )

３ ．アル ミニ ウム

表面 処理

ニウ ム合 金の

及び アル ミ ・ － 種

・ － 種

種 類 色 合施 工 箇 所

( 1 4 . 2 . 2 ) ( 表 1 4 . 2 . 1 )

４ ．鉄鋼 の亜 鉛

めっ き
種 類

・ 種

・ 種

施 工 箇 所

( 1 4 . 2 . 3 ) ( 表 1 4 . 2 . 2 )

溶 融亜 鉛め っきの 付着 量試 験

電気亜 鉛め っきの 被膜 厚さ 及び塩 水噴 霧試験 ※ 行わな い

※ 行わな い ・ 行う

・ 行う

５ ．軽量 鉄骨

天井 下地

( 1 4 . 4 . 2 ) ( 表 1 4 . 4 . 1 )野 縁な どの 種類

屋内

屋外 ・ １９型

※ １９型 ・ ２５型

※ ２５型

耐震性 を考 慮した 補強

※ 行わな い ・ 行う （補 強方法 と補 強箇 所は図 示に よる）

( 1 4 . 4 . 3 ) ( 1 4 . 4 . 4 )

※ 行わな い

耐風圧 性を 考慮し た補 強（ ピロテ ィ、 屋外軒 天井 等）

・ 行う （補 強方法 と補 強箇 所は図 示に よる）

床版の 断熱 材打込 部分 は断 熱用イ ンサ ートを 使用 する。

６ ．軽量 鉄骨

壁下 地

( 1 4 . 5 . 3 ) ( 表 1 4 . 5 . 1 )

７ ．金属 成形 板

張り

( 1 4 . 6 . 2 ) ( 1 4 . 6 . 3 )種 別

表面処 理

( )

( )

※ 割 付図 を作成 し監 督職 員の承 諾を 受ける 。

伸縮調 整継 手 ・ 設 ける ・ 設けな い

スタッ ド、 ランナ ーな どの 種類

８ ．アル ミニ ウム 表面処 理 ※ ＢＢ - 1 種

製笠 木 隅角部 及び 突当り 部の 役物 の使用

( 1 4 . 7 . 2 ) ( 表 1 4 . 7 . 1 ) ( 表 1 4 . 2 . 1 )・ Ｂ Ｂ - 2 種

※ 使用 する（ 笠木 本体 製作所 の仕 様によ る。 ）

９ ．手す り及 び

タラ ップ

( 1 4 . 8 . 2 ) ( 1 4 . 8 . 3 )

手 すり

タ ラッ プ

・ 鋼 製

材 料 の 種 別

外 部 H L 仕 上 程度， 内部 N o . 2 B 仕 上 程度

H L 仕 上 程度

亜 鉛め っきの 場合 表 1 4 . 2 . 2 の Ｃ種

表 面 処 理 の 種 別

亜 鉛め っき の場合 表 1 4 . 2 . 2 の Ｃ種・ 鋼 製

1 0 ． 体 育館の

鋼製 床下 地材

※ J I S A 6 5 1 9 の J I S 表 示 認証製 品

出入口 及び これに 準ず る開 口部の 補強

※（ 表 1 4 . 5 . 1 ） による ・

※（ 1 4 . 5 . 4 ( 5 ) ） による ・

※ ステ ンレ ス S U S 3 0 4

※ ス テンレ ス S U S 3 0 4

1 5

左

官

工

事

１． モル タル塗 り ( 1 5 . 3 . 2 )

・ 設けな い

( 1 5 . 3 . 5 )

・ 石 こう 系

塗厚 ※ 1 0 m m

・ セメ ント 系

・

２． セル フ

レベ リング 材

種別

床目 地 ・ 設ける （押 し目 地工法 ） ・設 けな い

( 1 5 . 6 . 2 ) ( 表 1 5 . 6 . 1 ～ 2 )

・ 薄付け

仕 上げ 塗材

規格 名称

・ 外装薄 塗材 Ｅ

・ 内装薄 塗材 Ｅ

種 類 ( 呼び 名 )

・ 砂壁 状

仕 上の 形状 工 法

・ ロー ラー

上塗 り材

・ 厚付け

仕 上げ 塗材

※ 複層仕 上

塗 材

・ 外装厚 塗材 Ｃ

・ 内装厚 塗材 Ｃ

・ 外装厚 塗材 Ｅ

・

・ 複層塗 材 ＣＥ

・ 凸部 処理

・ 凸凹 模様

※ 吹付 け

溶剤

外観

・溶 剤系※水 系

・弱 溶剤 系

※つ やあ り

・メ タリ ック

樹脂

※ア クリ ル系

・シ リカ 系

・ポ リウ レタ ン系

・ア クリ ル

シ リコン 系

・フ ッ素 系

※ 複層塗 材 Ｅ

じ ゅら く

・ ゆず肌

・

・ 砂壁 状

・ 吹付 け

・ 吹付 け※ ゆず 肌

※ ロー ラー

モル タル ・ 現場 調合材 料 ・既調 合材 料

既製 目地 材 ・ 設ける （施 工箇 所： 形状 ：図 示に よる）

・ 可とう 形外 装
薄塗 材 Ｅ

・ こて 塗り

( 1 5 . 5 . 2 ～ 3 ) ( 表 1 5 . 5 . 1 )

塗 材 仕上げ

３． 塗り 仕上げ

・ 複層塗 材 Ｓｉ

・ 複層塗 材 ＲＥ

・ 防水形

複 層塗 材 Ｅ

防 水形

防 水形

複 層塗 材 Ｒ Ｅ

複 層塗 材 Ｃ Ｅ

・

・

・

・軽 量骨 材

仕 上塗材

・ 吹付 用軽量 塗材

・ こて 塗用

軽 量塗 材

・吹 付け

・こ て塗 り・平 たん 状

・砂 壁状

４ ．ロッ クウ ール

吹付 け

（耐火 被覆 は，

７章 によ る）

( 1 5 . 1 2 . 3 )

複 装 仕上 塗材の 耐候 性 ・ １ 種 ・ ２種 ※ ３ 種

吹付 け厚 さ（ m m ） ※ 図示 による ・

建

具

工

事

１ ．一 般事項 防 火戸の 指定 ( 1 6 . 1 . 3 )

・ 適 用す る（ 適用範 囲は 図示及 び建 具表 による ）

又 は認 定を 受けた もの (監 督員 の承 認を受 ける 。 )

※ 適 用し ない

※ 建築 基準 法に基 づく 防火戸 の指 定

完全 溶込 溶接部 の試 験は 超音波 探傷 試験と し、 下表 による 。

工場 溶接

溶接 の区 分

・ 2 . 5 ※ 4 . 0

A O Q L ( ％ )

※ ６ ・

備 考検 査水 準

( 7 . 6 . 1 2 )

( 7 . 8 . 2 ) ( 7 . 8 . 4 ) ( 表 1 8 . 3 . 1 ) ( 表 1 8 . 3 . 2 )５ ．錆 止め 塗装

耐火 被覆 材の接 着す る面 の塗装 範囲

耐火 被覆 材の接 着す る面 以外の 塗装 範囲

種 別 塗 装 範 囲

・ 押 さえ 金物 ※ アル ミ製Ｌ － 3 0 × 1 5 × 2 . 0 ・

1 6

耐 火 被覆 材の接 着す る面

- 3

工 事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名

令和 6 年 3 月

山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

特記仕 様書 ( 2 )



建

具

工

事

1 6

建

具

工

事

1 61 6

建

具

工

事

( 1 6 . 1 . 3 )防 火 戸との 連動

・ 適用 する ( 適 用箇 所は 建具表 及び 図示 による )

・ 自動 閉鎖 機構 ・ ヒ ュー ズ装置 ・ 熱感 知器 ・ 煙 感知 器

※ 適用 しな い

見本 の作成 等 ( 1 6 . 1 . 4 )

・ 行 う（建 具表 による ）※ 行 わない

※ 行 わない ・ 行 う（建 具表 による ）

製 作

仮 組

防犯 建物部 品 ( 1 6 . 1 . 6 )※ 使 用しな い ・ 使 用する （建 具表に よる ）

２． アル ミニ ウム

製建 具

( 1 6 . 2 . 2 ) ( 1 6 . 2 . 4 ) ( 表 1 6 . 2 . 1 )

・ Ａ 種

耐風 圧性

Ｓ－ ４

気 密性

Ａ －３

水 密性

Ｗ －４

性 能が確 保で きない 場合 は、

１ ００）

・ Ｃ 種 Ｓ－ ６ Ａ －４ Ｗ －５

Ｓ－ ５・ Ｂ 種

枠 の見込 み寸 法 ( m m )

で 複層ガ ラス を使用 する 時で

７ ０（引 違い ，片引 き， 上げ下 げ窓

１ ００

種 別

※ 適用箇 所は 図示 による

適 用する 場合 の面 内変形 ・ Ｄ－ １ ・ Ｄ－ ２

追 随性 の等 級

※ 適用 しな い

耐風 圧性 気 密性 水 密性 枠 の見込 み寸 法 ( m m )種 別

・ Ｄ 種

・ Ｅ 種

Ｓ－ ２

Ｓ－ ３

※ 適用箇 所は 図示 による

内 部 建 具

外部 に面す る建 具表面 処理 ・ Ｂ Ｂ－２ 種

・ Ｂ Ｃ－２ 種

※ ＢＢ －１ 種

※ ＢＣ －１ 種

ＢＢ －２種 ，Ｂ Ｃ－ ２種の 場合 ・ ブロ ンズカ ラー （※標 準色 ・濃色 )

・ ステ ンカラ ー

・ 適用 する （適用 範囲 は図 示によ る）

※ 適用 しな い

・ Ｔ－ １ ・ Ｔ－ ２ ・ Ｔ－ ３

防音 ドアセ ット ，防 音サッ シ

断熱 ドアセ ット ，断 熱サッ シ ・ 適用 する （適用 範囲 は図 示によ る）

※ 適用 しな い

・ Ｈ－ ２ ・ Ｈ－ ３

耐 震ド アセッ ト， 耐震サ ッシ ・ 適用 する （適用 範囲 は図 示によ る）

Ａ－ ３ Ｗ－３ ※ 建具表 によ る

外部 に面す る建 具性 能等級 等 ( 木下 地 )

( 表 1 4 . 2 . 1 )

( 表 1 6 . 2 . 2 )

適 用する 場合 の断 熱性能 等級

適 用する 場合 の遮 音性能 等級

使用 方法に よる 区分 ※外 面納ま りの 可動 式

・内 部納ま りの 開き 式

( 1 6 . 2 . 3 )

・ 防 虫網（ 線径 0 . 2 5 m m 網 目 1 6 - 1 8 メ ッシ ュ）

・ ガラス 繊維 入り 合成樹 脂 ※合 成樹 脂・ ｽ ﾃ ﾝ ﾚ ｽ ( S U S 3 1 6 )

３ ． 網戸

外部 に面す る建 具性 能等級 等４． 樹脂 製建 具

( 1 6 . 3 . 2 ) ( 表 1 6 . 3 . 1 ) ( 表 1 6 . 3 . 2 )

・ Ａ 種

枠の 見込 み寸 法 ( m m )種 別 耐風 圧性

Ｓ－ ４

気密 性 水密 性

Ｗ－ ４

・ Ｂ 種 Ｓ－ ５ Ａ－ ４ ※建 具表 による

・ Ｃ 種 Ｓ－ ６
Ｗ－ ５

※ 適用箇 所は 図示 による

枠の 見込 み寸 法 ( m m )種 別 耐風 圧性

Ｓ－ ４

気密 性 水密 性

Ｓ－ ５

木下 地

・ Ｄ 種

・ Ｅ 種
Ａ －４ ※建 具表に よるＷ－ ３

※ 適用箇 所は 図示 による

( 表 1 6 . 3 . 3 )防 音 ドアセ ット ，防 音サッ シ

・ 適用 する （適 用範囲 は図 示によ る） ※ 適 用し ない

断熱 ドアセ ット ，断 熱サッ シ ( 表 1 6 . 3 . 4 )

・ 適用 する （適 用範囲 は図 示によ る） ※ 適 用し ない

表面 色 ( 1 6 . 3 . 4 )

・ 標準色 （白 ） ・特 注色 （・黒 ・ ブラ ウン ・シ ルバー ）

適 用する 場合 の遮 音性能 等級

適 用する 場合 の断 熱性能 等級 ・ Ｈ－４ ・ Ｈ －５ ・Ｈ －６

・ Ｔ－ １ ・ Ｔ－ ２

( コンク リー ト下 地系及 び鉄 骨下地 )

( 1 6 . 4 . 2 ) ( 1 6 . 4 . 4 ) ( 表 1 6 . 4 . 1 ) ( 表 1 6 . 4 . 2 )

( 1 6 . 4 . 3 ～ 4 )

※ 溶融亜 鉛め っき 鋼板 ( J I S G 3 3 0 2 )

鋼 板

※ Ｓ －４ ・ Ｓ－ ５ ・ Ｓ －６外部 に面す る建 具の 耐風圧 性

・ 使用し ない

・

・

※ Ｗ－ １水密性

気密性 ※ Ａ－ ３

５． 鋼製 建具

※ 使用す る（ 適用 箇所は 図示 とする ）

簡易 気密型 ドア セッ ト

標準 型鋼製 建具 ( 1 6 . 4 . 6 )・ 使用 しな い※ 使 用す る

( 表 1 6 . 4 . 2 ) に 同じ上記以 外

2 . 3中 骨戸

2 . 3一 般部分枠類出入口

( 表 1 6 . 4 . 2 ) に 同じ枠 ，方立 ，無 目枠類窓

厚 さ ( m m )使 用 箇所区 分

建具 寸法が ( 1 6 . 4 . 4 ( 1 ) ) を 超える 又は 図示 された 建具 に使用 する 鋼板 類の厚 さ

・ タ ッチス イッ チ

※ 戸 ぶす ま 工 法（ ・ 在 来型 ・ チッ プ型 ）

※ 新 鳥の 子程度 又は ビニル 紙程 度

かまち は杉 上小節 程度 桟， 鏡板 は杉 無節程 度

ふすま の種 類

ふすま の上 張り

かまち 戸の 樹種

建具材 の加 工、 組立時 の含 水率 ・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ｃ種

( 1 6 . 7 . 2 ～ 4 )８ . 木 製 建具

・ かど 出し曲 げ

・

※ 普通曲 げ

※ ＨＬ

鋼板の 曲げ 加工

表面処 理

※ Ｓ－ ４ ・ Ｓ－５ ・ Ｓ－ ６外部に 面す る建具 の耐 風圧 性

・

・※ Ａ－ ３

※ Ｗ－ １

・ 使 用し ない

水密 性

気密 性

( 1 6 . 6 . 2 ～ 5 )

※ 使 用す る（ 適用箇 所は 図示と する ）

簡易気 密型 ドア セット

建 具

７． ステン レス 製

・ アル ミ製※ 鋼 製標準型 鋼製 軽量 建具の 小窓 枠，が らり

( 1 6 . 5 . 6 )・ 使 用し ない※ 使用す る標準型 鋼製 軽量 建具

戸の鋼 板

・※ Ａ－３

・ カラー 鋼板

・ ビニル 被覆 鋼板

※ 表面処 理亜 鉛め っき鋼 板

・ 使 用し ない

気密 性

※ 使 用す る ( 適 用 箇所 は図示 によ る )

( 1 6 . 5 . 2 ～ 4 ) ( 表 1 6 . 5 . 1 )簡 易気 密型 ドア セット６． 鋼製軽 量建 具

本 締り付 きモ ノロッ ク

９． 建具用 金物 ( 1 6 . 8 . 2 ) ( 表 1 6 . 8 . 1 )

金 物 の 種 類 型 式

シ リンダ ー箱 錠

戸 あたり あお り止め 付き

製 造 所

標準型 鋼製 建具 及び標 準型 軽量鋼 製建 具 ( 準 標 準型 共 ) の ド アク ローザ ー、

シリン ダー 箱錠 は公共 工事 標準型 とす る。

握り玉 、レ バー ハンド ル、 押板類 、ク レセ ント取 付位 置は、 建具 表に よる。

ピ ボット ヒン ジ

ヒ ンジク ロー ザー

フ ロアヒ ンジ

ド アクロ ーザ ー

グ レモン 錠

シ リンダ ー本 締り錠

モ ノロ ック

レ バーハ ンド ル レバ ー長さ L = 1 3 0 程 度 錠前 類と同 一製 造所

J I S 表 示認 証製品

ピボ ット形

1 0 ． 自動 ドア

開閉装 置

マスタ ーキ ーの 製作

・ 不要 ( 既 存マ スター キー で施解 錠可 能と する。 ）

・ 要 ・ 不 要 ( 1 6 . 8 . 4 )

引 き戸 用検 出装 置の種 類 ・ 光 線（反 射） センサ ー ( 1 6 . 9 . 3 )( 表 1 6 . 9 . 4 )

※ 補助 センサ －を 設置す る ( 補 助光電 セン サー )

凍 結防 止装 置 ・ 要 ※ 不要

※ 設 ける（ 半開 幅＝ ）

・ 設 けない

1 1 ． 重量

シャッ ター

( 1 6 . 1 1 . 2 ) ( 表 1 6 . 1 1 . 1 )

※ 上部 電動 式

・ 設 けない

※ 設 ける

( 手 動併 用 )

・ 上部 手動 式

( 手 動併 用 )

※ 上部 電動 式※ 設 ける

・

・ 防火 シャ ッター

・ 防煙 シャ ッター

障害 物感 知装置

※ 設け る

・ 設け ない

障害 物感 知装置

( 自動閉 鎖型 )

( 自 動 閉鎖型 ) を

設け る。

種 類
シャッ ター

ケース

耐風圧
開閉 方式 保 護装 置

・ 外 壁用

・ 屋 内用

強度

建具表

及び

による

図示

・ 管理 用シ ャッタ ー

スラッ ト及 びシ ャッタ ーケ ース用 鋼板

※溶 融亜 鉛め っき鋼 板 ( J I S G 3 3 0 2 )

・ 塗 装溶 融亜 鉛めっ き鋼 板 ( J I S G 3 3 1 2 )

( 1 6 . 1 1 . 3 )

全 半 開 装置

1 2 ． 軽量

シャッ ター

( 1 6 . 1 2 . 2 ～ 4 ) ( 表 1 6 . 1 2 . 1 )

※ 手動 式

・ 上部 電動 式

( 手 動併 用 )

耐 風圧

※ 設け る

シ ャッ ター

ケ ース

・ 設け ない

※ イ ンタ ー

ロッ キン グ型

※ オ ーバ ー

ラッ ピン グ型

障害物 感知 装置

※ 設 ける

・ 設 けな い

( 自 動閉鎖 型 )

保 護装置
形状

スラ ットの
開 閉形 式

強度

建具表
及び

による

図示

スラッ トの 材質

※塗 装溶 融亜 鉛めっ き鋼 板 ( J I S G 3 3 1 2 )

・ 塗 装溶 融 5 5 ％ ア ルミニ ウム －亜 鉛合金 めっ き鋼板 ( J I S G 3 3 2 2 )

( 1 6 . 1 2 . 3 )

・ ステ ンレス

メ ッキ鋼 板

1 3 ． オー バー

ヘッド ドア 収納形 式開閉 方式

鋼板

耐 風圧性 能

※ 溶 融亜鉛

・ １２５

・ １００

・ ７５

・ ５０

カ ル形

・ バー チ

リ フト形

・ ハイ

ヘ ッド形

・ ロー

ダ ード形

※ スタ ン

・ 電動式

・ チェー ン式

※ バラン ス式

材 質

グラス タイ プ

タイプ

タイプ

・ ファ イバ ー

・ アル ミニ ウム

※ スチ ール

( J I S A 4 7 1 5

に よ る強さ

の区 分 )

ガ イド レー ル

( 1 6 . 1 3 . 2 ) ( 1 6 . 1 3 . 3 )

保 護 装 置

障害物 感知 装置 ※ 設 ける ・ 設けな い

を提出 する 。

1 4 ． ガラ ス ( 1 6 . 1 4 . 2 ) ( 1 6 . 1 4 . 3 )

※ 外 部の 建具に 使用 するガ ラス は、 建築基 準法 に基づ く耐 風圧 性能を

有 する こと。

※ ガ ラス の材料 、厚 さ、そ れぞ れの 種類等 は建 具表及 び図 示に よる。

合 わせ ガラス の特 性

・ Ⅰ 類 ・ Ⅱ－ １類 ・ Ⅲ 類・ Ⅱ －２ 類

強化 ガラス の特 性

・ Ⅰ 類 ・ Ⅲ 類

熱線 吸収板 ガラ ス

性能

色調 ・ ブ ルー ・ グ レー ・ ブ ロン ズ

複層 ガラス

・ Ｔ１ ・ Ｔ ３・ Ｔ２

・ Ｔ５・ Ｔ４

・ Ｇ ・ Ｓ

封止 の加速 耐久 性に よる区 分 ※ Ⅲ類

熱線 反射ガ ラス

日射 遮へい 性

耐久 性

色調

・ １ 種

・ Ａ 類

・ ２ 種

・ Ｂ 類

・ ブ ルー ・ グ レー ・ ブロン ズ

・ ３種

・ シ ルバ ー

反射 皮膜

映像 調整

・ 内 側 ・ 外 側

・ 行 う ・ 行 わな い

ガ ラス の留 め材

※ シー リン グ

・ ガス ケッ ト （可 動アル ミ製 建具 及び樹 脂製 建具に 限る ）

防 火戸の ガラ スの留 め材 は建 築基準 法の 認定を 受け たシ ーリン グ材 とする 。

複層 ガラ スの保 証期 間は引 き渡 し日 から１ ０年 間とし 、メ ーカ ー保証 書

ガ ラス 溝の 大きさ

・図 示 ・ 建具の 製造 所の仕 様に よる

・ １ 種 ・ ２ 種

断熱 性

日射 取得性 ，日 射遮 蔽性

1 5 ． ガラ スブロ ック

( 中 空 )

長 方 形

正方 形

表面 形状 モ ジュー ル呼 び寸法

に よる区 分（ 長さ× 高さ ）

・ ８０

・ ９５

・ １ ２５・ ２５ ０×１ ２５ ・ ３２０ ×１ ６０

・ ３２０ ×３ ２０・ ２０ ０×２ ００

・ １６０ ×１ ６０

厚さに よる 区分

・ １２ ５×１ ２５

( J I S A 5 2 1 2 )

( 1 6 . 1 4 . 5 )

ガ ラ スの 種別

・ カラー ガラ ス

・ 熱線反 射ガ ラス

・ 無

・ 有

柄

・ 白

・ グレー

・ アルミ ニウ ム製

（表 面処 理 ）

・ ステ ンレス 製

（表 面仕 上 ）

金 属 枠

（ 分間 ）
・ 有
・ 規定 しない

耐 火性 能目地色

・ 乳白ガ ラス

・ 一般ガ ラス

品 質等

・ メ タル カー テンウ ォー ル

・ Ｐ Ｃカ ーテ ンウォ ール

1 7

カ

ー

テ

ン

ウ

ォ

ー

ル

工

事

１．カ ーテ ンウ ォ

ー ルの 種別

ウ ォー ルの

性 能等
材 種

耐風 圧性

耐 震 性

水 密 性

耐 火 性

気 密 性

耐温 度差 性

遮 音 性

断 熱 性

材質 等性 能の 確認方 法 適切な 資料 によ り、監 督員 の承諾 を受 ける

シー リン グ材

構造 ガス ケッ ト

ガ ラ ス

表面 仕上 げ

断熱 材

摩擦 低減 材・ 取付金 物 カーテ ンウ ォー ル製作 所の 仕様に よる

層間 変異 追従 性

( 1 7 . 1 . 2 ～ 3 ) ( 1 7 . 2 . 2 ～ 3 ) ( 1 7 . 3 . 2 ～ 3 )２ ．カ ーテ ン

※Ａ 種（ 不透明 塗料 塗）※ Ｂ種 （透 明塗料 塗）

1 8 屋 内の 壁及 び天井 の塗 装の仕 上げ は、 建築基 準法 に基づ き指 定又 は ( 1 8 . 1 . 3 )

２ ．素 地ご しら え

１．一 般事 項

認 定を 受け たもの とす る。

( 1 8 . 2 . 2 ～ 7 )各 部の 素地 ごしら え

木 部

鉄 鋼面

亜 鉛めっ き鋼 面

モ ルタル ・プ ラスタ ー面

コ ンクリ ート ・ A L C 面

ボ ード面

・Ａ 種 ・Ｂ 種 ※Ｃ 種

・Ａ 種 ※Ｂ 種

・Ａ 種 ・Ｂ 種

・Ａ 種 ※Ｂ 種

※Ａ 種（ 継目処 理工 法）※ Ｂ種 （そ の他）

３．錆 止め

塗 料塗 り

塗 料の 種別 ( 1 8 . 3 . 2 )

鉄 鋼面

亜 鉛めっ き鋼 面

※Ａ 種 ※Ｂ種 （標 準仕様 書 8 節 の場合 ）

鉄 鋼面

亜 鉛めっ き鋼 面

錆 止め 塗料 塗り

※Ａ 種（ 見え掛 り） ※Ｂ 種（ 見え 隠れ）

( 1 8 . 3 . 3 )

４ ．合 成調 合樹 脂

ペ イン ト塗 り

（ ＳＯ Ｐ）

塗 料の 種別

合 成樹 脂調 合ペイ ント 塗り

( 1 8 . 4 . 2 )

( 1 8 . 4 . 3 ～ 5 )

鉄 鋼面

木 部

・Ａ 種 ※Ｂ 種

※Ａ 種（ 屋外） ※Ｂ 種（ 屋内 ）

５．ク リア ラッ カー

塗 り（ ＣＬ ）

木 部 ・Ａ 種 ※Ｂ 種 ( 1 8 . 5 . 2 )

※ １種 ・２種

※Ａ 種（ 鋼製建 具等 ）※Ｂ 種 ( そ の他 ) ・ Ｃ 種

※Ａ 種 ・Ｂ種

塗

装

工

事

1 8

塗

装

工

事

６ ．ア クリ ル樹脂 コ ンク リート ・モ ルタル 面 ( 1 8 . 6 . 2 )

（ Ｎ ＡＤ ）

・Ａ 種 ※Ｂ 種

非 水分 散形塗

料 塗り (屋 内 )

( 1 8 . 7 . 2 ～ 4 ) ( 表 1 8 . 7 . 1 ～ 3 )７ ．耐 候性 塗料 上 塗り の等級

塗 り ( 屋外 )

（ ＤＰ ）

鉄鋼 面

亜鉛 めっ き鋼面

コ ンク リート 面及 び押出 成形 セメ ント板 面の 種別

※１ 級 ・２ 級 ・３ 級

※１ 級 ・２ 級 ・３ 級

※Ａ 種 ・Ｂ 種 ・Ｃ 種

塗 り

（ ＥＰ －Ｇ）

コ ンク リート ・モ ルタル ・プ ラス ター・ 石こ うボー ド・ その 他

鉄 鋼面 （屋内 ）

のボ ード面 ・Ａ 種 ※Ｂ 種

・Ａ 種 ※Ｂ 種

( 1 8 . 8 . 2 ～ 4 )

エ マル ション ペイ ント

エ マル ション ペイ ント

塗 り （ ＥＰ）

９ ．合 成樹 脂 コ ンク リート ・モ ルタル ・プ ラス ター・ 石こ うボー ド・ その 他

のボ ード面 ・Ａ 種 ※Ｂ 種

( 1 8 . 9 . 2 )

1 0 ． 合成樹 脂

エマ ルショ ン

模様 塗料塗 り

（Ｅ Ｐ－Ｔ ）

のボ ード面 ( 屋内 )

( 1 8 . 1 0 . 2 )コ ンク リート ・モ ルタル ・プ ラス ター・ 石こ うボー ド・ その 他

・Ａ 種 ※Ｂ 種

1 1 ． ウレタ ン樹 脂

ワニ ス塗り

（Ｕ Ｃ）

木 部 ・Ａ 種 ※Ｂ 種 ( 1 8 . 1 1 . 2 )

木 部 ( 1 8 . 1 2 . 2 )

1 3 ． 木材保 護塗 料

塗 り（ ＷＰ）

・Ａ 種 ※Ｂ 種 ( 1 8 . 1 3 . 2 )

1 2 ． オイル ステ イン

塗り （ ＯＳ）

・水 性 ・油 性

８ ．つ や有 合成樹 脂

木 部 ( 屋外 )

1 9

内

装

工

事

１ ．ビ ニル 床

シー ト

J I S A 5 7 0 5 の J I S 表 示 認証 製品 ( 1 9 . 2 . 2 ) ( 1 9 . 2 . 3 )

※ 熱 溶 接

記号

・突付 け

※ 2 . 0

・ 2 . 5

厚 さ ( m m )

※ 無地

・ マー ブル

・ ・ ・ ・

工法

・ 帯電 防止

特殊 機能

・ 発泡 層の

あ るも の

な いも の

※ 発泡 層の

色 柄種 類

・ ＨＳ

・ ＴＳ

※ ＦＳ

・ ＫＳ

・ 耐動 荷重

２ ．化粧 ビニ ル

床 シー ト

３ ．ビニ ル床

タ イル

４ ．ビニ ル床

シ ート ･ ビニル

床 タイ ルの

特 殊機 能

J I S Ａ 5 7 0 5 の J I S 表 示認 証製 品で， 表面 は印刷 シー トに 透明表 層を 有した 木

目 又は 石目調 のも の

※熱 溶接

・突 付け

特 殊機 能

※ 2 . 0

・ 2 . 5

厚 さ ( m m )種 類 の記 号

※ 木目 調

・ 石目 調

色 柄

・帯電 防止

工 法

ＦＳ

・耐動 荷重

上 記以 外はす べて ビニル 床シ ート に同じ

目 地処 理する 場合 の工法 _ ・ ・熱 溶接 工法 _

※ コン ポジ ション

ビ ニル 床タ イル

※ 3 0 0 × 3 0 0

・ 3 0 0 × 3 0 0

・ 4 5 0 × 4 5 0

※ 2 . 0

・ 2 . 0

記 号 寸 法 暑 さ ( m m )

・ 帯電防 止

・ 帯電防 止

特殊機 能

・

・

種 類

※ＫＴ

・ＦＴ

・ 耐動荷 重

・ 耐動荷 重

J I S A 5 7 0 5 の J I S 表 示 認証 製品 ( 1 9 . 2 . 2 ) ( 1 9 . 2 . 3 )

帯 電防 止

・ 帯電防 止性 能評価 （ J I S A 1 4 5 5 ） 1 . 2 ～ 3 . 1 程 度

・ 帯電防 止性 能評価 （ J I S A 1 4 5 5 ） 3 . 2 ～ 5 . 1 程 度

・ 帯電防 止性 能評価 （ J I S A 1 4 5 5 ） 5 . 2 以 上

耐 動荷 重

強度 試験 ( 発泡層 のあ るビニ ルシ ートの み ) お よびキ ャス ター性 試験 等の

J I S A 1 4 5 4 に よる へこ み試験 、残 留へこ み試 験、 滑り性 試験 、層間 剥離

試験 後異 常がな いこ と。

目 地処 理する 場合 の工法 ・ ・ 熱溶接 工法

ビ ニル 床タ イル

・ 複層

又は 耐電 圧（ J I S L 1 0 2 3 ) 3 k V 以 下

又 は漏 えい抵 抗値 ( J I S A 1 4 5 4 ) 1 × 1 0 ? 0 オ ーム 未満

又 は漏 えい抵 抗値 ( J I S A 1 4 5 4 ) 1 × 1 0 ? オ ーム 未満

床タ イル

( 1 9 . 2 . 2 )

材 質

・ 塩 化ビニ ル系 ・ せっ 器質タ イル 系 ３０ ０×３ ００

寸 法（ m m ）

６．ビ ニル 幅木 ・ 軟質 ・ 硬質

※ ６０

※ １． ５

・ ７５

・ ２ . ０

・ １０ ０

( 1 9 . 2 . 2 )

７ ．カ ーペ ット

敷き

材 種

高 さ （ m m ）

厚 さ （ m m ）

・ タ フテッ ドカ ーペ ット

施 工箇 所 パイ ル

形 状

パ イル

長さ ( m m )

工 法

※ 全面 接着 工法

・ グリ ッパ ー工 法

帯電 性

によ る

品 質

( 1 9 . 3 . 2 ) ( 1 9 . 3 . 3 ) ( 表 1 9 . 3 . 2 )

( 1 9 . 3 . 2 )

品 質は参 考商 品名 である

・ タイ ルカ ーペ ット

仕様に よる

製造所 の

帯電性パイル 形状施 工箇 所 種 類

※ 第１ 種

・ 第２ 種 ・カ ット パイル

※ル ープ パイル

総 厚さ

※ 6 . 5

・・

※ 5 0 0 × 5 0 0

寸 法

( 1 9 . 3 . 2 ) ( 1 9 . 3 . 3 ) ( 表 1 9 . 3 . 2 )

８ ．合 成樹 脂塗床 材 料の 種類 ( 1 9 . 4 . 2 )

・ 厚膜型 塗床 材

・ 弾 性ウ レタ ン樹脂 系塗 床材

・ エ ポキ シ樹 脂系塗 床材

・ 薄膜型 塗床 材（ エポキ シ樹 脂系塗 床材 ）

仕 上の 種類 ( 1 9 . 4 . 3 )

・ つ や消し 仕上 げ・ 平滑仕 上げ ・ 防滑仕 上げ

５．視 覚障 害者用

・防 鳥網 ※ス テン レス（ S U S 3 0 4 ） 線 径 1 . 5 m m ピ ッ チ 1 5 m m

外 部 に面す る建 具性 能等級 等 ( コ ン クリ ート 系下地 及び 鉄骨下 地 )

- 4

工 事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名

令和 6 年 3 月

山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

特記仕 様書 ( 3 )



1 9

内

装

工

事

2 0

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

９． フロ ーリ ング

張 り

・単 層フロ ーリ ング ( 1 9 . 5 . 2 ～ 3 ) ( 表 1 9 . 5 . 3 ～ 4 )( 1 9 . 5 . 5 ～ 6 )

ワ ニス 塗り

・ オイ ルステ ン

塗りの 上

ワック ス

・ 生地 のまま

ワック ス

・ 既塗 装品

種 別 樹 種 厚 さ ( m m ) 工 法 塗 装

※ ウレ タン樹 脂

・

・ 接着工 法

※１ ５

・

幅 ７５

・ 接着工 法

・ 釘止め 工法

ボー ド１ 等

・ フ ローリ ング ※なら

※ １５

・・

※なら

ブロ ック １等

・ フ ロー リン グ

長 さ 4 0 0 以 上

( 3 0 3 × 3 0 3 )

塗 装

・ 釘止め 工法

ワ ニス塗 り

・オ イル ステン

・生 地の まま

・既 塗装 品

種 別 樹種 工 法種 別 防 湿処理

・

・ 行う

※ 行わ

な い

・Ａ種

・Ｂ種

※Ｃ種

・ 接着工 法

※ウ レタ ン樹脂

・ 複合フ ロー リン グ

・ 複 合

フロー リン グ
※ なら

・ さくら

・ ひのき

フ ローリ ング

・ 特殊張 り

工 法

( 体 育館床 )

・ 行う

・

・

・ 行わ

な い

・ 大型 積層

塗 りの上

ワ ックス 塗り

ワ ックス 塗り

・ なら

・ さくら

1 0 ． 畳 敷 き 畳の 種別 ・ Ａ種
※ Ｃ種

・ Ｂ種
・ Ｄ種 （ ）

( 1 9 . 6 . 2 ) ( 表 1 9 . 6 . 1 )

・ 1 9 ( 不 燃）

・ 1 5 ( 不 燃）

J I S A 6 3 0 1

( 3 2 K )

J I S A 6 3 0 1

( タ イ プ 2 )

J I S A 5 4 3 0

規 格番 号厚 さ （ m m ）種 別な ど

2 5 ( 不 燃）

※ 9 ( 不 燃）

・ 1 2 ( 不 燃 )

・ 1 2 ( 不 燃 )

・ 1 2 ( 不 燃 )

・ 6 ( 不 燃）

・ 1 2 ( 不 燃 )

・ 8 ( 不 燃）

・ 1 0 ( 不 燃 )

模 様

立体

普通

天井

壁

E P 1 8 程 度 )

( J I S A 3 4 1 4

額 縁張 り品

・ 軒天 用

※ 内部 用

化粧吸 音板

ロック ウー ル

(吸 音材 料 ) Ｄ Ｒ

ガラス クロ ス

吸音ボ ード

グラス ウー ル

(吸 音材 料 ) Ｇ Ｗ －Ｂ

0 . 8 Ｆ Ｋ又は 1 . 0 Ｆ Ｋ

(繊 維強 化セ メント 板 )

け い酸 カル シウ ム板

種類 又は 記号そ の他 ボード

及 び合 板張り

( 1 9 . 7 . 2 ～ 3 ) ( 表 1 9 . 7 . 1 ) ( 表 1 9 . 7 . 5 )1 1 ． 石 こうボ ード

せっこ うボ ード

(せ っこ うボ ード製 品 )

Ｇ Ｂ －Ｒ

壁

天井

・ 9 . 5 ( 準 不燃 ）

※ 1 2 . 5 ( 不 燃）

・ 1 5 ( 不 燃）

・ 9 . 5 ( 準 不燃 ）

J I S A 6 9 0 1

※ 1 2 . 5 ( 不 燃）

(せ っこ うボ ード製 品 )

せ っこ うボ ード

壁

天井

1 2 . 5 ( 準 不燃 ）

・ 9 . 5 ( 準 不燃 ）

※ 1 2 . 5 ( 準 不燃 ）

J I S A 6 9 0 1シ ージ ング

化粧せ っこ うボ ード

(せ っこ うボ ード製 品 )

Ｇ Ｂ －Ｄ

木目模 様

特殊模 様

木目模 様

（裏桟 付き ）

・黄

色 ※白

トラバ ー

チン模 様

壁

天井

9 . 5 ( 不 燃）

・ 9 . 5 ( 準 不燃 ）

※ 1 2 . 5 ( 不 燃）

・ 9 . 5 ( 準 不燃 ）

※ 1 2 . 5 ( 不 燃）

J I S A 6 9 0 1

J I S A 6 9 0 1

J I S A 6 9 0 1強 化 せっこ うボ ード

( せ っこう ボー ド製 品 )

Ｇ Ｂ－ Ｆ

・ 1 2 . 5 ( 不 燃）

・ 1 5 ( 不 燃）

ＧＢ －Ｓ

Ｇ Ｂ－ ＮＣ

(せ っこ うボ ード製 品 )

不 燃積 層

せ っこ うボー ド

せ っこ うボー ドの 目地処 理 ※ 継 目処 理工 法 ・ 突付け Ｖ目 地工 法

・ 突 付け 工法 ・ 目透し 工法

1 2 ． 遮 音シー ル材 ・ アクリ ル系 シー リング 材 ※ ジ ョイ ントコ ンパ ウン ド ( 1 9 . 7 . 2 )

1 3 ． 壁 紙張り ( 1 9 . 8 . 2 )

施 工 箇 所

・不燃

・ その他

・ その他

・ その他

・ その他

・準 不燃

・準 不燃

・準 不燃

・準 不燃・不燃

・不燃

品 質 防 火 種 別

・不燃

品 質は 参考商 品名 である 。

1 4 ． 断 熱 材 断熱 材の打 込み 及び 現場発 泡工 法

厚 さ ( m m )種 類 箇 所

・Ａ 種ビー ズ法

２種 ｂ

※Ａ 種押出 法 J I S 表 示認 証製 品ス チレン フォ

チ レンフ ォー

・ ビー ズ法ポ リ

※ 押 出法ポ リス

（ Ａ種）

下 記以外・２ 種ｂ

・３ 種ｂ 接 地部分 及び

屋 根防水 部分

ピ ット内 部

※ 2 5

・

・ 2 5

・

ウ レタン

・ フェ ノール

・

・

・

・

・

・

・・

J I S A 9 5 2 6

に よる難 燃性

・ ２級 ※３ 級

J I S 表 示認 証製 品

・

・

・

( ス キ ン層

あり )

( 1 9 . 9 . 2 ) ( 1 9 . 9 . 3 )

・

※ 施 工範囲 は建 築工事 標準 詳細 図 ( 図 7 - 0 1 - 1 ) に よる。

・ 硬質 ウレタ ン

ム 断熱材

ー ム断熱 材

フ ォーム 断熱 材

フ ォーム 断熱 材

・ 吹付 け硬質

フ ォーム 断熱 材

※Ａ 種１Ｈ

・

※ 3 0

備 考

J I S A 9 5 2 1 の

J I S A 9 5 2 1 の

・

・

上記 以外に 用い る断 熱材

厚 さ ( m m )種 類 箇 所 備 考

・ Ｊ ＩＳＡ 発泡

プラス チッ ク

保温材

・Ａ 種ビー ズ法

※Ａ 種押出 法

２種 ｂ

※Ａ 種押出 法

３種 ｂ 屋 根防水 部分

ピ ット内 部

接 地部分 及び

※ 2 5 J I S 表 示認 証製 品

あり )

( ス キ ン層

下 記以外

保 温材

・ グラ スウ ール ※ 1 0 0

・

J I S 表 示認 証製 品※ 2 4 Ｋ 品

※ 被覆 品 ・防 湿層ポ リエ チレン フィ ルム ( t 0 . 1 5 ) 張 り ( 重 ね 1 0 0 )

※ グラ スウ ール使 用部 分の 室内側 防湿 シート

内
装
工
事

1 9

１ ． フリー

ア クセス

フ ロア
工法 仕上 り高

( m m )

適 用 地震時

水平 力 ( K s )

耐 荷重 性能

（ N )

施 工 場所

・ 1 . 0 G

※ 0 . 6 G

・ 3 , 0 0 0

・ 5 , 0 0 0

・

表 面仕 上げ

・ 帯電 防止

床タイ ル

・ タイ ル

・溝工 法

・支柱 一体 型

パネ ル工法

（置敷 工法 ）

（置敷 工法 ）

・支柱 分離 型

( 2 0 . 2 . 2 )

ボ ーダ ー部 ※ 一般 部分 の仕 様に準 ずる ・ 図示に よる

床表面 仕上 げ材の 品質 は標 準仕様 書 1 9 章 に よる 。

配線取 出し 用切り 欠き パネ ルは１ 枚／ ㎡以上 とす る。

空調用 吹き 出し ( 吸 い込 み）パ ネル ※ なし

・ 有り （※ 固定 式 ・可 変式）

施工箇 所は 図示

パネ ル工法

（ 支柱調 整式 工法 ）

構造形 式に よる種 類 スタ ッド 式（ 内蔵）

焼付 塗装 鋼板 （標準 色） ｔ＝０ . ５以 上

３６ d B / 5 0 0 H z 以 上

不燃

パネル 表面 材

遮音性

防火性 能

パネル の操 作方 法によ る種 類

パネル 表面 材の 材質及 び仕 上げ

規定 しない

製造 所仕様 の化 粧鋼 板（標 準色 ）

パネル 圧接 装置 の操作 方法

ｔ＝ ０ . ５ 以 上

ハン ドル回 転式 又は プッシ ュ式

遮音性

防火性 能

取り付 け用 あと 施工ア ンカ ー

３６ d B / 5 0 0 H z 以 上

不燃

材質 ，寸法 等は 図示 又は製 造所 の

仕様 による

2 0

ユ

ニ

ッ

ト

及

び

そ

の

他

の

工

事

４． トイレ ブー ス ( 2 0 . 2 . 5 )

帽 子 掛け 戸当た り付 き

表面材 メラ ミン 樹脂系 化粧 板（標 準色 ）

幅 木

フレー ム

扉

ステ ンレ ス製 H ＝ ６ ０

アル ミ製

厚４ ０中 心吊り アー ル形ア ルミ 製エ ッジ，

５． 階段滑 り止 め ( 2 0 . 2 . 6 )

（ ノ ンス リップ ）

材 種 ステ ンレ ス（ S U S 3 0 4 ）

取り付 け方 法 ※ 接着 工法

ビニ ール タイヤ 入り （幅約 3 5 m m )

・ 埋 込み 工法

６． 床目地 棒 ( 2 0 . 2 . 7 )ス テン レス ＦＢ （ S U S 3 0 4 ） t ５ ～ ６×Ｈ １２

（床仕 上げ が異 なる場 合に 設ける 。但 し、 建具部 は建 具表に よる 。）

７ ．黒 板及 び

ホワ イトボ ード

( 2 0 . 2 . 8 )

区 分

種 類

色

・

・

※ 焼き 付け

※ 鋼製 黒板 ・ほ うろ う黒板

※ 緑

・ ホワ イトボ ード

・ 黒板

８． 鏡 ( 2 0 . 2 . 9 )耐 湿鏡 ｔ ＝５ ステ ンレス フレ ーム 付き

９． 表 示 ( 2 0 . 2 . 1 0 )

誘 導標 識

衝突防 止表 示 ＨＬ 仕上 げ Φ ３０ 程度 市販 品 ステン レス 製

市販 品

室名札 アク リル 板

（ パーテ ー

シ ョン ）

２． 可動間 仕切

３． 移動間 仕切

グ ドア）

（ スライ ディ ン

( 2 0 . 2 . 3 )

( 2 0 . 2 . 4 )

構 成 基 材

1 0 ． 煙突

ラ イニン グ材 煙突用 成形 ライ ニング 材

( 2 0 . 2 . 1 1 )

安 全使用 温度 ・４ ００ ℃ ・６ ００ ℃

・ア ルミ ニウ ム合金 系 ・ス チー ル系

1 1 ． ブラ イン ド ( 2 0 . 2 . 1 2 )

形 式

ス ラット

開 閉方式

※ ア ルミ ニウ ム合金

※ 横 型ブ ライ ンド ・ 縦型ブ ライ ンド

・ クロス スラ ット

・ アルミ フラ ット・ アルミ フラ ット

※ ２本操 作コ ード 方式※ ギ ヤ式 ・ コード 式

※ ２５ ・ ・ ８ ０ ・ １０ ０スラ ットの 成形 （ m m ）

・ 操 作棒 式

1 2 ． ロー ル

ス クリー ン

( 2 0 . 2 . 1 3 )

操 作方 式

無 地で 製造所 仕様 の標準 タイ プ

・ ス プリン グ式 ※ チェー ン式 ・電 動式

スクリ ーン の生 地

その他 の材 料 ・ ※製 造所の 仕様 による

名称 ・品 質など

1 3 ． カー テン ( 2 0 . 2 . 1 4 ) ( 表 2 0 . 2 . 1 )

・ 電 動

引 分け 装置

※手 引 ・ひ も引

・電 動

※手 引 ・ひ も引

※箱 ひだ 、つま ひだ

・

※箱 ひだ 、つま ひだ

・

ひだ の種類

・片 引き

・引 分け

・片 引き

・引 分け

形 式

・ シン グル

・ ダブ ル

・ シン グル

・ ダブ ル

レ ール

1 4 ． カー テン ( 2 0 . 2 . 1 4 )材 質

形 状

・ ア ルミニ ウム 製

・ Ｃ 型

※ ステ ンレス 製

※ 角型

表 面処 理 ・ Ｂ Ｃ－ ２種※ ＢＣ －１種

1 5 ． アル ミニ ウム

製 カーテ ン

ボ ックス

( 表 1 4 . 2 . 1 )

1 6 ． 点 検 口

施 工箇所

※ ア ルミ ニウム 製

※ ア ルミ ニウム 製

・

・

材 種

天 井

床

※ ４５ ０× ４５０

・ ６０ ０× ６００

・ ４５ ０× ４５０

※ ６０ ０× ６００

寸 法

※ 目地 タイプ

・ 額縁 タイプ

※ 一般 形貼物 用

・ 一般 形充填 用

形 式

）

1 7 ． くつ ふき

マッ ト

・ 硬質 アルミ ニウ ム合 金製

・ ステ ンレス 製（ S U S 3 0 4 ）

材 種

※ ステン レス 製（ S U S 3 0 4 ）

・ 硬質ア ルミ ニウム 合金 製

受 わ く

1 8 ． ステ ンレス

流し 台 ・

） トラ ップ付

1 9 ． コン ロ台 ※ Ｂ Ｌ認 定商品 （シ ステム ※ Ｉ型

・

） バッ クガー ド（ ※有 ・無 ）

2 0 ． つり 戸棚 ※ Ｂ Ｌ認 定商品 （シ ステム ※ Ｉ型

・

※ Ｂ Ｌ認 定商品 （シ ステム ※ Ｉ型

※ 塩化 ビニル 製又 は塩 化ゴム 製

・2 1 ． 水切 棚 ※ １ 段 ・ ２ 段

2 2 ． 旗竿 受金物

2 3 ． 旗 竿

※ ス テン レス製 （ S U S 3 0 4 ） 既製品 彫 り込み タイ プ既 製品

形 式

材 種

操 作方 式

※ ハ ンド ル式

※ アルミ ニウ ム合 金

※ テ ーパ ー式

・ 同 一断 面式

・

・ ロ ープ 式

Ｈ ＝

ｍ

（※ １ ００ 角 ・ １ ５０角 ）

2 4 ． 屋内 掲示板 ※ 既 製品 アル ミニ ウム 製枠 表面発 泡シ ート張 り

2 5 ． 視覚 障害者 用

誘導 ブロ ック

屋 外 ※ コンク リー ト製 ・ 磁器質 タイ ル

2 6 ． 出隅 面取材 材 種

高 さ

※ アルミ ニウ ム合金 製

※ 天井ま で ・ １ . ８ ｍ程度

・

2 7 ． かぎ 箱 市 販品 フック 数（ 本） ・ ３０

・ ６０

・ ４０

・ １０ ０ ・

2 8 ． 消火 器

ボッ クス

2 9 ． ピク チャー

レー ル

3 0 ． 郵便 受

鋼 製 既 製品

ア ルミ 製 既製 品： ﾜ ｲ ﾔ ｰ ， ﾌ ｯ ｸ 等 の 吊り 金物 ( 4 ｾ ｯ ﾄ ／ ｍ ）共

図 示

３．縁 石及 び側 溝

※ 鋼 製 ・ ス テンレ ス製

簡 易密 閉式 とし， 表面 には用 途別 の標 準文字 付き とする 。

地 業の 材料 ・

１．グ レー チン グ

４．埋 戻し 土

( 2 1 . 2 . 1 )

( 2 1 . 2 . 1 )

( 2 1 . 3 . 2 )

2 1

排

水

工

事

※ 再生ク ラッ シャ ラン

※ Ｂ種

２．鋳 鉄製 マン

ホー ルふ た

2 2

舗

装

工

事

２ ．盛 土材 料

※ 使用す る

凍上 抑制層 ※ 再生 クラッ シャ ラン ・ 切込 砂利又 は切 込砕石

４ ．路 床安 定処理 路床 安定処 理添 加材 料

路床 の盛土 材料

※ 普通 ポルト ラン ドセメ ント

・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ( 2 2 . 2 . 3 )

( 2 2 . 2 . 2 ) ( 2 2 . 2 . 3 )

・ 高炉セ メン トＢ種

・ フラ イアッ シュ セメン トＢ 種

・ 生石 灰（・ 特号 ・１ 号） ・ 消石灰 ( ・特号 ・ １号 )

・ 使用し ない ( 2 2 . 1 . 3 )

※ 行わな い ・ 行う ( 2 2 . 2 . 3 )５ ．砂 の粒 度試験

３ ．フ ィル ター層

及び 凍上抑 制

層用 材料

フィ ルター 層 ※ 砂

( 2 2 . 2 . 2 ) ( 2 2 . 2 . 3 ) ( 表 2 2 . 2 . 1 )

１ ．再 生 材

支持 力比

( 2 2 . 2 . 5 )※ 行わ ない ・ 行う （※ 乱し た土 ・ 乱 さない 土）６．路 床土 の

( ＣＢ Ｒ ) 試 験

８．路 盤材 料 ※ 再生 クラッ シャ ラン ＲＣ －４ ０

（ 透水性 舗装 の場 合を除 く）

・ クラ ッシャ ラン Ｃ－ ４０

・ クラ ッシャ ラン スラグ Ｃ Ｓ－ ４０

1 0 ． アス ファル ト

舗装

加熱 アス ファル ト混 合物の 種類

表 層 ※ 再 生密 粒度 アスフ ァル ト混合 物（ １３ ）

・ 密 粒度 アス ファル ト混 合物（ １３ ）

・ 細 粒度 アス ファル ト混 合物（ １３ ）

・

基 層 ※ 再 生粗 粒度 アスフ ァル ト混合 物（ ２０ ）

・ 粗 粒度 アス ファル ト混 合物（ ２０ ）

・

度の 試験

７．路 床の 締固め ( 2 2 . 2 . 5 )・ 行わ ない

度の 試験

９．路 盤の 締固め ( 2 2 . 3 . 5 )※ 行う

舗 装の 厚さは

図 示に よる

舗装の 平坦 性は、 通行 の支障 とな る水 たまり を生 じない 程度 とす る

( 2 2 . 4 . 6 )ア スフ ァル ト混合 物等 の抽 出試験 ※行わ ない ・行う

( 2 2 . 5 . 3 )1 1 ． コン クリー ト

舗装 溶接 金網

・ 使 用す る

※ あ り

※ 使 用しな い

・ な し

※ 行う （箇所 : 埋戻 し及び 盛土 部）

( 2 2 . 3 . 3 ) ( 表 2 2 . 3 . 1 )

( 2 2 . 4 . 2 ) ( 2 2 . 4 . 4 ) ( 表 2 2 . 4 . 4 )

早 強 ポル トラン ドセ メント

( 2 2 . 6 . 2 )1 2 ． カラ ー舗装

( 2 2 . 6 . 3 )着 色 骨材 ・自然 石（ ）

部 位

・ 車道部 ・ 歩道 部

・ 車道部 ・ 歩道 部

・ 車道部 ・ 歩道 部

・ 車道部 ・ 歩道 部

種 類

※ アス ファル ト混 合物

・ 石油 樹脂系 混合 物
加 熱系

常 温系

図示 によ る

厚 さ ( m m )

・ ニー ト工法 ３ ～５

・ 塗布 工法 １ 程度 以下

1 3 ． 透 水性 アス

ファル ト舗

装

構成 ・図示

開粒 度ア スフ ァルト 混合 物等の 抽出 試験 ※ 行わな い ・行う

舗装 の平 たん 性は著 しい 不陸が ない もの とする

舗 装

※ Ｊ ＩＳ Ｋ５６ ６５ ３種 １号

※ コン クリ ート 版 ・ アスフ ァル ト混 合物

※ Ｂ 種（建 物周 囲その 他） ・※ Ａ 種（ 通路） ( 2 2 . 9 . 2 )

1 4 ． ブ ロッ ク系

1 5 ． 砂 利敷 き

1 6 ． 区 画 線

・ 舗 石舗 装基層

( 2 2 . 7 . 2 ) ( 2 2 . 7 . 6 )

・ イン ター ロッ キング ブロ ック舗 装

※ 砂 目地・ コン クリ ート 平板舗 装

・ モ ルタ ル目地

・

2 3

植

栽

工

事

( 2 3 . 1 . 3 )１ ． 植栽 地の
確 認等

２ ．植栽 基盤 ( 2 3 . 2 . 2 ) ( 表 2 3 . 2 . 2 )

・ Ｃ 種

・ Ｄ 種

樹 木

芝 ，地 被類 木

樹 種 等種 別

・ 適 用する

※ 適 用する

※ 適 用しな い

・ 適 用しな い

植栽 基盤 の適用

３ ．植込 み用 土 ※ 現 場発 生の良 質土 ・ 客 土

４ ．土壌 改良 材

( 2 3 . 2 . 3 )

( 2 3 . 2 . 3 )

※ 排 水性及 び土 壌硬 度の確 認

・ Ａ 種

※ Ｂ 種

・ パ ーク 堆肥 ( 5 0 L / ㎡ ) ・ 下 水汚泥 コン ポスト ( 1 0 L / ㎡ ) ・

( 2 3 . 4 . 2 )種 別５ ．芝

土壌層 厚さ工 法

・ 適用 しない

・ 屋上 緑化軽 量シ ステム

・ 板状成 形品 ）

材 質（ ・ 軽 量骨 材

・ 適用 する

・ ３０ｃ ｍ

・ ６ｃ ｍ・ 屋上 緑化シ ステ ム

( 2 3 . 5 . 2 ) ( 2 3 . 5 . 3 )６ ． 屋上緑 化

※ コウラ イシ バ ・ ノシ バ

・ １５ｃ ｍ

※ システ ム製 造所 の仕様 によ る

排 水層

2 4 １ ．一 般事項 試 料採取 およ び測定 は， 厚生 労働省 の ｢ 室内 空気 中化 学物質 の採 取方法 と

測定 方法 ｣ （ 以下「 厚労 省の 測定方 法」 という 。） の新 築住宅 の例 に準拠 し

て行う 。

２ ．測 定対象 化学

物 質

総

揮

発

性

有

機

化

合

物
(
Ｔ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
)

測

定

仕

様

書

３ ．測 定方法 １ ) ク ロマ トグ ラム上 で「 n - ヘ キサ ン」か ら「 n - ヘ キサ デカン 」ま での部 分

に検出 され る物 質のピ ーク 値を「 トル エン 」に換 算し た値を ＴＶ ＯＣ 濃

測 定対象 化学 物質は ，下 記４ 1 ) ， 2 ) の 区分に 従い ，表 の①か ら⑭ の１４ 物

質及 びＴＶ ＯＣ 又は表 の① から ⑨の９ 物質 及びＴ ＶＯ Ｃと する。

度 とす る。

２ ) ト ルエ ン換 算で 2 . 0 μ g / m ３ 未満 のピ ークは 測定 の対 象とし ない 。

３ ) 上 位１ ０ピ ークに つい て物質 を特 定して 濃度 の測 定を行 う。

0 . 0 0 7 p p m

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

フタル 酸ジ - 2 - エ チル ヘキシ ル

ホルム アル デヒ ド

トルエ ン

キシレ ン

エチル ベン ゼン

スチレ ン

パラジ クロ ロベ ンゼン

テトラ デカ ン

アセト アル デヒ ド

ノナナ ール

フタル 酸ジ - n - ブ チル

クロル ピリ ホス

ダイア ジノ ン

フェノ ブカ ルブ

総揮発 性有 機化 合物 ( Ｔ ＶＯＣ )

化 学物 質名 室内 濃度 指針 値

4 0 0 μ g / m ３ （暫 定目 標値）

1 0 0 μ g / m ３

2 6 0 μ g / m ３

3 , 8 0 0 μ g / m ３

2 2 0 μ g / m ３

2 4 0 μ g / m ３

3 3 0 μ g / m ３
4 8 μ g / m ３

( 暫 定 ) 4 1 μ g / m ３

1 μ g / m ３

3 3 μ g / m ３

0 . 0 8 p p m

0 . 0 7 p p m

0 . 8 8 p p m

0 . 0 5 p p m

0 . 0 4 p p m

0 . 0 4 p p m

0 . 0 3 p p m

表 測定 対象化 学物 質及び 室内 濃度 指針値

0 . 2 9 μ g / m ３

0 . 0 0 0 0 7 p p m

0 . 0 0 0 0 2 p p m

0 . 0 0 3 8 p p m

2 0 0 μ g / m ３ 0 . 0 5 p p m

1 7 μ g / m ３ 0 . 0 0 1 5 p p m
1 0 0 μ g / m ３ 0 . 0 0 6 3 p p m

４ ． 測定 する 室

・ 室名 ：

・ 屋外 ( 周囲の 建物 から離 れた 場所 １か所 )

５． 測定 結果 等報

告 書の提 出

次の 事項を 記載 した 報告書 を２ 部提出 する 。

１ ) 測 定結 果（ アセト アル デヒド につ いて は，試 料採 取時の 気温 が 2 0 ℃

に満 たな い場 合には ，「 厚労省 の測 定方 法」に 定め る計算 式で 2 0 ℃ ，

２ ) 試 料採 取時 の状況 （気 温・湿 度 ( 屋 外，室 内 ) ， 天 候、 風の 状況、 日

射進 入状況 ，採 取年月 日・ 時間 ，窓の 開閉 状況， 機械 換気 量，工 事
完成 から試 料採 取まで の日 数）

湿度 5 0 ％ に， ホル ムアル デヒ ドに ついて は 2 5 ℃ ， 湿度 5 0 ％ に補 正し

た濃 度を 報告 するこ と。 ）

１ ) １ ４物 質及 びＴＶ ＯＣ 濃度を 測定 する 室等

・ 室名 ：

２ ) ９ 物質 及び ＴＶＯ Ｃ濃 度を測 定す る室

６． その 他

３ ) 試 料採 取方 法，測 定方 法，使 用し た測 定機器

４ ) Ｔ ＶＯ Ｃ濃 度の算 出に 使用し たク ロマ トグラ ムの 写し

ＴＶ ＯＣの 測定 の結 果，暫 定目 標値を 超え る場 合は， 発生 原因の 究明 及び

汚 染物 質の発 生を 低減 するた めの 対策に つい て， 協議を 行う こと。

超 える 場合は ，工 事目 的物の 引渡 しを受 けな い。

表の 化学物 質① から ⑤のう ち， いずれ かの 物質 の濃度 が室 内濃度 指針 値を

・ 水素 イオン 濃度 指数（ p H ） ・電 気伝 導度（ E C ） の試 験

( 2 2 . 8 . 2 ) ( 2 2 . 8 . 4 ) ( 表 2 2 . 8 . 1 )
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工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

ベンチ

看板

A

G

ベンチ

汚

看板 看板

看板

トイレ

C

C

看板

G

G

G

A

A

A

G

G

G

G

G

山中湖小山線 至 山中湖

至 神
奈川県

G

11
2
0

1 1
25

1
1
3
0

1 135

1140

1145

1145

1140

1135

1130

1135

1125

1130

1120

G

1131.29

1131.66

1132.01

1131.68

1134.70

1132.37

1130.64

1128.56

1127.07

1133.50

1130.65

1132.87

1130.96

1127.87

1131.82

1129.53

1131.01

1130.25

1129.70

1128.57
1128.37

1132.49

1137.63
1136.71

1136.16

1135.69

1135.101134.44

1133.68

1132.65

1140.74
1139.52

1138.36

1137.82

1141.92

1140.02

1138.42

1143.30

1144.66

1145.52

1142.99

1141.12

1139.59

1137.59

1140.62

1142.89

1137.69

1135.83

1134.54

1134.76

1132.60

1132.37

1132.54

1134.12

1136.49

1146.76

1145.63

1143.78

1140.46

1137.96
1135.26

1146.30

1144.33

1142.24

1145.43

1144.71

1138.55

1142.37

1143.31

1145.64

1143.04

1141.79

1140.75

1138.80

1137.42

1139.03

1138.30

1141.21

1139.581137.47

1136.07

1133.21

1134.82

1133.21

1130.36

1132.99

1131.47

1128.11

1130.10

1123.31

1120.56

1118.61

1118.07

1117.73

1126.78

1127.69

1126.82

1122.65

1129.32

1127.28

1125.62

1122.51

1119.23

1120.85

1124.23

1129.12

1131.20

1130.81

1130.60

1130.47

1129.48

1129.24
1129.24

1126.02

1128.64

1128.04

1128.11
1127.72

1127.31

1126.51

1123.32

1121.70
1120.82

1120.84

1124.83

1125.85

1124.19 1123.46
1125.87

1125.58

1124.39

1122.40

1123.97

1121.471122.42

1121.18

1124.55

1126.07

1123.76

1126.69

1125.25

1125.46

1122.90

1119.58

1116.69

1118.59

1120.25
1121.57

1121.44

1121.15

1125.11

1116.02

1117.44

1120.92

1117.64

1122.00

1124.00

1128.39

1117.14

1120.13

1123.91

1129.44

1128.45

1123.41

1118.56

T.1
1126.995T.2

1128.784

T.3
1130.502

T.4
1132.392

T.5
1135.188

1131.66

1129.50

1128.38 1126.98
1126.19

X=
-
6
4 9
0
0

X=
-
6
49
0
0

X=
-
65
0
0
0

X=
-
6
5 0
0
0

X =
-
65
1
0
0

X =
-
6
5 1
0
0

X =
-
65
2
0
0

X =
-
6
5 2
0
0

X =
-
6
53
0
0

Y=37300

Y=37300

Y=37200

Y=37200

Y=37100

現況図 - 1 S = 1 : 5 0 0
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工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

看板

A

G

ベンチ

ベンチ

汚

看板 看板

看板

トイレ

C

C

看板

G

G

G

A

A

A

G

G

G

G

G

山中湖小山線 至 山中湖

至 神奈川
県

G

1
12
0

1
125

1 1
3 0

11
35

1140

1145

1145

1140

1135

1130

1135

1125
1130

1120

G

1131.29

1131.66

1132.01

1131.68

1134.70

1132.37

1130.64

1128.56

1127.07

1133.50

1130.65

1132.87

1130.96

1127.87

1131.82

1129.53

1131.01

1130.25

1129.70

1128.57
1128.37

1132.49

1137.63
1136.71

1136.16

1135.69

1135.101134.44

1133.68

1132.65

1140.74
1139.52

1138.36

1137.82

1141.92

1140.02

1138.42

1143.30

1144.66

1145.52

1142.99

1141.12

1139.59

1137.59

1140.62

1142.89

1137.69

1135.83

1134.54

1134.76

1132.60

1132.37

1132.54

1134.12

1136.49

1146.76

1145.63

1143.78

1140.46

1137.96
1135.26

1146.30

1144.33

1142.24

1145.43

1144.71

1138.55

1142.37

1143.31

1145.64

1143.04

1141.79

1140.75

1138.80

1137.42

1139.03

1138.30

1141.21

1139.581137.47

1136.07

1133.21

1134.82

1133.21

1130.36

1132.99

1131.47

1128.11

1130.10

1123.31

1120.56

1118.61

1118.07

1117.73

1126.78

1127.69

1126.82

1122.65

1129.32

1127.28

1125.62

1122.51

1119.23

1120.85

1124.23

1129.12

1131.20

1130.81

1130.60

1130.47

1129.48

1129.24

1129.24

1126.02

1128.64

1128.04

1128.11
1127.72

1127.31

1126.51

1123.32

1121.70
1120.82

1120.84

1124.83

1125.85

1124.19 1123.46
1125.87

1125.58

1124.39

1122.40

1123.97

1121.471122.42

1121.18

1124.55

1126.07

1123.76

1126.69

1125.25

1125.46

1122.90

1119.58

1116.69

1118.59

1120.25
1121.57

1121.44

1121.15

1125.11

1116.02

1117.44

1120.92

1117.64

1122.00

1124.00

1128.39

1117.14

1120.13

1123.91

1129.44

1128.45

1123.41

1118.56

T.1
1126.995T.2

1128.784

T.3
1130.502

T.4
1132.392

T.5
1135.188

1131.66

1129.50

1128.38 1126.98
1126.19
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G
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汚
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トイレ
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看板

G

G

G

A
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A

G

G

G

G
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1141.92

1140.02

1138.42

1143.30

1144.66

1145.52

1142.99

1141.12

1139.59

1137.59

1140.62

1142.89
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-
6
5 1
0
0

X =
-
65
2
0
0

X =
-
6
5 2
0
0

X =
-
6
53
0
0

Y=37300

Y=37300

Y=37200

Y=37200

Y=37100

引 込柱 撤去 A

1 基

引込柱 撤去 B

1 基

撤去及び取壊し平面図 - 1 S = 1 : 5 0 0

8

撤 去 及 び取壊 し平 面図 - 1

1 : 5 0 0 ( A 1 )

撤 去及 び取壊 し平 面図 - 2

電 線 ケー ブル・ 保護 管撤 去

1 3 6 . 7 m

電 線ケー ブル ・保 護管撤 去

8 3 . 6 m

0 1 0 2 0 5 0 1 0 0( m )



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

看板

A

G

ベンチ

ベンチ

汚

看板 看板

看板

トイレ

C

C

看板

G

G

G

A

A

A

G

G

G

G

G

山中湖小山線 至 山中湖

至 神奈川
県

G

1
12
0

1
125

1 1
3 0

11
35

1140

1145

1145

1140

1135

1130

1135

1125
1130

1120

G

1131.29

1131.66

1132.01

1131.68

1134.70

1132.37

1130.64

1128.56

1127.07

1133.50

1130.65

1132.87

1130.96

1127.87

1131.82

1129.53

1131.01

1130.25

1129.70

1128.57
1128.37

1132.49

1137.63
1136.71

1136.16

1135.69

1135.101134.44

1133.68

1132.65

1140.74
1139.52

1138.36

1137.82

1141.92

1140.02

1138.42

1143.30

1144.66

1145.52

1142.99

1141.12

1139.59

1137.59

1140.62

1142.89

1137.69

1135.83

1134.54

1134.76

1132.60

1132.37

1132.54

1134.12

1136.49

1146.76

1145.63

1143.78

1140.46

1137.96
1135.26

1146.30

1144.33

1142.24

1145.43

1144.71

1138.55

1142.37

1143.31

1145.64

1143.04

1141.79

1140.75

1138.80

1137.42

1139.03

1138.30

1141.21

1139.581137.47

1136.07

1133.21

1134.82

1133.21

1130.36

1132.99

1131.47

1128.11

1130.10

1123.31

1120.56

1118.61

1118.07

1117.73

1126.78

1127.69

1126.82

1122.65

1129.32

1127.28

1125.62

1122.51

1119.23

1120.85

1124.23

1129.12

1131.20

1130.81

1130.60

1130.47

1129.48

1129.24

1129.24

1126.02

1128.64

1128.04

1128.11
1127.72

1127.31

1126.51

1123.32

1121.70
1120.82

1120.84

1124.83

1125.85

1124.19 1123.46
1125.87

1125.58

1124.39

1122.40

1123.97

1121.471122.42

1121.18

1124.55

1126.07

1123.76

1126.69

1125.25

1125.46

1122.90

1119.58

1116.69

1118.59

1120.25
1121.57

1121.44

1121.15

1125.11

1116.02

1117.44

1120.92

1117.64

1122.00

1124.00

1128.39

1117.14

1120.13

1123.91

1129.44

1128.45

1123.41

1118.56

T.1
1126.995T.2

1128.784

T.3
1130.502

T.4
1132.392

T.5
1135.188

1131.66

1129.50

1128.38 1126.98
1126.19
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撤 去 及 び取壊 し平 面図 - 2

1 : 2 5 0 ( A 1 )

撤去及び取壊し平面図 - 2 S = 1 : 2 5 0

名 称 規 格・寸 法 単位 数量 摘 要

撤去 及び取壊し数 量表

凡 例

高 木伐 採・抜 根 C

高 木伐 採・抜 根 B

幹 周 2 0 c m 以 上 3 0 c m 未 満

高 木伐 採・抜 根 D

6本

2本

2本

高 木伐 採・抜 根 A 1本

幹周 3 0 c m 以 上 6 0 c m 未 満

幹周 6 0 c m 以 上 9 0 c m 未 満

幹周 9 0 c m 以 上 1 2 0 c m 未 満

分電 盤含む引 込柱 撤去 B

基5 0 人 槽 ( 5 1 0 0 × 3 4 0 0 × 2 8 5 0 h )浄 化槽 撤去

箇所□ 3 0 0 0 × 2 7 0 0 h水 槽撤 去

引 込柱 撤去 A ブ レ ーカー 含む

W 3 9 8 0 × D 2 9 8 0 × H 2 5 5 0 1棟ト イレ 解体

2 2 0 . 3mC V 1 4 - 3 C × 2電 線ケ ーブル 撤去

φ 6 0 0 × 1 1 3 0 h浸 透桝 撤去

mF E P 5 0 × 2電 線保 護管撤 去

1 5 0 0 × 1 8 0 0 × 8 3 0 hテ ーブ ル・ベ ンチ 撤去

箇所W 1 5 0 × H 8 0 0 × L 9 3 0 0擁 壁取 壊し

ふ とん かご撤 去 1 1 0 0 × 8 0 0 × 5 0 0 h

サ イン 移設 A

1 3 . 8m 2t = 5 c mア スフ ァルト 舗装 版破砕

サ イン 移設 B

1

1

1

1

箇 所

基

基

箇所

基

基

基

2 2 0 . 3

1

1

1

2

1

1

0 5 1 0 2 0 5 0 ( m )

W 1 2 5 5 × H 9 0 0 H G L 1 6 4 0

W 9 0 0 × H 6 0 0 H G L 1 6 0 0

高 木伐 採・ 抜根 C

1 本

高木伐 採・ 抜根 A

1 本

高木 伐採 ・抜根 B

3 本

高木伐 採・ 抜根 B

3 本

高木 伐採 ・抜 根 C

1 本

テーブ ル・ ベン チ撤去

1 基

トイ レ解 体

1 棟

サ イン移 設 B

1 基

高 木伐採 ・抜 根 D

1 本

擁壁取 壊し

1箇 所

浸透 桝撤 去

1 箇 所

ア スファ ルト 舗装 版破砕

6 . 6 m 2

ア スファ ルト 舗装版 破砕

7 . 2 m 2

高 木伐採 ・抜 根 D

1 本

サイン 移設 A

1 基

区域 境界を 示す

浄化槽 撤去

1基

ふとん かご 撤去

1箇 所

水 槽撤去

1 箇 所

テ ーブ ル・ベ ンチ 撤去

1 基



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

ベンチ

看板

A

G

ベンチ

汚

看板 看板

看板

トイレ

C

C

看板

G

G

G

A

A

A

G

G

G

G

G

山中湖小山線 至 山中湖

至 神
奈川県

G

11
2
0

1 1
25

1
1
3
0

1 135

1140

1145

1145

1140

1135

1130

1135

1125

1130

1120

G

1131.29

1131.66

1132.01

1131.68

1134.70

1132.37

1130.64

1128.56

1127.07

1133.50

1130.65

1132.87

1130.96

1127.87

1131.82

1129.53

1131.01

1130.25

1129.70

1128.57
1128.37

1132.49

1137.63
1136.71

1136.16

1135.69

1135.101134.44

1133.68

1132.65

1140.74
1139.52

1138.36

1137.82

1141.92

1140.02

1138.42

1143.30

1144.66

1145.52

1142.99

1141.12

1139.59

1137.59

1140.62

1142.89

1137.69

1135.83

1134.54

1134.76

1132.60

1132.37

1132.54

1134.12

1136.49

1146.76

1145.63

1143.78

1140.46

1137.96
1135.26

1146.30

1144.33

1142.24

1145.43

1144.71

1138.55

1142.37

1143.31

1145.64

1143.04

1141.79

1140.75

1138.80

1137.42

1139.03

1138.30

1141.21

1139.581137.47

1136.07

1133.21

1134.82

1133.21

1130.36

1132.99

1131.47

1128.11

1130.10

1123.31

1120.56

1118.61

1118.07

1117.73

1126.78

1127.69

1126.82

1122.65

1129.32

1127.28

1125.62

1122.51

1119.23

1120.85

1124.23

1129.12

1131.20

1130.81

1130.60

1130.47

1129.48

1129.24
1129.24

1126.02

1128.64

1128.04

1128.11
1127.72

1127.31

1126.51

1123.32

1121.70
1120.82

1120.84

1124.83

1125.85

1124.19 1123.46
1125.87

1125.58

1124.39

1122.40

1123.97

1121.471122.42

1121.18

1124.55

1126.07

1123.76

1126.69

1125.25

1125.46

1122.90

1119.58

1116.69

1118.59

1120.25
1121.57

1121.44

1121.15

1125.11

1116.02

1117.44

1120.92

1117.64

1122.00

1124.00

1128.39

1117.14

1120.13

1123.91

1129.44

1128.45

1123.41

1118.56

T.1
1126.995T.2

1128.784

T.3
1130.502

T.4
1132.392

T.5
1135.188

1131.66

1129.50

1128.38 1126.98
1126.19

X=
-
6
4 9
0
0

X=
-
6
49
0
0

X=
-
65
0
0
0

X=
-
6
5 0
0
0

X =
-
65
1
0
0

X =
-
6
5 1
0
0

X =
-
65
2
0
0

X =
-
6
5 2
0
0

X =
-
6
53
0
0

Y=37300

Y=37300

Y=37200

Y=37200

Y=37100

計画平面図 S = 1 : 5 0 0

1 0

計 画 平面図

1 : 5 0 0 ( A 1 )

計 画平 面図 - 2

引 込 柱

1 基

電 線保 護管・ ケー ブル 1

4 2 . 0 m ( A )

電 線保 護管・ ケー ブル 2

4 3 . 0 m ( A )

電 線保 護管・ ケー ブル 3

4 0 . 7 m ( A )

電 線 保護 管・ケ ーブ ル 4

3 1 . 0 m ( A )

ハ ンドホ ール B - 1

1 基

ハ ンド ホール B - 1

1 基

ハ ンド ホール B - 1

1 基

ハ ンド ホール B - 1

1 基

0 1 0 2 0 5 0 1 0 0( m )

特 記 )

・ 引込 柱設置 位置 と電 線保護 管埋 設ルー トの 詳細 につい ては 、現地 にて 監督員 と協 議の 上決定 する こと。

・ ハン ドホー ル B - 1 の 設 置間隔 は 5 0 . 0 m 以 内を 基本 とし、 設置 位置 の詳細 につ いては 現地 にて 適宜調 整す ること 。



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

看板

A

G

ベンチ

ベンチ

汚

看板 看板

看板

トイレ

C

C

看板

G

G

G

A

A

A

G

G

G

G

G

山中湖小山線 至 山中湖

至 神奈川
県

G

1
12
0

1
125

1 1
3 0

11
35

1140

1145

1145

1140

1135

1130
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1125
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1134.70

1132.37
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1138.36

1137.82

1141.92

1140.02

1138.42

1143.30

1144.66

1145.52

1142.99

1141.12

1139.59

1137.59

1140.62

1142.89

1137.69

1135.83

1134.54

1134.76

1132.60

1132.37

1132.54

1134.12

1136.49

1146.76

1145.63

1143.78

1140.46

1137.96
1135.26

1146.30

1144.33

1142.24

1145.43

1144.71

1138.55

1142.37

1143.31

1145.64

1143.04

1141.79

1140.75

1138.80

1137.42

1139.03

1138.30

1141.21

1139.581137.47

1136.07

1133.21

1134.82

1133.21

1130.36

1132.99

1131.47

1128.11

1130.10

1123.31

1120.56

1118.61

1118.07

1117.73

1126.78

1127.69

1126.82

1122.65

1129.32

1127.28

1125.62

1122.51

1119.23

1120.85

1124.23

1129.12

1131.20

1130.81

1130.60

1130.47

1129.48

1129.24

1129.24

1126.02

1128.64

1128.04

1128.11
1127.72

1127.31

1126.51

1123.32

1121.70
1120.82

1120.84

1124.83

1125.85

1124.19 1123.46
1125.87

1125.58

1124.39

1122.40

1123.97

1121.471122.42

1121.18

1124.55

1126.07

1123.76

1126.69

1125.25

1125.46

1122.90

1119.58

1116.69

1118.59

1120.25
1121.57

1121.44

1121.15

1125.11

1116.02

1117.44

1120.92

1117.64

1122.00

1124.00

1128.39

1117.14

1120.13

1123.91

1129.44

1128.45

1123.41

1118.56

T.1
1126.995T.2

1128.784

T.3
1130.502

T.4
1132.392

T.5
1135.188

1131.66

1129.50

1128.38 1126.98
1126.19

1 1

施 設 平面図

1 : 2 5 0 ( A 1 )
0 5 1 0 2 0 5 0 ( m )

施設平面図 S = 1 : 2 5 0

名 称 規 格・寸 法 単位 数量 摘 要

施設 数量表

凡 例

縁 石

木 製ア スカー ブ

ア スフ ァルト 舗装

φ 1 2 0 H 6 0

1 5 0 × 1 5 0 × 6 0 0

t = 5 c m

W 5 0 0 × D 1 5 0 × 6 2 0 h止 水壁

W 6 0 0 × H 9 0 0 H G L 2 0 0 0サ イン A

W 3 0 0 × H 5 0 0 × L 2 0 0 0 片 側 浸透横 断側 溝

耐衝 撃性 φ 1 0 1 . 6 × 8 5 0 h車 止め

W 9 0 0 × H 9 0 0 H G L 1 8 0 0サ イン B

W 6 0 0 × D 1 8 0 × 1 2 0 hパ ーキ ングブ ロッ ク

H 4 0 0

溶 融 式 実 線 W 1 0 c m区 画線 A

区 画線 C 溶 融 式 記 号 W 1 5 c m 換 算

H 5 0 0

溶 融 式 実 線 W 1 5 c m区 画線 B

H 6 0 0

2

1

1

1

基

基

1

箇 所

2 3 . 3m

サ イン 移設 A

サ イン 移設 B

丸 太土 留め A H 2 0 0

丸 太土 留め B

丸 太土 留め C

丸 太土 留め D

2 8 . 4m

m 9 . 2

4 . 0m

m 2 . 3

7 2 . 6m

m 2 6 . 0

5 . 1m

m 4 . 5

3 . 0m

m 2 3 1 . 5

見 切材 L 型 H 5 0 ア ルミ 製

t = 1 5 c m

砕 石 保護材 ＋ 6 号 砕石充 填

t = 1 0 c m 単 粒度 砕石 5 号

透 水性 コンク リー ト舗装

砕 石舗 装

砕 石敷 き

3 9 0 . 7

1 6 3 . 1

7 . 5

m 7 4 . 5

基

基

1 6

基

個

1 7

m 2

m 2

m 2

W 1 2 5 5 × H 9 0 0 H G L 1 6 4 0

W 9 0 0 × H 6 0 0 H G L 1 6 0 0

舗 装端 部モル タル 塗り t = 1 5 c m m 5 3 . 9

W 1 1 7 0 0 × D 3 7 0 0 × H 3 2 9 4ト イレ 1棟

※青 文字 を工 事対象 とす る。

丸太土 留め B

0 . 8 m

横 断 側溝

2 3 . 3 m

丸 太土 留め D

2 . 3 m

展 望デ ッキ

1 箇 所

丸 太土 留め C

4 . 0 m

区 画線 B

2 6 . 0 m

木 製 アスカ ーブ

2 5 . 2 m

サ イン A

1 基

サ イン B

1 基

丸 太土 留め A

4 . 8 m

車 止 め

1 7 基

透水性 コン クリー ト舗 装

3 9 0 . 7 m 2

区 画 線 A

7 2 . 6 m

パ ー キング ブロ ック

1 6 個

止 水壁

1 箇 所

丸太 土留 め D

1 2 . 2 m

縁 石

1 . 4 m

張 芝

6 . 1 m 2

砕 石敷き

7 . 5 m 2

W = 0 . 2 m

縁 石

1 . 6 m

丸 太土留 め B

4 . 2 m

砕 石 敷き

6 . 2 m 2

W = 0 . 2 5 m

止 水壁

1 箇 所

ト イレ

1 棟

アス ファ ルト舗 装

3 1 . 5 m 2

舗 装 端部 モル タル塗 り

5 3 . 9 m

区 域 境界 を示す

洗掘 防止 シー ト

4 7 7 . 4 m 2

丸 太 土留 め A

3 . 6 m

丸 太 土留 め B

4 . 2 m

木 製アス カー ブ

4 . 5 m

砕 石舗装

1 6 3 . 1 m 2

見 切 材

7 4 . 5 m

サ イン 移設 B

1 基

区 画線 C

5 . 1 m

サ イン 移設 A

1 基

丸 太土 留め A

2 0 . 0 m



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

看板

A

G

ベンチ

ベンチ

汚

看板 看板

看板

トイレ

C

C

看板

G

G

G

A

A

A

G

G

G

G

G

山中湖小山線G

1
12
0

1
125

1 1
3 0

11
35

1140

1145
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1122.90

1119.58

1116.69

1118.59

1120.25
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T.1
1126.995T.2

1128.784

T.3
1130.502

T.4
1132.392

T.5
1135.188

1131.66

1129.50

1128.38 1126.98

1 2

設 備 平面図

1 : 2 5 0 ( A 1 )
0 5 1 0 2 0 5 0 ( m )

設備平面図 S = 1 : 2 5 0

名 称 規 格・ 寸法 単位 数量 摘 要

設備 数量表

凡 例

給 水ポ ンプ分 電盤 移設

特記 )

・ハ ンド ホー ル B - 2 の 位置 につ いては 、現 地にて 適宜 調整 の上設 置す ること 。

・給 水管 ( H I V P 2 5 ) は 土被 り 9 0 0 ㎜ 以 上とす る。

・ブ ロワ 配管 ( V P 2 0 ) は 土被 り 6 0 0 ㎜ 以 上を基 本と する 。

・汚 水管 ( V U 1 0 0 ) は 土被 り 4 0 0 ㎜ 以 上を基 本と し、 2 % 勾 配で 敷設す るこ とを基 本と する。

・臭 突管 ( V U 7 5 ) は 土 被り 6 0 0 ㎜ 以 上を 基本と する 。浄 化槽側 へ水 勾配を 確保 する こと。

ハ ンド ホール B - 1 2 0 0 × 2 0 0 × 2 5 0 h

H 5 8 3 0

6 0 0 × 6 0 0 × 7 5 0 hハ ンド ホール A

W 9 0 × D 4 5 × 5 0 0 h

ハ ンド ホール B - 2 2 0 0 × 2 0 0 × 2 5 0 h

引 込柱

コ ンセ ント柱

箇所

1

5

1箇 所

箇所

1基

基 1

1基

番号 数量(m) 電線類 電線保護管器具類

表 : 電線 保護管 ・ケ ーブル

トイレ1 42.0 電線保護管ACET60 FEP65

CET14給水ポンプ分電盤

EEF2.0-2Cコンセント柱

9 21.8 電線保護管D

FEP40

トイレ2 43.0 電線保護管ACET60 FEP65

CET14給水ポンプ分電盤 FEP40

トイレ3 40.7 電線保護管ACET60 FEP65

CET14給水ポンプ分電盤 FEP40

トイレ4 31.0 電線保護管ACET60 FEP65

CET14給水ポンプ分電盤 FEP40

トイレ5 20.5 電線保護管ACET60 FEP65

CET14給水ポンプ分電盤 FEP40

トイレ6 21.0 電線保護管BCET60 FEP65

CET14給水ポンプ分電盤 FEP40

トイレ7 3.6 電線保護管CCET60 FEP65

CET14給水ポンプ分電盤 FEP40

スポットライト CE3.5-3C FEP30

フットライト1

フットライト2

8 1.0

CE3.5-3C

FEP30

EEF2.0-2Cコンセント柱

スポットライト CE3.5-3C FEP30

フットライト1

フットライト2

CE3.5-3C

電線保護管D

番号 数量(m) 電線類 厚鋼電線管器具類

表 : 厚鋼 電線管 ・ケ ーブル

1 7.6 スポットライト CE3.5-3C G22

フットライト1

フットライト2

CE3.5-3C G22

2 3.0 スポットライト CE3.5-3C G22

3 29.9 フットライト1

フットライト2

CE3.5-3C G22

4 12.5 フットライト2 CE3.5-3C G22

浄 化槽 4 0 0 0 × 3 1 0 0 × 2 7 2 5 h 箇 所 1

蒸 発散 浸潤装 置 W 9 0 0 × L 1 2 0 0 0 1

ブ ロワ含 む

流 入桝含 む箇所

給 水ポ ンプ移 設 1基2 8 8 × 2 8 0 × 3 3 5 h 配 管 1 0 m 含 む

H I V P 2 5

V U 1 0 0

V P 2 0

1 7 . 6m

m 1 7 . 3

1 3 . 4m

V U 7 5 1 8 . 2m

汚 水ま す φ 3 0 0 箇 所 4

V U 1 2 5 2 . 1m

ト イレ壁 面取 付

※ 青文 字を工 事対 象とす る。

汚水 ます

3 箇所 ( ト イレ 前 )

V P 2 0

1 7 . 3 m

V U 1 0 0

1 7 . 6 m

H I V P 2 5

1 3 . 4 m

厚 鋼 電線 管・ケ ーブ ル 4

1 2 . 5 m

ブ ロワ ー ( 浄 化 槽 )

1 基

ハンド ホー ル B - 1

1 基

浄化 槽

1 箇 所

ハ ンドホ ール B - 2

1 箇 所

プ ルボッ クス

1 箇 所

区域 境界 を示す

給水 ポン プ分電 盤移 設

1 基

プル ボッ クス

1 箇 所

厚 鋼電 線管・ ケー ブル 3

2 9 . 9 m

電 線保 護管 ・ケー ブル 5

2 0 . 5 m ( A )

既 設受水 槽

電線 保護管 ・ケ ーブ ル 7

3 . 6 m ( C )

既 設井 戸ポ ンプ・ 井戸 ピット

V U 1 2 5

2 . 1 m

電 線保護 管・ ケーブ ル 8

1 . 0 m ( D )

フ ット ライト 1

1 基

厚 鋼電線 管・ ケーブ ル 2

3 . 0 m

V U 7 5

1 8 . 2 m

コ ンセ ント 柱

1基

給水 ポン プ移設

1 基

スポ ットラ イト

1 基

蒸発 散浸潤 装置

1 箇 所

ハ ンドホ ール A

1 箇 所

厚鋼 電線管 ・ケ ーブル 1

7 . 6 m

フ ット ライト 2

1 基

電線 保護管 ・ケ ーブ ル 6

2 1 . 0 m ( B )

電 線保護 管・ ケーブ ル 9

2 1 . 8 m ( D )

汚 水 ます ( 鉄 蓋 )

1 箇 所
内 1箇 所 鉄蓋



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

看板

A

G
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汚

看板 看板

看板

トイレ

C

C

看板

G

G

G

A

A

A

G

G

G

G

G

山中湖小山線 至 山中湖

至 神奈川
県

G

1
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1
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1 1
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1140
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1130
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T . 1
1 1 2 6 . 9 9 5T . 2

1 1 2 8 . 7 8 4

T . 3
1 1 3 0 . 5 0 2

T . 4
1 1 3 2 . 3 9 2

T . 5
1 1 3 5 . 1 8 8

1131.66

1129.50

1128.38 1126.98
1126.19

1 3

割 付 平面図

1 : 2 5 0 ( A 1 )
0 5 1 0 2 0 5 0 ( m )

割付平面図 S = 1 : 2 5 0

点名 称 Ｘ座 標 Ｙ 座標

T . 1 - 6 5 1 6 4 . 1 1 8 3 7 1 6 0 . 9 2 8

T . 2 - 6 5 1 1 8 . 1 7 8 3 7 1 5 1 . 0 0 6

T . 3 - 6 5 0 9 5 . 2 9 7 3 7 1 6 9 . 6 2 1

T . 4 - 6 5 1 1 7 . 1 8 5 3 7 1 8 7 . 8 5 2

T . 5 - 6 5 1 5 9 . 0 5 2 3 7 1 8 3 . 7 8 6

基 準 点座 標一 覧表

1 1 3 1 . 3 4

1 1 3 1 . 3 4

X = - 6 5 0 8 3 . 0 1 4 , Y = 3 7 1 8 3 . 1 6 2

X = - 6 5 0 9 1 . 0 6 9 , Y = 3 7 1 7 7 . 7 3 2

1 1 3 2 . 0 4
1 1 3 1 . 3 4

1 1 3 2 . 1 0

1 1 3 1 . 3 4

デ ッ キ

( 1 1 3 1 . 6 6 )

現 況 高さ

1 1 3 1 . 3 6( 1 1 3 1 . 9 3 )

現 況 高さ

1 1 3 1 . 3 5

( 1 1 3 3 . 2 1 )

現 況 高さ

1 1 3 2 . 1 1

道 路舗装 高

1 .
0 %

1 1 2 9 . 8 4

デ ッ キ

4 .
5 %

2
.
8
%

7
.
7
%

6 .
1 %

1 1 3 2 . 1 0

2 . 4 %

1 1 3 1 . 1 0

1 1 2 9 . 2 4

5
.
7
%

1 1 3 1 . 8 8

1 1 3 0 . 8 4

道 路 舗装高

0 . 6 %

1 1 3 2 . 1 0

8 . 8 %

1 1 3 1 . 4 6

1 1 2 9 . 2 4

デ ッ キ

8
.
0
%

1 1 3 0 . 7 4

デ ッ キ

5 . 8 %

6
.
5
%

1 1 3 1 . 2 0

1 .
0 %

4 .
5 %

1 1 3 2 . 0 8

1 1 3 2 . 1 0

1 . 0 %

1 1 3 0 . 2 9

デ ッ キ

区 域境界 を示 す

1 1 3 1 . 2 0

X = - 6 5 1 0 5 . 4 0 4 , Y = 3 7 1 9 4 . 4 8 1

X = - 6 5 1 0 4 . 0 7 1 , Y = 3 7 1 9 2 . 5 0 4

6 0
0 0

3 5 0 0

X = - 6 5 0 9 6 . 5 6 4 , Y = 3 7 2 0 0 . 4 3 9

X = - 6 5 0 9 5 . 2 3 1 , Y = 3 7 1 9 8 . 4 6 2

2 5 0 0



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

トイレ-1

平面図 S=1:30

左側面図 S=1:30

右側面図 S=1:30

正面図 S=1:30

背面図 S=1:30

ピクトサイン詳細図 S=1:10

図 示 ( A 1 )

詳 細 図 1 [ ト イ レ - 1 ]
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(FL=1132.10)
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X1 X2 X3 X4

ケラバ水切

棟包みカラー鋼板

鼻隠し：27x140

屋根：
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見え掛部:

塗装仕上げ(複層仕上塗材)
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外壁灯

天窓：木枠 + アルミ型材

網入り型板ガラス
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桁・梁:140x190

破風板：27x140

1
0
0

20

500 1192.5 1192.5 815

1692.5 2007.5

3700

10

4

天窓：木枠 + アルミ型材

網入り型板ガラス

Y1 Y2

桁・梁:140x190

破風板：27x140

5001192.51192.5815

1692.52007.5

3700

3
9
9

2
80

(381)

600 1385 400

7
5

2
3
63

3390520

雪止め金具

非常用警報器
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耐候性シート張り

*現場施工

外装:サイディング張り
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23852385 520520
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非常用警報器
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臭突管(浄化槽)

臭突管(浄化槽)

誰でもＷＣ用男性用 女性用

マーク:青

アクリル板-t5 ベース：白色 *形状カット

絵柄：耐候性シート貼り
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200

マーク:赤

200

2
0
0

マーク:緑

200

2
0
0

自動点滅器

3
29
4

樋受 石

3 0 0

砕 石 仕上 げ

外 装 : サ イディ ング 張り

給 水ポ ンプ分 電盤

壁 面取 付 ( 移設 )

3 0 0

砕 石仕 上げ

樋受石

屋外 コン セント

F.L F.L

F.L F.L



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

トイレ-2

配置図 S=1:30

A-A断面図 S=1:30

C矢視図 S=1:30

図 示 ( A 1 )

詳 細 図 2 [ ト イ レ - 2 ]

1 5

3 0 0

砕 石仕 上げ

F.L

透 水 性コ ンクリ ート

1
5
0

雨樋下部詳細図 S=1:30

透 水 性コ ンク リート

雨樋

樋受 石

単 粒度 砕石 5 号

(FL=1132.10)

X = - 6 5 1 0 5 . 4 0 4 , Y = 3 7 1 9 4 . 4 8 1

X = - 6 5 1 0 4 . 0 7 1 , Y = 3 7 1 9 2 . 5 0 4

X = - 6 5 0 9 6 . 5 6 4 , Y = 3 7 2 0 0 . 4 3 9

X = - 6 5 0 9 5 . 2 3 1 , Y = 3 7 1 9 8 . 4 6 2

X1 X2 X3 X4

2
3
2
0

2
0

▽F.L
(G.L+20)

▽F.L
(G.L+20)

6
5
0

25
0

7
0
0

破風板：27x140

LED照明
束柱140x140 束柱140x140束柱140x140束柱140x140

照明用露出配線

火打梁:L-65x65x6

タテ・ヨコ

共D10@150

11700
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■仕様

部 位 項 目 仕 様 員数

屋 根

屋根材 ガルバリウム鋼板葺き(t=0.4mm) *雪止め金具付き -

小屋組 杉 防腐処理材（野地板:t=27は無処理） -

天 窓 断熱天窓(密閉タイプ)／網入り型板ガラス入り 3

雨 樋 硬質塩化ビニル樹脂 -

柱
コンクリート柱:φ300(P-07) *目地埋め処理

*耐候性シート（木目調）貼り ※材工現場施工
-

外 装

本 体 鉄筋コンクリート -

外 装
窯業系サイディング張り(t=16mm)*木目調

*見え掛かり部:塗装仕上げ(複層仕上げ塗材Ｅ)
-

ピクトサイン アクリル板-t5 形状カット *耐候性シート貼り 3

換気材（男性、女性)
深型フード:P-13VSQ4 (ステンレス、防虫網、水切り付)

換気扇：V-08PALD8 (三菱電機)φ100、AC100V *人感知センサー式
4

換気材（誰でもＷＣ）
深型フード:P-18VSQ4 (ステンレス、防虫網、水切り付)

換気扇：V-12PALD8 (三菱電機)φ150、AC100V *人感知センサー式
1

ハンガースライド扉

（男性、女性)

表面材:化粧鋼板/色：アイボリー、アルミ換気ガラリ付

*開放時施錠にて固定する仕様 *管理用鍵付(共通キー)
2

ハンガースライド扉

（誰でもＷＣ）

表面材:化粧鋼板/色：アイボリー、アルミ換気ガラリ付

*使用表示/非常解錠装置付 *管理用鍵付(共通キー)
1

外壁灯 LED照明：LGWC80360 LE1(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)AC100V 同等品 *センサー付 3

内 装

内 壁 塗装仕上げ(複層仕上塗材Ｅ) 色:ライトベージュ -

床 100角ノンスリップタイル貼り -

室内照明 LED照明：XLW213NENZ LE9(ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)AC100V 同等品 7

トイレブース
表面材:メラミン化粧合板／色:アイボリー t=40 *Rｴｯｼﾞﾀｲﾌﾟ

*脚金物(SUS) *用具入れは外施錠付き(共通キー)
-

パネルヒーター NY-1375(ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ) *1.375kw *保護ガード付 2

パネルヒーター NZ-1500(ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ) *1.5kw *保護ガード付 1

システムウォール
軽量鉄骨、下地ボード、メラミン化粧板(タフウォール同等品)張り

色：アイボリー 巾木(ステンレス箔被覆ABS)
-

面台 MDF芯材(t=20)、表面材:メラミン化粧板/色:アイボリー -

部 位 項 目 仕 様 員数

衛生設備

腰掛式便器

床置床排水大便器:CS232BHM(TOTO)

密結タンク:SH232BN *排水芯可変タイプ、ヒーター付、流動式

ウォシュレットＰＳ２ＡＫ:TCF5554AUPR *エコリモコン

*露出給水管部分は、電熱線・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材巻き

4

小便器

床置小便器:UFH507CHR(TOTO) *ヒーター付

自動フラッシュバルブ:TEA62ADFS(TOTO) *乾電池式

*流動式(凍結防止用ネジ付)

2

手洗器

壁掛洗面器:L210C

自動水栓一体型電気温水器:REAH06A11SSC40AZK(TOTO)

*凍結防止ウィークリータイマー付

*露出給水管部分は、電熱線・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材巻き

2

大型手洗器（誰でもＷＣ）

壁掛洗面器:L270CM

自動水栓一体型電気温水器:REAH06A11SSC40AZK(TOTO)

*凍結防止ウィークリータイマー付

*露出給水管部分は、電熱線・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材巻き

1

掃除用流し
マルチシンク:SK510D、自在水栓:T136AUNR13N(TOTO)

*床給排水 *露出給水管部分は、電熱線・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材巻き
1

部 位 項 目 仕 様 員数

アクセサリー

紙巻器 スペア付紙巻器:YH191R/L(TOTO) *棚付 *ステンレス 4

化粧鏡（男性、女性) 盗難防止形耐蝕鏡:YM3545FE(TOTO) 2

化粧鏡 耐食鏡:YM4510FAC(TOTO) *アーチ形 1

ベビーシート YKA25S(TOTO) 1

ベビーチェア YKA15S(TOTO) 1

部 位 項 目 仕 様 員数

多目的器具

固定式手摺(L型) T112CL10 樹脂被覆タイプ｢SUS304｣(TOTO) 1

可動式手摺(はね上げﾀｲﾌﾟ) T112H7R 樹脂被覆タイプ｢SUS304｣(TOTO) 1

小便器手摺 T112CU22 樹脂被覆タイプ｢SUS304｣(TOTO) 1

※衛生陶器、手摺被覆樹脂色は「パステルアイボリー」とする。
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★:電熱線：ｵｰﾄﾋｰﾀｰ取付(保温材巻き)

NFｵｰﾄﾋｰﾀｰ｢ESﾀｲﾌﾟ｣1ES(1.0m)

東京特殊電線(株)同等品を示す。
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換気扇

雨樋

臭突管(浄化槽)

特記)
・外壁の塗装色及びサイディング色は協議の上決定とする。
・外壁サイディング下部(見え掛)の塗装色等は協議の上決定とする。
・木部材は全て､杉の防腐処理材とする｡（野地板は無処理とする）
・小屋組等の固定用ビス類は､亜鉛メッキ処理とする｡
・トイレ本体の鉄筋コンクリート躯体は、鋼製型枠による成型品とする。
・本製品は、プレキャスト鉄筋コンクリート製品(JIS A 5372)の認定を受けたＪＩＳ工場の品質管理の下、製造された製品とする。
・本製品は、(一社)日本公園施設業協会の賠償責任保険に加入した製品とする。
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図面名

作 成年月 日
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パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事
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トイレ-3

B-B断面図 S=1:30

基礎伏図 S=1:30

基礎部断面詳細図/アンカーボルト設置断面詳細図 S=1:10

図 示 ( A 1 )

詳 細 図 3 [ ト イ レ - 3 ]
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1棟当り材料表 トイレ

砂利地業 RC-40 t=100/t=1504.6

名 称 規格・寸法 単位 数 量 摘 要

コンクリート m3Fc21 19.67

SUS製タラップ 本 6

型枠 m2 44.4

捨てコンクリート m3Fc18 1.66

m3

コンクリート m3Fc18 3.27

鉄筋 kg

D13鉄筋 kg

D10 41.0

1,251.5

コンクリート金ごて仕上げ m2 ピット内11.7

塗膜防水 m2 33.1Y-1
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東京特殊電線(株)同等品を示す。
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給水 ポン プより

浄化 槽へ

「給排水」系統 参考図 S=1:30

特記)
・給排水設備については、屋内外で整合するようスリーブ箇所を適宜調整の上施工すること。
・給水管はステンレス管の保温材巻きとする。

t = 1 2 0 ： 土間コ ンク リート ( F c = 2 1 N / m m )

t = 3 0 ： 床タイ ル t 9 + モ ル タル

D種接地 極 1銅覆鋼棒φ14×1.5m
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図面名
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パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事
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トイレ-4

小屋伏図 S=1:30

桁・梁伏図 S=1:30

桁・梁伏図(頭つなぎ金物) S=1:30

天窓詳細図 S=1:10

柱天端プレート詳細図 S=1:10

柱天端コーナーブラケット詳細図 S=1:10

図 示 ( A 1 )

詳 細 図 4 [ ト イ レ - 4 ]
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開口受け枠

屋根:ガルバリウム鋼板葺

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ:23kg

野地板:t=27

垂木:65x90

本体アルミ外装板（付属品）

鋼板材立上げ施工

防水テープ(付属品）

ルーフィングシート立上げ

本体アルミ外装板（付属品）

鋼板材立上げ施工

9
5

本体アルミ外装板（付属品）

鋼板材立上げ施工

防水テープ（付属品）

ルーフィングシート立上げ

屋根:ガルバリウム鋼板葺

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ:23kg

野地板:t=27
45

726

497

屋根:ガルバリウム鋼板葺

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ:23kg

野地板:t=27

開口補強材

開口受け枠

45

垂木:65x90

開口受け枠

垂木:65x90

開口受け枠

10

4

天窓：木枠+アルミ型材

網入り型板ガラス

製品名：日本ベルックス㈱

スカイビューシリーズＦＳタイプ

天窓：木枠+アルミ型材

網入り型板ガラス

製品名：日本ベルックス㈱

スカイビューシリーズＦＳタイプ

452.5

X5

束柱:140x140

梁:140x190

梁:140x190梁:140x190梁:140x190

梁:140x190

X5

母屋:65x65

桁:140x190

〃 〃 〃〃 〃〃 350

梁:140x190

面戸板

〃〃450350 100100

1730 1660 1040 1345 1192.5 1192.5 2500 520

溝型鋼ジョイント位置

80

柱天端プレート：

φ250xt9.0

31
5

8
0

15
5

6
14
3

6

柱天端プレート：

φ250xt9.0

STK鋼管-

φ76.3x3.2

ブラケット：

プレートt=6.0加工

φ13キリ

（M10ボルト用）

R面取り

ブラケット：

プレートt=6.0加工

5
4

7
0

6
0

6
1
8
4

9
8
5

19
0

2
8
4

275

235 40

61436

155

40235

275

4040

80

315

STK鋼管-

φ76.3x3.2

柱天端プレート：

φ250xt9.0

ブラケット：

プレート

t=6.0加工

2
8
4

19
0

8
5

9

6
0

7
0

6
0

155

6 143 6

STK鋼管-

φ76.3x3.2

4-φ17x30長孔

（M12ボルト用）

柱天端プレート：

φ250xt9.0

P.
C.
D=
16
0

φ250

4
5°

4
5°

80

40 40

8
0

520

X1 X2 X3 X4
溝型鋼-150x75x6.5ｘ10

Y2

Y1

25
3
5

8310

4985 5 3320

4985 5 3320

22
2
5

壁固定位置

15
0

5

22
2
5

1
5
0

5

火打梁:L-65x65x6

火打梁固定用

PL-t6、M16ﾎﾞﾙﾄ

700

火打梁:L-65x65x6

縦方向断面図

横方向断面図



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

トイレ-5

図 示 ( A 1 )

詳 細 図 5 [ ト イ レ - 5 ]

1 8

電灯設備平面図 S=1:30

コンセント・非常用設備平面図 S=1:30

(FL=1132.10)

記 号 摘 要 備 考

室内灯

EM-EEF1.6-2C

外壁灯 *センサー付 参考型番:LGWC80360 LE1

ピット内基礎貫通スリーブ 位置は現地合わせとする

Ｆ 換気扇電源接続

Ｓ
熱線センサ付自動スイッチ AC100V 8A 屋外用

露出取付カバー共

参考型番:WTK44819

露出(ステーブル止め)

ライニングピット内隠蔽(PF16)

ライニングピット内隠蔽(PF22)

参考型番:WTK2091

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-3C

参考型番:XLW213NENZ LE9

分電盤 盤内 外部電灯用調光器設置

参考型番:V-08PALD8/V-12PALD8

Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ

Ｆ Ｆ
Ｆ

Ｆ

Ｆ

記 号 摘 要 備 考

コンセントA

コンセントEET

呼出ボタン

警報ランプ付きブザー

EM-EEF2.0-3C ライニングピット内隠蔽(PF22)

ライニングピット内隠蔽(PF28)EM-EEF2.0-3C+2C

EM-EEF2.0-3C+2C+2C

EM-AE 0.9-2C

ライニングピット内隠蔽(PF28)

ライニングピット内隠蔽(PF16)

腰掛便器ヒーター、ウォシュレット、給水管電熱線用

掃除用流し給水管電熱線用、小便器ヒーター用

EETWP

コンセントB 電気温水器、ウィークリータイマー、給水管電熱線用

EETWP 屋外コンセント 参考型番:WK4702B

パネルヒーター電源結線

A

A

A A

B
B

B

EET

EET

EET

EM-AE 0.9-2C+2c ライニングピット内隠蔽(PF16)

Ａ

Ａ 自動点滅器 トイレ外 デッキ部ライト用

ELB

３Ｐ ５０ＡＦ／４０ＡＴ

３０ｍＡ 欠相保護付

ＲＮＴ
TB3P-60A

１φ３Ｗ １００/２００Ｖ

換気扇

UN,11

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

MCB-1

1-1

非常用警報器

押ﾎﾞﾀﾝ

RTr

AC100/24V

N4

U4

X1

X1

L
E
D

ON保持型

WS6677

T0 N24

1.5Ａ

102

AC24V

L24

N24

L24

（抵抗負荷5A）

101

T11

T12

ELBアース

UN,12

UN,13

室内照明 1-2

外壁灯 1-3

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／１５ＡＴ

MCB-2

手洗器コンセント

3

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

MCB-3UN,3 MCB-4

2-1

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／１５ＡＴ

WN,21

（男子、ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ）
5

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

MCB-5UN,5 MCB-6

パネルヒーター6

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

WN,6
腰掛便器コンセント

7

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

MCB-7UN,7 MCB-8

パネルヒーター8

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

WN,8

パネルヒーター

9

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／１５ＡＴ

MCB-9UN,9 MCB-10

屋外コンセント

10

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／１５ＡＴ

WN,10

11

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／１５ＡＴ

MCB-11UN,11 MCB-12

ﾃﾞｯｷｽﾎﾟｯﾄﾗｲﾄ（外部）

12

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／１５ＡＴ

WN,12

ﾃﾞｯｷﾌｯﾄﾗｲﾄ（外部）
ＭＣ２ＭＣ１

13

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

MCB-13UN,13 MCB-14

浄化槽コンセント柱

14

２Ｐ１Ｅ ５０ＡＦ／２０ＡＴ

WN,14

浄化槽ブロワ用

予備

（女子）

腰掛便器コンセント

２Ｐ

L0,N0F

ED

B

R

W

(1,黒)

(3,赤)

(2,白)

自動点滅器

COS2

試 切 自

L0

N0

2

4

TS2

3

AC100V

ＭＣ２

２４Ｈ停電保証付

ＴＳ２-ＯＮ

ＴＳ１

2-2
UN,22

小便器ヒーター

SK電熱線

非常用警報器

W4,N4

4

2回路型

参考品番：TB 251201N

ロ

ＴＳ２-ＯＦＦ

COS1

試 切 自

1

TS1

AC100V

ＭＣ１

ＴＳ１-ＯＮ

イ

ＴＳ１-ＯＦＦ

※盤内に調光器設置

特記)
・梁貫通両端にはSUS製プルボックス(200×200×100)を設置する。強電・弱電を共有する箇所はセパレータ付とする。

分電盤回路図

（参考）

E D



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

横断側溝

断面図 S=1:10

図 示 ( A 1 )

詳 細図 6 [ 横 断側溝 ・止 水壁 ]

1 9

1 0 0 3 0 0 1 0 0

R =
5 0

2 5 4 5 0 2 5

5 0 0

5
0

4
0
0

1
5
0

1
2
0

5
0
0

1
0
0

1
3
2
0

グ レ ー チン グ

T - 2 5 細 目

透水 性コ ンク リート

横 断側 溝

W 3 0 0 × H 5 0 0 × L 2 0 0 0

片 側浸 透タイ プ

止水壁

1 0 0 3 0 0 1 0 0

5 0 0

6
9
1
0
0

1
2
0

5
0
0

6
2
0

4 0 6 0 3 0 0 6 0 4 0

5 0 0

R =
5 0

A - A 断 面正面 側

B

B

5 0 0

2 0 0 0

3 0 0

8 3 1 6 9 1 0 0

1
0
0

3
0
0

1
0
0

5
0
0

1
8
0

2
4
0

連 結 用イン サー ト

ガイ ドピン 設置 孔

下 面側上 面側

B - B 断 面側 面側

5 0 0

2 0 0 0

3 0 0

1 0 0 6 9 7 0 4 6 0 1 4 0 3 3 0

4 0 0 4 0 0 4 0 0 4 0 0 4 0 0

1 2 0

A

A

連 結用イ ンサ ート

ガ イドピ ン設 置孔

5 0 5 0 5 0 0 5 0 5 0

7 0 0

平面図

横断側溝詳細図 S=1:10

側面図正面図

平面図 S=1:10

正面図 S=1:10 断面図 S=1:10

5 0 0

1
5
0

5 0 0

1
0
0

6
2
0

8
2
0

5 0 5 0 0 5 0

6 0 0

1 5 0

1
0
0

6
2
0

8
2
0

5 0 1 5 0

2 0 0

F.L

F.L F.L

名 称 単位 数 量 摘 要

10m当り

規格・寸法

m2型枠 3.0

材料表 横断側溝

透水性コンクリート

個横断側溝 5.0W300×H500×L2000 片側浸透 参考重量599kg 受枠含む

1箇所当り材料表 止水壁

フィルター層 砂 m3 t=500.4

砂利地業 RC-40 m3 t=4002.8

t=150m2 6.0

枚グレーチング 10.0幅300用 L=1000 細目 参考重量52kg

横 断側溝

コン クリー ト

F c 1 8

砂 利地 業

R C - 4 0

コ ン クリ ート

F c 1 8

砂 利地 業

R C - 4 0

名 称 単位 数 量 摘 要規格・寸法

m2型枠 0.8

コンクリート

砂利地業 RC-40 m3 t=100

m3 0.05

0.01

Fc18

砂 利地 業

R C - 4 0

フ ィル ター 層

砂

透 水性 コン クリー ト舗 装

透 水性コ ンク リート 舗装透 水性コ ンク リート 舗装

1
0
0

1
0
0



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

サイン

サインA サインB

A A

A A

1基当り材料表 サインA

名 称 単位 数 量 摘 要規格・寸法

m2型枠 2.0

コンクリート

砂利地業 RC-40 m3 t=100

m3 0.36Fc18

0.1

サイン 基 1W600×H900 HGL2000

1基当り材料表 サインB

名 称 単位 数 量 摘 要規格・寸法

m2型枠 2.4

コンクリート

砂利地業 RC-40 m3 t=100

m3 0.36Fc18

0.1

サイン 基 1W900×H900 HGL1800

図 示 ( A 1 )

詳 細 図 7 [ サ イ ン ]

2 0

6 5 6 0 6 6 5

7 3 6

5 9 0

1
0
0

6
0
0

1
0
9
4

9
0
6

2
0
0
0

8
9
0

5 0 1 1 0 0 5 0

1 2 0 0

6 7 1

表 示 板： スーパ ーカ ラー B R 6 0 印 刷

アルミ 複合 板 t 3 . 0

W 6 0 0 × H 9 0 0

（ 見え 代： W 5 9 0 × W 8 9 0 ）

表 示枠 ：アル ミ押 出形材

アル マイ トダー クブ ラウン

支柱 ：ア ルミ 押出形 材

ア ルマ イトダ ーク ブラウ ン

コン クリ ート

F c 1 8

砂 利地 業

R C - 4 0

7 5

2
6
0
0

フ タ ：ア ルミ加 工品 t 2 . 0

焼 付塗装 仕上

2 - M 4 低 頭小 ネジ 止め

5 0 5 5 0 5 0

6 5 0

6 5

7
5

(
4
0
)

□
3
0

支 柱 ：ア ルミ 押出形 材

ア ルマ イトダ ーク ブラ ウン

M 8 ボ ル ト・ナ ット 止め

背板 ：アル ミ複 合板（ 黒） t 3 . 0

表 示板： アル ミ複合 板 t 3 . 0

表 示枠 ：ア ルミ 押出形 材

ア ルマ イトダ ーク ブラウ ン

G.LG.L

6 5 9 0 6 6 5

1 0 3 6

1
0
0

5
0
0

1
0
0

8
9
4

9
0
6

1
8
0
0

5 0 6 0 0 5 0

7 0 0

5 0 6 0 0 5 0

7 0 0

2
4
0
0

7 5

8 9 0

8
9
0

9 7 1

表 示 板 ：スー パー カラー B R 6 0 印 刷

アル ミ複 合板 t 3 . 0

W 9 0 0 × H 9 0 0

（ 見 え代 ： W 8 9 0 × W 8 9 0 ）

表示枠 ：ア ルミ 押出形 材

ア ルマ イトダ ーク ブラウ ン

支柱 ：ア ルミ 押出形 材

ア ルマ イトダ ーク ブラウ ン

コ ンク リー ト

F c 1 8

砂 利地 業

R C - 4 0

フ タ： アル ミ加工 品 t 2 . 0

焼 付 塗装仕 上

2 - M 4 低 頭小ネ ジ止 め

平面図 S=1:20

正面図 S=1:20 断面図 S=1:20

A-A断面図 S=1:2

特記)
・(一社)日本公園施設業協会賠償責任制度による、賠償責任保険加入製品とする。
・(一社)日本公園施設業協会が認定した「SPL表示認定企業」の設計・製造・販売製品とする。
・本製品は、ISO 9001:2015認証取得企業製品とする。
・表示面に表示する内容については監督員と協議の上決定し、施工者が作成すること。

特記)
・(一社)日本公園施設業協会賠償責任制度による、賠償責任保険加入製品とする。
・(一社)日本公園施設業協会が認定した「SPL表示認定企業」の設計・製造・販売製品とする。
・本製品は、ISO 9001:2015認証取得企業製品とする。
・表示面に表示する内容については監督員と協議の上決定し、施工者が作成すること。

平面図 S=1:20

正面図 S=1:20 断面図 S=1:20

A-A断面図 S=1:2

6 5

7
5

(
4
0
)

3
0

支 柱 ： アル ミ押出 形材

アル マイト ダー クブ ラウン

M 8 ボ ルト・ ナッ ト止 め

背板 ：アル ミ複 合板 （黒） t 3 . 0

表 示 板：ア ルミ 複合 板 t 3 . 0

表 示 枠： アル ミ押出 形材

アル マイト ダー クブラ ウン

F.LF.L



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

マーキング

4
5
0
0

5
0
0

5
0
0
0

2 5 0 0

1 0 0

4 0 0 2 1 0 0

2 5 0 0

パ ーキ ングブ ロッ ク

1 2 0 × 1 8 0 × 6 0 0

4
0
0
0

5
0
0

3 0 0 6 0 0 3 0 06 0 0

区 画線 A

実 線 W 1 0 c m

9 . 1 m / 箇 所

パーキングブロック

F.L F.L

7 0 4 6 0 7 0

6 0 0

1
0
5

7
5

1
8
0

7 0 4 6 0 7 0

6 0 0

1
2
0

8 0 1 0 0

1 0 5 7 5

1 8 0

1
2
0

パ ー キン グブ ロック

1 2 0 × 1 8 0 × 6 0 0

ア ン カー ピン・ キャ ップ

パー キング ボン ド

平面図 S=1:10

正面図 S=1:10 側面図 S=1:10

3 5 0 0

8 0 0 6 0 0 8 0 06 0 0

1 7 5 0

2
0
0
0

5
0
0

区 画 線 A

実 線 W 1 0 c m

4 . 5 m / 箇 所

配置図 S=1:50 マーキング参考図 S=1:50

1 3
5
R 5
1 3

R 1
6 2

1
3
5

1
1
9

8 0

8 0

1 7 5 0

2
0
0
0

区 画 線 C

5 . 1 m / 箇 所 ( W 1 5 c m 換 算 )

図 示 ( A 1 )

詳 細 図 8 [ 車 止 め・ マーキ ング
・パ ーキン グブ ロッ ク ]

2 1

車止め

平面図 S=1:10

断面図 S=1:10

立面図 S=1:10

F.L F.L

5
0
5
0

4
0
0

8
5
0

1
2
5
0

3
1

1
0
0
0

φ 2 0 貫 通 穴

（メ ッキ穴 ）

キャ ップ

S S 4 0 0 t 3 . 2

溶 融 亜鉛 メッキ 後リ ン酸 亜鉛処 理（ N 3 . 5 ）

白色 反射 テープ

5 0 m m 幅

1 枚 全 周貼り 付け （超 高輝度 タイ プ）

支 柱

S T K 4 0 0 φ 1 0 1 . 6 × t 3 . 2

溶 融亜 鉛メッ キ後 リン酸 亜鉛 処理 （ N 3 . 5 ）

S=1:3支柱断面詳細図

ハイパ ーユ ニット

S T K 4 0 0 φ 4 8 . 6 ／ φ 2 1 . 7

溶 融亜 鉛メ ッキ

特記)
・耐衝撃評価

車両重量：約1.16t
車両速度：40km/h

ス リーブ パイ ル

S T K 4 0 0 φ 1 1 4 . 3 × t 3 . 5

高 耐食性 メッ キ

φ 1 0 1 . 6

φ 1 0 1 . 6

φ 1 0 1 . 6



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

丸太土留め-1

図 示 ( A 1 )

詳 細図 9 [ 丸 太土 留め - 1 ]

2 2

平面図 S=1:20

正面図 S=1:20 断面図 S=1:20

特記)
[木材]
・木材は杉材（丸太材はロータリー加工）を使用する。
・木材は薬剤注入に適するように天然､又は人工乾燥処理を行う。
・木材は全て加工後､AZNA ペンタキュアECO30木材保存剤を加圧注入処理する。
・加圧注入方法はJIS A 9002による。
・杭木の頭部は面取を行なう。

[ボルト類]
・コーチスクリューは、図示無き限り､溶融亜鉛めっきとする。

・製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。
・本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。
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4 0 04 0 0 コ ー チス クリ ューφ 1 2
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長
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L = 1 8 0

横 木 φ 1 0 0

杭 木φ 1 2 0

L = 1 2 0 0
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面 取 り

コーチ スク リュ ーφ 1 2

L = 1 8 0

杭 木φ 1 2 0

L = 1 2 0 0

G.L

G.L

G.L

8 0 0 8 0 0 8 0 0 8 0 0

4 0 04 0 0 コ ーチス クリ ュー φ 1 2

L = 1 8 0横 木 φ 1 0 0

埋
込
長
さ
1
9
0
0

4
0
0

杭
木
長
さ
2
3
0
0

杭 木 φ 1 2 0

L = 2 3 0 0

1
2
0 1
0
0

8 0 0 8 0 0 8 0 0 8 0 0

4 0 04 0 0杭 木φ 1 2 0

L = 2 3 0 0

コ ーチ スク リュ ーφ 1 2

L = 1 8 0

横 木 φ 1 0 0

埋
込
長
さ
1
9
0
0

4
0
0

杭
木
長
さ
2
3
0
0

横 木 φ 1 0 0

面 取り

コー チスク リュ ーφ 1 2

L = 1 8 0

杭 木φ 1 2 0

L = 2 3 0 0

G.L

1 2 0 4 0 0

1 0 0

G.L

1 :
1 .
7

丸太土留めA 丸太土留めB

平面図 S=1:20

正面図 S=1:20 断面図 S=1:20

特記)
[木材]
・木材は杉材（丸太材はロータリー加工）を使用する。
・木材は薬剤注入に適するように天然､又は人工乾燥処理を行う。
・木材は全て加工後､AZNA ペンタキュアECO30木材保存剤を加圧注入処理する。
・加圧注入方法はJIS A 9002による。
・杭木の頭部は面取を行なう。

[ボルト類]
・コーチスクリューは、図示無き限り､溶融亜鉛めっきとする。

・製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。
・本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。

砕石 敷き

t = 1 0 0 , W = 2 0 0

単 粒 度砕石 5 号

砕石 敷き

2 0 0

2
0
0

砕 石 敷き

t = 1 0 0 , W = 2 0 0

単 粒 度砕石 5 号

2
0
0

砕 石 敷き

2 0 0



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

丸太土留め-2

図 示 ( A 1 )

詳 細図 1 0 [ 丸 太 土留 め - 2 ]

2 3

平面図 S=1:20

正面図 S=1:20 断面図 S=1:20
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杭
木
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コ ーチ スクリ ュー φ 1 2
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杭 木φ 1 2 0

L = 2 9 0 0

1 2 0 4 0 0

1 0 0 1 :
1 .
7

G.L G.L
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4 0 04 0 0 コ ーチス クリ ュー φ 1 2

L = 1 8 0横 木 φ 1 0 0
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長
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杭
木
長
さ
2
7
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1
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8 0 0 8 0 0 8 0 0 8 0 0

4 0 04 0 0杭 木φ 1 2 0
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コ ーチ スク リュ ーφ 1 2
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横 木 φ 1 0 0
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埋
込
長
さ
2
1
0
0

6
0
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杭
木
長
さ
2
7
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横 木 φ 1 0 0
面 取 り

コ ーチ スク リュー φ 1 2

L = 1 8 0

杭 木 φ 1 2 0

L = 2 7 0 0

G.L

G.LG.L

丸太土留めC 丸太土留めD

平面図 S=1:20

正面図 S=1:20 断面図 S=1:20

特記)
[木材]
・木材は杉材（丸太材はロータリー加工）を使用する。
・木材は薬剤注入に適するように天然､又は人工乾燥処理を行う。
・木材は全て加工後､AZNA ペンタキュアECO30木材保存剤を加圧注入処理する。
・加圧注入方法はJIS A 9002による。
・杭木の頭部は面取を行なう。

[ボルト類]
・コーチスクリューは、図示無き限り､溶融亜鉛めっきとする。

・製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。
・本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。

特記)
[木材]
・木材は杉材（丸太材はロータリー加工）を使用する。
・木材は薬剤注入に適するように天然､又は人工乾燥処理を行う。
・木材は全て加工後､AZNA ペンタキュアECO30木材保存剤を加圧注入処理する。
・加圧注入方法はJIS A 9002による。
・杭木の頭部は面取を行なう。

[ボルト類]
・コーチスクリューは、図示無き限り､溶融亜鉛めっきとする。

・製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。
・本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。

砕石 敷き

t = 1 0 0 , W = 2 0 0

単 粒 度砕石 5 号

2
0
0

砕 石 敷 き

2 0 0



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

木製アスカーブ 舗装

アスファルト舗装

断面図 S=1:10

表 層(再生密粒度アスコン)

6
8
0

基 層(再生粗粒度アスコン)

路 床

5
0

4
3
0

砕石舗装

断面図 S=1:10

5 5

5
5

砕石保護材部分詳細図 S=1:2

0 . 5 4

砕石保護材イメージ図 S=NON

5
0

表 層(6号砕石)

砕石保護材＋6号砕石充填

路 床

洗掘防止シート

1
0
0
5
0
3
0

1
8
0

路 盤(RC-40)

透水性コンクリート舗装

断面図 S=1:10

1
5
0

5
0

上 層(M-40)

下 層(RC-40)

（道路台帳に基づく）

図 示 ( A 1 )

詳 細図 1 1 [ 木 製アス カー ブ・縁 石・ 舗装 ]

2 4

縁石

断面図 S=1:10

目地 カッター目地 20.0m

名 称 単位 数 量 摘 要

100m2当り

規格・寸法

表層 再生密粒度アスコン

材料表 アスファルト舗装

100.0 t=50

基層 再生粗粒度アスコン m2 t=50

m2

100.0

下層 m2 t=430100.0RC-40

上層 m2 t=150100.0M-40

名 称 単位 数 量 摘 要

100m2当り

規格・寸法

材料表 透水性コンクリート舗装

m2 t=150100.0

m2 t=250100.0

m2 t=150100.0

表層 透水性コンクリート

上層路盤 RC-40

下層路盤

特記)
・透水性コンクリートは完全無機透水性ポーラスコンクリート(6号砕石)とする。
・カッター目地は5m以下に1箇所設けること。
・土に接する部分の側面はモルタル塗りとする。

m2 t=50100.0フィルター層 砂

名 称 単位 数 量 摘 要

100m2当り

規格・寸法

材料表 砕石舗装

m2 100.0

m2 t=100100.0

洗掘防止シート

路盤 RC-40

特記)
・砕石保護材の端部は別途計上の見切材によって固定すること。

m2 100.0砕石保護材

m2 100.06号砕石 t=80

防草シート 目付量240g/m2

ハニカム材 H50

立面図 S=1:20

平面図 S=1:20

特記)
[木材]
・木材は杉材（丸太材はロータリー加工）を使用する。
・木材は薬剤注入に適するように天然､又は人工乾燥処理を行う。
・木材は全て加工後､AZNA ペンタキュアECO30木材保存剤を加圧注入処理する。
・加圧注入方法はJIS A 9002による。
・本製品はAQ認証製品製造工場にて製作するものとする。

[ボルト類]
・アンカーピンは、溶融亜鉛めっきとする。

・製品保証は2年、木部の腐朽に関しては5年の保証とする。
・本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。

断面図 S=1:10

アンカーピン詳細図 S=1:10
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丸 平 頭

丸 鋼φ 1 3

4 面 先付 加工

2 5 0

1
0
0

砕 石 敷 き

t = 1 0 0 , W = 2 5 0

単 粒度 砕石 5 号

砕石あ り 砕石な し

表 層(透水性コンクリート)

1
5
0

6
0
0

上層路盤(RC-40)

路 床

1
5
0

フィルター層(砂)

2
5
0

カ ッ ター 目地

下層路盤(RC-40)

5
0

1 5 0

1
0
0

1
5
0

6
0
0

5 0 1 5 0

2 0 0

F.L(アスファルト舗装)

砂利 地業

R C - 4 0

3
4
0

1
0

G.L

5 0

2 5 0

地 先 境界 ブロ ック

1 5 0 × 1 5 0 × 6 0 0 ( 片 面取 り )

敷 モルタ ル

1 : 3

コ ンク リート

F c 1 8

10m当り材料表 縁石

名 称 単位 数 量 摘 要規格・寸法

m2型枠 2.0

コンクリート

砂利地業 RC-40 m3 t=340

m3 0.20Fc18

0.9

敷モルタル

地先境界ブロック

1:3

150×150×600

m3

個

0.02

16.7 片面取り

RC-40



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

コンセント柱

砂

電線保護管
FEP65

500

2
3
5

7
3
5
以
上

埋戻し

F.L

6
0
0
以
上

埋設シート
W=150/ダブル

断面図 S=1:10

材料表 電線保護管C

名 称 単位 数 量 摘 要

10m当り

規格・寸法

砂 m3

埋設シート W=150 ダブル m

1.08

10.0

特記)
・電線保護管の土被りは600mmを基本とする。
これによりがたい場合は対応について監督員と協議すること。

電線保護管 m 10.0FEP30

砂

500

2
3
5

7
3
5
以
上

埋戻し

F.L

6
0
0
以
上

埋設シート
W=150/ダブル

断面図 S=1:10

材料表 電線保護管B

名 称 単位 数 量 摘 要

10m当り

規格・寸法

砂 m3

埋設シート

電線保護管

W=150 ダブル m

m 10.0FEP65

1.10

10.0

特記)
・電線保護管の土被りは600mmを基本とする。
これによりがたい場合は対応について監督員と協議すること。

電線保護管
FEP40

電線保護管
FEP65

電線保護管 m 10.0FEP40

電線保護管埋設図

電線保護管A

500

3
0
0
以
上

埋設シート
W=150/ダブル

断面図 S=1:10

材料表 電線保護管A

名 称 単位 数 量 摘 要

10m当り

規格・寸法

埋設シート

電線保護管

W=150 ダブル m

m 10.0FEP65

10.0

特記)
・電線保護管の土被りは300mm以上を確保すること。

電線保護管B

電線保護管C

電線保護管
FEP40

電線保護管
FEP65

電線保護管 m 10.0FEP40

良 質 土埋 戻し

G.L

( 2 0 1 )

9 0

4
5

3
5
0

7
8
6

5
3

8
5
0

通 線 穴

3 5

屋 外電源 コン セン ト支柱

ア ルミ

ア ルマイ ト処 理 ブラッ ク色

天面 カバ ー

アル ミ

アル マイ ト処 理 ブ ラッ ク色

防水 パッ キン

C R ゴ ム t = 0 . 5

ブ ラ ック 色

特殊皿 ねじ （六 角ピン 付）

S U S 3 0 4 M 4 × 1 6

根 かせプ レー ト

ア ルミ t = 5

2 0 0 2 0 0

8 7

1
9
0

7 8

1
9
0

保 護 カ バー

P C 樹 脂

ブ ラッ ク色

防水板

特殊軟 質塩 ビ

カバー 付接 地防 水コン セン ト（鍵 付）

平面図 S=1:3

正面図 S=1:3

コ ン クリ ート版 t = 1 2 0

別 途 計上

側面図 S=1:3

コンセント詳細図 S=1:3

正面図 側面図

ア ース 端子 ねじ

M 4 × 6

4 0 0 6 0 0

7
5
0

ト
イ
レ
基
礎

コンセント柱配置図 S=1:10

給 水ポ ンプ （移 設）

コン セント 柱

送風 機（ 浄化 槽）

砂

電線保護管
FEP30

500

1
9
0

6
9
0
以
上

埋戻し

F.L

6
0
0
以
上

埋設シート
W=150/ダブル

断面図 S=1:10

材料表 電線保護管D

名 称 単位 数 量 摘 要

10m当り

規格・寸法

砂 m3

埋設シート W=150 ダブル m

0.94

10.0

特記)
・電線保護管の土被りは600mmを基本とする。
これによりがたい場合は対応について監督員と協議すること。

電線保護管 m 10.0FEP30

電線保護管D

F.L F.L

5
0
0

コ ン クリー ト版 t = 1 2 0

3
8
5
以
上

(
2
0
1
)

電線保護管
FEP30

電線保護管
FEP40

電線保護管 m 10.0FEP40

電線保護管 m 10.0FEP65

図 示 ( A 1 )

詳 細 図 1 2 [ 電 線 保護管 埋設 図・コ ンセ ント柱 ]

2 5

E D



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月

図 示 ( A 1 )

詳 細図 1 3 [ 引 込柱 ]

2 6

電 源 送り 1

電 源 送り M C B 3 P 5 0 / 2 0 A 1 B B W A 3 2 0 1 S

L P

C H C H

M C B 3 PL P

5 0 / 2 0 A

M C B 3 P

A C 1 φ 3 W 2 0 0 / 1 0 0 V

5 0 H z

A C 3 φ 3 W 2 0 0 V

5 0 H z

R S TR N T

( サ イズ 表記 のみ ) ( サ イ ズ表 記の み )

S P
6 0 A
W h

S P

W h

¦

区 分 機 器 名 個 数 備 考品 番

区 分 機 器 名 個 数 備 考品 番

1 2 0 A

1 0 0 / 7 5 A

M C B 3 P 1 0 0 / 7 5 A B B W A 3 7 5 C

セ
パ
レ

タ
¦

引込柱

1基当り材料表 引込柱

名 称 単位 数 量 摘 要規格・寸法

mスパイラルダクト 1.1

コンクリート

砂利地業 RC-40 m3 t=100

m3 0.55Fc18

D種接地 極 1

正面図 S=1:20

特記)
・表面処理については、溶融亜鉛メッキ（HDZT77）後、ダークブラウン色塗装仕上げとする。

引込柱 基 1

分電盤内結線図
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φ 1 3 9 . 8 × t 4 . 5
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タ タキ コミ

φ 1 1 4 . 3 × t 3 . 5

S T K 4 0 0

水 勾 配
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コンク リー ト

F c 1 8

砂 利 地業

R C - 4 0

1 0 0 × 7 0 貫 通 穴

（ケ ーブ ル穴 ）

両フッ クバ ンド

E D

ス パ イラ ルダク ト

φ 8 5 0
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φ850

H5830

分電盤ボックス 個 1900×500

銅覆鋼棒φ14×1.5m



工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

令和 6 年 3 月
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平面図 S=1:10

断面図 S=1:10

※ 水抜穴 φ 5 0 に 装 着し

止水が 可能 。

止水 栓

C - 5 0
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φ 1 5

φ 9

2
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2
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φ 9

φ 1 5

部
材

部
材

ガ イ ドピン

ガイドピン部詳細図 S=1:5

装 備 解説

A： 長辺 外側 幅， B ： 短辺外 側幅 ， H ： 外 側高 さ

a： 長辺 内側 幅， b ： 短辺内 側幅 ， h ： 内 側高 さ

製品 構成・ 付属 品構 成表

M H K □ 6 0 0 × 1 5 0 ( 6 0 ) 上 部 S

番 号 製 品 名 備 考

1

2

3

M H K □ 6 0 0 × 4 5 0 ( 6 0 ) 中 間

M H K □ 6 0 0 × 1 5 0 ( 6 0 ) 下 部

1 0 8 k g

参 考重 量

1 7 1 k g

1 5 7 k g

数 量

1

1

1

型 式： M H K 6 0 0 S - U 1 5 0 F - S

型 式 ： M H K 6 0 0 S - W 4 5 0 T

型 式： M H K 6 0 0 S - U 1 5 0 B

符 号 部 品 名 備 考材 質 数 量

a

b

c

イ ン サー ト M 1 2 × 3 0

イ ン サー ト M 1 2 × 3 0

止 水 栓 C - 5 0

S S 4 0 0

S S 4 0 0

1

2

4 鉄 蓋 敷 設用

金 物装 着用

ネ ジ式 着脱構 造

使用 材料（ 強度 表示 ・材料 規格 ）

仕様 解説

コン クリ ート ：普 通 / プ レ キャ スト

鉄筋 ( 異 形棒 鋼 ) ： D 1 0

鉄 筋 ( 普 通鉄 線 ) ： 6 m m

( 設 計 基準強 度 2 7 N / m m 2 )

( S D 2 9 5 A - J I S G 3 1 1 2 )

( S W M - B - J I S G 3 5 3 2 )

1 ) 本 製 品 はφ 6 0 0 開 口 の鉄 蓋に のみ対 応す る。

2 ) 耐 荷重 設定は T - 2 5 相 当で 土被り 3 0 0 m m 迄 、 T - 8 相 当で 土被り 9 0 0 m m 迄

と する 。 ( 土 被 りは 床上端 面か らの距 離と する 。 )

P P

6 4 0 ± 1 0

6
4
0
±
1
0

D - D D - D

C

BB

AA

C

E - E
φ 1 3 5

φ 1 5 1

平面図 S=1:10

記号表示部詳細図 S=1:10

蓋体性能表示図 S=1:10

F - F
ク サ リ取 付座
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φ 6 5 0

φ 6 5 4

φ 6 6 4

A - A B - B
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A-A/B-B断面図 S=1:10

φ 6 5 0
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ク サ リ取 付座
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C-C断面図 S=1:10

シ ャッ クル留 め

2

4

4 - 貫 通 穴

1 4

2 8

9 0
5

φ
1 5

クサリ取付座詳細図 S=1:5

製 品 構成表

aa

蓋 体 φ 6 0 0

番 号 部 品 名 備 考

1

2

3

受 枠 φ 6 0 0 ( 角 枠 )

S パ ッ キン

F C D 6 0 0

材 質

※表 示部呼 称 … 〇 電

4 クサ リ ( L = 6 0 0 )

2 7 k g

参 考重 量

1 6 k g

数 量

1

1

1

F C 2 0 0

E P D M

S W R M

-

-

黒 色防 錆塗 装

黒色防 錆塗 装

簡易防 水機 能品

ユニク ロメ ッキ1

※模 様部の ノン スリ ップ性 能 … 乾 湿共 に C S R 0 . 5 ～ 0 . 9 内 を 満足

※安 全荷重 5 0 k N 以 内 ( ≒ 5 , 0 0 0 k g f )

※ 破 壊荷重 2 0 0 k N 以 上 ( φ 3 3 0 載 荷 板使 用 )

ハンドホールA ハンドホールB

蓋 T - 2 0

図 示 ( A 1 )

詳 細図 1 4 [ ハ ン ドホ ール ]
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砂 利地 業

R C - 4 0
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名 称 単位 数 量規格・寸法

RC-40 t=100

材料表 ハンドホールA

基ハンドホール 600×600×750h 鉄蓋含む

0.1

1

摘 要

1箇所当り

図示 ( A 1 ) 2 7
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2 0 7

2
0
7

1 8 8

1
9
0

1
7
4
3

2
5
0

本 体

P V C
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平面図 S=1:5

断面図 S=1:5
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ハンドホールB-1 ハンドホールB-2

G.L F.L

名 称 単位 数 量規格・寸法

砂利地業 RC-40 m3 t=100

材料表 ハンドホールB

基ハンドホール 200×200×250h

0.01

1

摘 要

1箇所当り

砂利地 業

R C - 4 0

5 0 2 0 0 5 0

3 0 0

蓋含む

砂利地業 m3

特記)
・ハンドホールB-1の設置にあたっては、蓋上部に不織布(□500程度)を設けて埋戻すこと。
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浄化槽

図 示 ( A 1 )

詳 細図 1 5 [ 浄 化槽 ]
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F.L
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散 気 管

エア リフ トポン プ

砂利 地業

R C - 4 0

コ ン クリ ート
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捨 てコ ンクリ ート
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D 1 3 ＠ 1 5 0 ダ ブル

主筋 6 - D 1 3

H O O P D 1 0 ＠ 1 0 0

D 1 3 ＠ 1 5 0 ダ ブル

1 - D 1 3 ダ ブル

2 - D 1 6 ダ ブ ル

4 0
d
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4
0
d

4 0 d

頂版開口図 S=1:30平面図 S=1:30

A-A断面図 S=1:30 B-B断面図 S=1:30

φ
3
0
0

B-B断面配筋図 S=1:30

開口補強筋要領図

フローシート

透 水性コ ンク リー ト

t = 1 0 0 ～ 2 1 0

2
1
0

担 体 流動循 環方 式

2 8 人

有 効 容 量 m 3

0 . 2 m 3 ／ 人 ・日

9 0 % 以 上

3 . 3 9 5

2 0 m g ／ L

2 0 0 m g ／ L

5 . 6 m 3 ／ 日

合 併処 理／ H C Z - 2 8

仕 様

計画汚 水量

種類 ／ 型 式

除 去 率

一人当 り汚 水量

夾雑物 除去 槽

放流水 B O D 濃 度

流入水 B O D 濃 度

処 理 方 法

処理対 象人 員

電 気 機 器 仕 様

1 . 5 4 2

0 . 0 7 8

0 . 7 3 7

担 体流 動槽

消 毒 槽

沈 殿 槽

ブロ ワ

嫌気ろ 床槽 3 . 3 8 0

2 0 0 L ／ 分（ 0 . 0 2 M P a ）

1 0 0 V ， 1 7 5 ／ 1 8 5 W ， 1 台

5 6 % 以 上

2 0 m g ／ L

4 5 m g ／ L

除 去 率

放流水 T - N 濃 度

流入水 T - N 濃 度

7 0 % 以 上

3 0 m g ／ L

1 0 0 m g ／ L

除 去 率

放流水 C O D 濃 度

流入水 C O D 濃 度

9 1 % 以 上

1 5 m g ／ L

除 去 率

放流水 S S 濃 度

流入水 S S 濃 度 1 6 0 m g ／ L

1箇所当り材料表 浄化槽

砂利地業 RC-40 t=1002.8

名 称 規格・寸法 単位 数 量 摘 要

コンクリート m3Fc21 5.82

浄化槽 台 1

型枠 m2 8.5

捨てコンクリート m3Fc18 1.39

1
0
0 5
0

1
5
5

砂 利 地業

R C - 4 0

コ ンク リート

F c 2 1

捨 て コン クリー ト

F c 1 8

砂 利 地業

R C - 4 0

コ ンク リート

F c 2 1

捨 て コン クリー ト

F c 1 8

特記)
・鉄筋：SD295A（規格品）
特記なき事項はJASS5による。

・配筋の継ぎ手・定着長さは全て40dとする。
・ブロワアースは確実に接地すること。（D種接地）

2
8
8
0

m3

コンクリート m3Fc18 0.04

鉄筋 kg

D13鉄筋 kg

D10 75.8

498.8

ボイド m 12.6φ300

4000×3100×2725h ブロワ含む

F.L

リ リ ーフバ ルブ 付送気 ホー ス

2 0 A （ 付属品 ）

4 0 0

1
8
6

7
5
0

1
0
0

1
2
0
2
2
8

ブロワ詳細図 S=1:20

平面図

断面図

1
0
0

2 4 6

給 水 ポン プ（ 移設 ）

コ ンセン ト柱

コ ンク リート

F c 1 8

砂 利地業

R C - 4 0

5 0 4 0 0 5 0

5 0 0

X = - 6 5 0 9 7 . 1 8 4 , Y = 3 7 1 8 8 . 9 2 7

X = - 6 5 0 9 2 . 1 3 4 , Y = 3 7 1 8 8 . 5 9 2

X = - 6 5 0 9 3 . 8 6 7 , Y = 3 7 1 9 1 . 1 6 3

X = - 6 5 0 9 5 . 4 5 1 , Y = 3 7 1 8 6 . 3 5 6

( F L = 1 1 3 1 . 7 8 )

現 場 合せ
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図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名 山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事
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蒸発散浸潤装置

1箇所当り材料表 蒸発散浸潤装置

名 称 単位 数 量 摘 要規格・寸法

砂利地業 RC-40 m3 t=1000.1

蒸発散浸潤装置 式 1W900×L12000

特記)
・蒸発散浸潤装置は浄化槽28人槽対応とし、部材の数量は以下のとおりとする。

・ER材(W500×H1000×L250)：48個
・ERシート(W900(不織布W900＋遮水シートW950 2層構造))：4本
・ERネット(W2700)：2本
・ERライト：60袋

V U 1 2 5

浄 化槽

通 気管

φ 2 0 0

鋳 鉄製 防護
内蓋 φ 2 0 0

2
1
0

6
0

6
02
1
0

土
被
り
に
応
じ
て
調
整

5
1
0

5
9
0

1 0 0 × 5 0 偏 芯 ソケッ ト

V U 5 0

4
3
1

8
0

V U 2 0 0

内 蓋 φ 2 0 0

2 5 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0 2 5 0

6 0 0 0

( 2 0 0 )

1 5 0 兼 用 キャ ップ

E R 材

E R ネ ット

通気管

φ 2 0 0

鋳 鉄製 防護 内 蓋 φ 2 0 0

2
1
0

6
0

6
0 2
1
0

土
被
り
に
応
じ
て
調
整

5
1
0

5
9
0

1 0 0 × 5 0 偏 芯ソ ケッ ト

V U 5 0
4
3
1

8
0

V U 2 0 0

内 蓋 φ 2 0 0

2 5 02 5 02 5 02 5 02 5 02 5 02 5 02 5 0

6 0 0 0

( 2 0 0 )

1 5 0 兼 用 キャ ップ

E R 材

E R ネ ッ ト

( 5 0 0 ) ( 5 0 0 )

( F L = 1 1 3 1 . 3 0 )

現 場合せ

F.L

F.L
F.L

F.L

( F L = 1 1 3 1 . 7 2 )

現 場 合せ F.L

( F L = 1 1 3 2 . 0 6 )

現 場合 せ

流入 桝

コン クリー ト桝

□ 8 0 0 × H 1 5 0 0

鉄 蓋 T - 2 5

φ 6 0 0

9 2 0

1
0
0

1
5
0
0

1
0
0 5
0

1
7
5
0

1
0
0
0

5
0
0
以
上

2
3
0

3
0
0
～
5
0
0

掘
削
幅
に
よ
る

E R ラ イ ト

E R ネ ッ ト

5 0 0

9 0 0

2
1
0

6
0

通 気 管

φ 2 0 0

鋳 鉄製防 護
内蓋 φ 2 0 0

F.L

V U 1 2 5

浄
化
槽

6 0 0 0

6 0 0 0

( 5 0 0 )

( 5 0 0 )( 2 0 0 )

( 2 0 0 )

流入 桝

コン クリー ト桝

□ 8 0 0 × H 1 5 0 0

鉄 蓋 T - 2 5

管 理 桝

1 0 0 - 2 0 0 塩 ビ 小口径 ます

鋳鉄 製防 護

φ 2 0 0

管 理桝

1 0 0 - 2 0 0 塩 ビ小口 径ま す

鋳 鉄製防 護

φ 2 0 0

管 理桝

1 0 0 - 2 0 0 塩 ビ小口 径ま す

鋳 鉄製 防護

φ 2 0 0

管 理桝

1 0 0 - 2 0 0 塩 ビ小 口径 ます

鋳鉄製 防護

φ 2 0 0

通 気管

φ 2 0 0

鋳 鉄製 防護

通気 管

φ 2 0 0

鋳 鉄 製防 護

平面図 S=1:50

正面図 S=1:20 断面図 S=1:20

5 0 9 2 0 5 0

1 0 2 0

1
0
0

V U - D L 1 5 0

(
1
6
5
3
)

(
2
4
1
3
)

流入桝含む

図示 ( A 1 )

詳 細図 1 6 [ 蒸 発散 浸潤装 置 ]

2 9



区域座標管理図 S = 1 : 5 0 0 ( A 3 )

1

2

3

4

5

67

8
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1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

1 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7
3 8

3 9
4 0

4 1 4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

4 8

4 9

5 0

5 1

5 2

5 3

5 4

5 5

5 6

5 7
5 8

5 9
6 0

6 1
6 2

6 3

6 4

6 5

6 6

6 7

6 8
6 9 7 0

7 1

7 2

7 3

7 4

7 5

7 6

7 7
7 8

7 9

8 0

8 1
8 2

8 3
8 4

8 5

8 6

8 7

8 8

8 9

9 0

9 1

9 2

9 3

9 4

9 5

9 6

9 7
9 8 9 9

1 0 0 1 0 1 1 0 2

点名称 Ｘ 座標 Ｙ座 標

1 - 6 5 1 1 4 . 4 6 3 3 7 1 8 9 . 9 0 4

2 - 6 5 1 1 2 . 1 7 3 3 7 1 9 0 . 3 9 6

3 - 6 5 1 0 9 . 9 1 6 3 7 1 9 2 . 2 5 7

4 - 6 5 1 0 7 . 5 4 8 3 7 1 9 4 . 9 6 9

5 - 6 5 1 0 5 . 5 5 0 3 7 1 9 8 . 9 7 2

6 - 6 5 0 9 6 . 0 1 6 3 7 2 0 2 . 7 8 8

7 - 6 5 0 9 3 . 2 4 2 3 7 2 0 2 . 3 9 7

8 - 6 5 0 9 0 . 3 2 7 3 7 2 0 0 . 6 0 6

9 - 6 5 0 8 7 . 9 4 1 3 7 1 9 9 . 1 6 5

1 0 - 6 5 0 8 4 . 1 5 3 3 7 2 0 2 . 0 0 5

1 1 - 6 5 0 8 2 . 6 4 9 3 7 2 0 4 . 2 4 0

1 2 - 6 5 0 7 9 . 0 5 6 3 7 2 0 6 . 9 9 8

1 3 - 6 5 0 7 7 . 2 5 1 3 7 2 0 8 . 4 6 8

1 4 - 6 5 0 7 4 . 3 9 4 3 7 2 0 3 . 3 9 8

1 5 - 6 5 0 6 6 . 9 4 9 3 7 2 0 0 . 2 5 8

1 6 - 6 5 0 7 0 . 4 1 2 3 7 1 9 6 . 4 5 1

1 7 - 6 5 0 7 1 . 5 5 5 3 7 1 9 5 . 4 2 4

1 8 - 6 5 0 7 4 . 0 0 3 3 7 1 9 3 . 2 2 2

1 9 - 6 5 0 7 4 . 9 7 0 3 7 1 8 9 . 9 8 6

2 0 - 6 5 0 7 4 . 0 1 1 3 7 1 8 4 . 9 0 7

2 1 - 6 5 0 7 5 . 1 9 5 3 7 1 8 2 . 4 8 3

2 2 - 6 5 0 7 2 . 4 9 4 3 7 1 8 1 . 1 6 5

2 3 - 6 5 0 7 1 . 9 9 6 3 7 1 7 8 . 5 5 5

2 4 - 6 5 0 7 1 . 8 7 1 3 7 1 7 7 . 2 1 6

2 5 - 6 5 0 7 1 . 8 7 2 3 7 1 7 5 . 8 7 3

2 6 - 6 5 0 7 1 . 9 9 9 3 7 1 7 4 . 5 3 7

2 7 - 6 5 0 7 2 . 2 5 0 3 7 1 7 3 . 2 1 8

2 8 - 6 5 0 7 2 . 6 2 4 3 7 1 7 1 . 9 2 9

2 9 - 6 5 0 7 3 . 1 1 7 3 7 1 7 0 . 6 8 0

3 0 - 6 5 0 7 3 . 7 2 5 3 7 1 6 9 . 4 8 3

3 1 - 6 5 0 7 4 . 4 4 3 3 7 1 6 8 . 3 4 9

3 2 - 6 5 0 7 5 . 2 6 3 3 7 1 6 7 . 2 8 6

3 3 - 6 5 0 7 6 . 1 8 0 3 7 1 6 6 . 3 0 5

3 4 - 6 5 0 7 7 . 1 8 4 3 7 1 6 5 . 4 1 4

3 5 - 6 5 0 7 8 . 2 6 7 3 7 1 6 4 . 6 2 2

3 6 - 6 5 0 7 9 . 4 2 0 3 7 1 6 3 . 9 3 4

3 7 - 6 5 0 8 0 . 6 3 3 3 7 1 6 3 . 3 5 7

3 8 - 6 5 0 8 1 . 8 9 3 3 7 1 6 2 . 8 9 7

3 9 - 6 5 0 8 3 . 1 9 2 3 7 1 6 2 . 5 5 6

4 0 - 6 5 0 8 4 . 5 1 7 3 7 1 6 2 . 3 3 9

4 1 - 6 5 0 8 5 . 8 5 6 3 7 1 6 2 . 2 4 7

4 2 - 6 5 0 8 7 . 1 9 8 3 7 1 6 2 . 2 8 0

4 3 - 6 5 0 8 7 . 6 7 2 3 7 1 6 2 . 3 3 7

4 4 - 6 5 0 8 7 . 9 0 3 3 7 1 6 0 . 1 4 5

4 5 - 6 5 0 8 7 . 8 6 7 3 7 1 5 8 . 9 8 3

4 6 - 6 5 0 8 7 . 6 3 4 3 7 1 5 7 . 3 2 6

4 7 - 6 5 0 8 7 . 2 0 2 3 7 1 5 5 . 5 1 5

4 8 - 6 5 0 8 6 . 7 4 4 3 7 1 5 3 . 3 4 0

4 9 - 6 5 0 8 6 . 6 1 0 3 7 1 5 0 . 9 1 9

5 0 - 6 5 0 8 6 . 7 1 2 3 7 1 4 9 . 4 6 2

5 1 - 6 5 0 8 7 . 0 1 3 3 7 1 4 8 . 1 8 0

5 2 - 6 5 0 8 7 . 5 1 9 3 7 1 4 6 . 9 9 3

5 3 - 6 5 0 8 8 . 2 2 4 3 7 1 4 5 . 9 1 4

5 4 - 6 5 0 8 9 . 3 3 3 3 7 1 4 4 . 7 2 5

5 5 - 6 5 0 9 0 . 5 5 2 3 7 1 4 3 . 7 3 0

5 6 - 6 5 0 9 1 . 8 9 3 3 7 1 4 2 . 9 0 8

5 7 - 6 5 0 9 3 . 3 3 7 3 7 1 4 2 . 2 7 3

5 8 - 6 5 0 9 4 . 7 7 3 3 7 1 4 1 . 8 5 9

5 9 - 6 5 0 9 6 . 0 6 6 3 7 1 4 1 . 5 9 7

6 0 - 6 5 0 9 7 . 3 2 5 3 7 1 4 1 . 4 0 5

6 1 - 6 5 0 9 8 . 5 9 1 3 7 1 4 1 . 2 7 2

6 2 - 6 5 0 9 9 . 9 9 6 3 7 1 4 1 . 1 9 4

6 3 - 6 5 1 0 3 . 3 7 8 3 7 1 4 1 . 2 4 3

6 4 - 6 5 1 0 3 . 7 0 6 3 7 1 4 0 . 2 6 7

6 5 - 6 5 1 0 4 . 4 9 3 3 7 1 3 8 . 6 9 3

6 6 - 6 5 1 0 5 . 8 1 5 3 7 1 3 7 . 2 4 6

6 7 - 6 5 1 0 7 . 4 8 3 3 7 1 3 6 . 2 1 6

6 8 - 6 5 1 0 9 . 3 6 9 3 7 1 3 5 . 6 8 1

6 9 - 6 5 1 1 1 . 3 2 9 3 7 1 3 5 . 6 8 3

7 0 - 6 5 1 1 3 . 2 1 4 3 7 1 3 6 . 2 2 1

点 名 称 Ｘ座 標 Ｙ 座標

7 1 - 6 5 1 1 4 . 8 8 1 3 7 1 3 7 . 2 5 4

7 2 - 6 5 1 1 6 . 2 0 1 3 7 1 3 8 . 7 0 3

7 3 - 6 5 1 1 7 . 0 7 4 3 7 1 4 0 . 4 5 8

7 4 - 6 5 1 1 7 . 4 3 4 3 7 1 4 2 . 3 8 5

7 5 - 6 5 1 1 7 . 2 9 1 3 7 1 4 3 . 9 2 8

7 6 - 6 5 1 1 2 . 9 4 1 3 7 1 4 7 . 2 1 7

7 7 - 6 5 1 1 2 . 6 0 6 3 7 1 4 7 . 4 0 9

7 8 - 6 5 1 1 2 . 3 1 7 3 7 1 4 7 . 3 5 3

7 9 - 6 5 1 1 0 . 5 8 4 3 7 1 4 8 . 3 0 9

8 0 - 6 5 1 0 8 . 6 6 7 3 7 1 4 9 . 3 3 6

8 1 - 6 5 1 0 6 . 9 8 8 3 7 1 5 0 . 1 7 3

8 2 - 6 5 1 0 5 . 8 6 6 3 7 1 5 0 . 9 9 2

8 3 - 6 5 1 0 5 . 4 7 3 3 7 1 5 1 . 2 5 0

8 4 - 6 5 1 0 4 . 6 4 6 3 7 1 5 1 . 5 2 5

8 5 - 6 5 1 0 1 . 6 9 1 3 7 1 5 3 . 1 3 3

8 6 - 6 5 0 9 8 . 7 1 3 3 7 1 5 5 . 6 2 9

8 7 - 6 5 0 9 6 . 5 5 1 3 7 1 5 8 . 4 8 7

8 8 - 6 5 0 9 4 . 7 9 7 3 7 1 6 1 . 8 1 2

8 9 - 6 5 0 9 4 . 0 3 7 3 7 1 6 5 . 6 3 8

9 0 - 6 5 0 9 3 . 8 3 2 3 7 1 6 9 . 1 9 6

9 1 - 6 5 0 9 4 . 1 2 0 3 7 1 7 2 . 9 0 0

9 2 - 6 5 0 9 4 . 7 6 1 3 7 1 7 5 . 8 6 8

9 3 - 6 5 0 9 5 . 7 1 8 3 7 1 7 8 . 3 6 1

9 4 - 6 5 0 9 7 . 0 9 1 3 7 1 8 0 . 7 1 7

9 5 - 6 5 0 9 8 . 6 3 8 3 7 1 8 2 . 8 5 6

9 6 - 6 5 1 0 0 . 8 1 3 3 7 1 8 5 . 0 8 1

9 7 - 6 5 1 0 3 . 5 9 3 3 7 1 8 7 . 0 0 1

9 8 - 6 5 1 0 6 . 3 2 7 3 7 1 8 8 . 1 7 8

9 9 - 6 5 1 0 9 . 0 5 6 3 7 1 8 8 . 9 3 5

1 0 0 - 6 5 1 1 1 . 9 4 2 3 7 1 8 9 . 3 6 1

1 0 1 - 6 5 1 1 3 . 4 3 0 3 7 1 8 9 . 3 6 0

1 0 2 - 6 5 1 1 4 . 2 9 2 3 7 1 8 9 . 3 5 9

区 域 座標一 覧表

T . 1

T . 2

T . 3

T . 4

T . 5

点 名 称 Ｘ 座標 Ｙ座 標

T . 1 - 6 5 1 6 4 . 1 1 8 3 7 1 6 0 . 9 2 8

T . 2 - 6 5 1 1 8 . 1 7 8 3 7 1 5 1 . 0 0 6

T . 3 - 6 5 0 9 5 . 2 9 7 3 7 1 6 9 . 6 2 1

T . 4 - 6 5 1 1 7 . 1 8 5 3 7 1 8 7 . 8 5 2

T . 5 - 6 5 1 5 9 . 0 5 2 3 7 1 8 3 . 7 8 6

基 準 点 座標 一覧 表

工事名

図面名

作 成年月 日

縮 尺 図 面番 号

会社名

事業 者名

-

区 域座 標管理 図

令和 6 年 3 月

山中 湖村

パ ノラ マ台 ト イレ駐 車場 整備 工事

1 : 5 0 0 ( A 3 )


